
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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プロローグ




　春休みのこの日、遼りよう平へいは自分の気持ちに正直になってみた。

　どうして正直になったかといえば、勢いに任せてということになってしまうのが情けない話なのだが。

　しかし、勢いに任せなければ正直になれないときだってある。




　事の起こりは、綾あや姉ねえが帰ってきたことだった。

　綾姉というのは呼び名で、実際に遼平の姉というわけではない。

　お隣さんで、遼平と同い年の弟がいて、そいつと一緒にいるうちに自然と綾姉という呼び方が定着してしまっていたし、綾姉の方もそれを拒まなかったからそうなった。

　その綾姉が帰ってきた。

　退院したのだ。

　母からそのことを聞いた遼平は慌てて隣家に向かった。

　チャイムを鳴らすと本当に彼女の声が返ってきた。

「おや、遼平」

　玄関を開けてくれたのは綾あや姉ねえだ。

　スチール製の松まつ葉ば杖づえに体を預け、遼りよう平へいを出迎えてくれた。

「綾姉、どうしたんだよ」

「どうしたんだよっていうのは、なんだ？」

　墨のように長い黒髪に縁どられた顔は白くて細い。それなのに唇だけははっとしてしまうほど紅い。

　全体的にきつめの印象だが、とても美人だ。

「いきなり退院だなんて、昨日お見舞い行ったのに教えてくれなかったじゃないか」

「ああ、そうだった。突然だったんだ。仕方ない」

　ひどく落ち着いた、女の子らしくない硬い口調も綾姉らしい。昨日、お見舞いに行ったときとそれほど声の調子に変化はない。

　たしかに見た感じは大丈夫そうだけど、どうなるかわからないのが彼女の体の厄介なところだ。

　大丈夫と思って退院したら数日後には再入院なんていうのを、もう何度も繰り返している。

　ついこの前も弟の卒業式に合わせて退院し、その弟が遠くの高校へ進学するために一人引っ越してすぐに、また入院になったのだ。

　それなのに、またすぐに退院するなんて。

「本当に大丈夫なのか？」

「大丈夫だ。今回は検査だけだったんだから」

「そんなこと、なにも言ってなかったじゃないか」

「しつこいな、君は」

　綾姉がむっと顔をしかめる。怒った顔もきれいだと思ってしまう自分がかなりの重症だということは自覚している。

　自覚しているからこそ、心配が止まらない。

「わたしが退院しようとどうしようと、君には関係ないだろう」

　そう言われたときに、カチンとスイッチが入ってしまった。




　いま思い返してみれば、このときの綾姉はかなり感情的になっていたと思う。

　いつもならおちょくりながら受け流して、遼平をもやもやさせるだけで終わらせていたはずだ。

　だけどこのときの綾姉はそうではなかった。

　遼平の言葉を受け流せなかった。その余裕がなかったのかもしれない。だから、無理に突き放そうとした。

　だけど、だからこそ、遼りよう平へいは自分の感情を吐き出せたのかもしれない。

「関係ないわけないだろう！」

　怒鳴るように言い返し、そのまま勢いに任せた。

「おれ、綾あや姉ねえのことが好きだから！」

　言い終わってから感じたのは、すごい後悔、達成感、そして恐怖。

　ごちゃごちゃの感情にもみくちゃにされて、遼平は立ち眩くらみした。

　言った。

　言ってしまった。

　綾姉のことが好きだという事実に気付いてから五年。まさか言える日が来るなんて思ってもいなかった。

　いや、言えたらいいなとは思っていた。

　だけど、言える自分が想像できなかった。

　それなのに言えた。

　すごい。

　まだ答えも聞いていないのに、遼平は自分の感覚がすごい勢いで冴さえ渡っていくのを感じた。

　世界が変わった。

　告白もできない自分が消えて、新しい自分が生まれた。

　世界は変わったんだ。




「本当に、わたしのことが好きなのか？」

「そ、そうだよ！」

　綾あや音ねに問われて、遼平はおもいっきり肯定した。

「では遼平、わたしの願いを叶かなえてくれるか？」

「もちろんだ！」

「そうか……」

　綾音の声は重かった。

　その口調があまりにも暗くて重かったので、遼平は悪い予感が頭をよぎった。

「うれしいよ。ありがとう」

　綾音の表情は言葉のわりには明るくなかった。

　それが気になった。

「綾姉……」

「だから、覚えておいて欲しい」

　だけど、なにを言っていいのかわからない間に綾音が次の言葉を紡ぐ。

「え？」

「わたしを信じてくれ」

　なにを言っているのかわからなかった。

　だけど、その次になにが起こったのかはわかる。

　その後になにが起こるのかはわからないけれど……。




「え？」

　遼りよう平へいの胸に冷たい衝撃が走った。

　見るとそれはなにか細長いもので、そしてそれは綾あや音ねの手から伸びていた。

「汝なんじの心臓を捧ささげよ。その血を捧げよ。そのときより契約はなる。血よりも濃いもので交わり、魂は繫つながる」

　それはもしかしたら剣……なのか？

「守り手よ、来たれ。その力を汝に。我と汝の魂は交感し、我は汝に、汝は我に……」

　剣を遼平の胸の奥深くに突き刺しながら、綾音はなにかを呟つぶやいている。

「あや、姉ねえ……？」

「わたしを信じてくれ」

　再びの言葉は、暗闇に落ちながら聞いた。
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　世界は変わった。

　だけど、本当に変わるとは思っていなかった。





01　夢とサバトマリナ




　気が付くと、遼りよう平へいは乾いた地面に立っていた。

　わっという音が辺りに満ちている。騒々しさが塊となって遼平を圧迫していた。

「え？　え？」

　さっきまでの幸福感が消えず、感情が状況に追いついてくれない。

　混乱してしまっている。

　騒々しさは人の声だ。見渡して、遼平は自分がグラウンドのような場所にいるのだと理解した。整地された地面を囲う壁と、その向こうにある観客たちの空間は、中学時代に陸上部の友人を応援に行ったときの会場に似ている。

　観客席には大勢の人がいて、グラウンドに立つ遼平に視線を注いでいる。

「…………は？」

　遼平としては、そう呟つぶやくしかなかった。

　理解が追いつかない。

　ここはどこだ？

　これはなんだ？

　そしてあれは……？

「グルルルルル……」

　遼りよう平へいの目の前に、四つ足の犬のようなものがいる。

　でかい。

　見上げるぐらいにでかい。

　昔、遼平が幼いとき田舎に遊びに行って、猟師が放ったと思われる猟犬と遭遇したことがある。そのときの猟犬は幼い遼平よりも大きかった。

　猟犬が遼平に興味を示さなかったからよかったものの、あのときはさすがに『死ぬかも？』と思ったものだ。

　だがこれは、そんなものの比ではない。

　ちょっとした家ぐらいの大きさがあるし、なにより、頭が三つある。

　そんなものがどうしている？

　そんなものが、どうして遼平の前にいる？

　理解不能だ。

　なんて……冷静に考えている場合じゃない！

「な、なんじゃこりゃあああああああ！」

　こんな状況でそう叫ばないわけにはいかない。

　そんな遼平の叫びにも反応せず、三つ頭の巨犬は牙の隙間からぼたぼたと涎よだれを垂らして水たまりを足下に作っていた。

　そのときノイズが空を走った。

　耳障りな金属音に耳を押さえると、やがて音が整う。

　それはスピーカーからの音だった。

「さあ、朝も早くから決まったこの一戦！　二年生、野の々の菫すみれに挑むのは新入生、眩くら星ぼし綾あや音ね！　司会はわたくし蔓かずら千ち歳とせが務めさせていただきます」

「え？　え？　え？」

　怪物がいるという場面ではありえないような、まるで学校の放送のような音質と、どこか吞のん気きな声色に、遼平は自分の立ち位置がわからなくてあちこちを見回した。

「さて、シュヴァリエの紹介です。野々選手側はいつも通りのマリオネット。本日はケルベロスのようですね。そして眩星選手側は同じく新入生の柊ひいらぎ遼平。さあ、解説の圓えんさん、今回の試合、どう見ますか？」

「そうですね。気になるのはやはり、新入生の眩星綾音選手でしょうね」

「車椅子の魔女。ビジュアルとしてはなかなか魅せてくれますが」

「彼女の場合は本当に体が弱いようですが、彼女自身が美人なのもあって秘密のベールを感じさせますね」

「その通りです。しかもこちらが手に入れた情報によると、シュヴァリエである柊ひいらぎ遼りよう平へいは入学式前に彼女に告白し、契約をしたということです」

「病弱な彼女のためにサバトマリナを戦うということですね。やりますねぇ」

「まったくです。いつまでも人形をシュヴァリエにして、志願者を見つけられないでいる野の々の選手も見習ってほしいものです」

　スピーカーから聞こえてきたやりとりで観客からちらほらと笑い声が聞こえてくる。

　それどころではない遼平は立ち尽くすのみだったが、笑いの種にされた人物は顔を真っ赤にしたのが見えた。

　そう、ケルベロスと呼ばれた巨犬の背中に誰かが立っていたのだ。

「ほっといてよ！」

　そう叫んだ人物を見て、遼平は驚いた。

　髪をツインテールにした吊り目の女の子だ。

　彼女が観客席に向かって怒鳴っている。

　どうやらそちらにスピーカーの声の主がいるのだろう。

　ひとしきり喚き散らすと、いきなり遼平をぎっと睨にらみ付けた。

「あんたのおかげで恥をかかされたわ！」

「言いがかりだ！」

　思わず悲鳴を上げた。

　それになにより、遼平だって驚いていることがある。

「ていうか、なんでそんなこと、知られてるんだよ！」

　言いたいことはたくさんあるけれど、まずはそれだ。

　綾あや音ねに告白したことが知れ渡っているというのは、どういうことだ？

「そうだ、綾あや姉ねえ……」

　司会とか言っていた声は、綾音の名前も言った。

　それなら、どこかに彼女もいるのか？

　視線を巡らし、そして背後を見る。

　いた。

「綾姉！」

　そこに綾音はいた。

　外出のときの車椅子に乗っている。

　その格好はよく見る入院しているときのものではなく、制服姿だった。

　その制服がなんなのか気付いて、さらに驚く。

　新しん風ふう館かん高校。

　遼平が入学するはずの高校の制服だ。

　はっとして自分を見下ろすと、遼りよう平へい自身も制服を着ている。

　さらに見上げると、化け物の背中で仁王立ちになっている彼女も同じ制服だ。

「なんなんだよ……」

　わけがわからない。

　自分がどうしてこんな所にいるのかもわからない。

　なぜ、まだ春休みのはずなのに入学予定の高校の制服を着て、そしてこんな化け物の前に立たされているのか。

　そして綾あや音ねはいつものように涼しい顔で遼平を見て、言うのだ。

「遼平、わたしのためにがんばってくれ」

「がんばれって……」

　綾音はこの状況を当たり前のように受け入れている。

　いや、受け入れていないのは遼平だけのようだ。自分だけが、わけもわからずおたついている。

「わたしのためになんでもしてくれるって、言っただろう？」

「そりゃあ……」

　言いかけて、ハッとする。

「いや、返事がまだだし！」

　遼平の記憶が正しければ、告白して、返事をまだもらっていない。

「では、なにもしてくれないのか？」

「ぐぅ……！」

　不安そうな顔をされると、なにも言えなくなる。

（いや、落ち着け。これは綾あや姉ねえのいつもの手だ！）

　昔から、綾音はそうやって遼平や彼女の弟を意のままに操ろうとするところがあった。

　そうだ、だから自制しろ。

　別の答えを見つけ出せ。

　別の……って、なにがある？

　あれ？　なにもないな。

「……する、けどさ」

　そして、わかっていても逆らえないのが、遼平なのだ。

「そうだろう。君は確かにそう誓って、わたしに心臓を捧ささげてくれたのだから」

「……心臓？」

　そう言われた瞬間、遼平の頭の中でなにかが動いた。




『では遼平、わたしの願いを叶かなえてくれるか？』

『もちろんだ！』




　告白した後に、綾あや音ねはそう言ったし、そして遼りよう平へいは頷うなずいた。

　そして……綾音はなにかで遼平の心臓を突いた。

「あ……」

　そのときの胸の痛みを思い出して、胸を押さえる。傷の痛みは感じないし、血で濡ぬれている様子もない。

「あのとき、遼平はわたしのシュヴァリエとなった」

「シュヴァリエって……」

「魔女と契約し、魔女のために戦ってくれるもののことだ。魔女狩りに苦しめられたわたしたちを守る者がシュヴァリエ騎士という体制側の名前だというのも皮肉だとは思うが」

「いや、そういう蘊うん蓄ちくはよくて、なんか、この状況の説明を」

「なにを言っているんだ？」

　このわけのわからない状況に納得のいく説明をしてほしいのに、綾音はしてくれない。

　そもそも、どうして遼平が混乱しているのかさえ、わかっていない顔に見える。

「魔女がサバトマリナを演じるのは当たり前だろう？」

「は？」

　知らない単語がまた増えた。

　いや、それ以前に魔女ってなんだ？

「魔女って？　え？」

　誰が？

「綾あや姉ねえが？」

「そうだ。なにかおかしいか？」

「いや、綾姉が魔女なのは……なんというか違和感がなさすぎなんだけど」

「ほう」

「いや、悪い意味じゃないよ！　あくまでも印象の話で！」

「まあいい。それよりも、菫すみれが怒っているぞ」

「え？」

　振り返ると、野の々の菫が怒りで肩を震わせていた。

　彼女の怒りに呼応するように、ケルベロスも立ち上がって牙を擦り合わせている。

「いちゃついてんじゃないわよ！」

　顔を真っ赤にして怒鳴るその姿は、やはり遼平の知っている人物だった。

「あ、やっぱり野々先輩なんだ」

　中学時代の綾音の同級生だ。

　卒業してから会っていなかったので自信がなかったが、やはりそうなのか。

「野の々の先輩まで、どうして？」

「までってなに？　魔女なんだからサバトマリナして当たり前でしょ！」

「いや、だからサバトマリナって、っていうかここってやっぱり高校？」

　菫すみれの着ている制服も同じだし、観客席にいる連中の服も同じに見える。

　となると、ここはやはり学校なのだろうとなんとなく思っていたが、しかし……

（こんなの、どこにもなかったよな？）

　受験前に学校見学に来たときには、こんな観客席付きのグラウンドはなかったはずだ。陸上部の友人と一緒に見学に来て、高校の練習風景も見たのだから、間違えるはずがない。

　だけど、全員が同じ制服を着ているし、となるとやはりここは学校の施設の一部？

（いや、そうじゃなくて魔女？　綾あや姉ねえと野々先輩が？　で、あの化け物は？　サバトマリナ？　シュヴァリエ？）

　頭がパンクしそうだ。

「もう……ちょっと……待って」

「挑戦してきたのはそっちでしょう！」

「え？　どういうこと？」

「うむ。菫よ。わたしの華麗なる高校デビューのため、踏み台になるが良い」

「むきぃぃぃぃ！」

　戸惑う遼りよう平へいそっちのけで、馴な染じみの二人は記憶にある通りの関係でやりとりして……菫を怒らせている。

　二人のそんなやりとりに懐かしいなと思う暇はない。

　菫のいまの怒りは、すなわちあの巨犬の動きに連動するわけで……。

「もう怒った！　友人だからってサバトマリナで遠慮するなんて思わないことね！」

「ええ！」

「いけっ！　ケベるん！」

「なにそのネーミング！」

　予想通りの展開と予想外の名前に遼平は悲鳴をあげ、地を揺らして迫るケルベロスを見た。

　これと、戦う？

　いや、無理だろう。

「ていうか、死ぬ！　これ死ぬから！」

　遼平は迷わず、逃げた。

　四つ足の獣が地面を蹴る独特のリズムがグラウンドを伝い、遼平の体に浮遊感を与える。

　三つの頭が漏らすゴフッ、ゴフッ、という吐息がこれまた奇妙なリアルさで遼平の背中に死の影を這はわせてくる。

「いや、待て。これは夢、夢に違いない。いくら何でもこんなのはありえないだろ。うん、夢だ。夢」

　走りながら遼りよう平へいは自分に言い聞かせる。

　夢だと言い聞かせながらも走る速度を緩める気には、まるでなれないのだけど。

「いや、しかし……ここはあえて立ち止まってみるべきか」

　そんな考えがよぎった瞬間、遼平の直感がなにかを告げた。

「っ！」

　本能に従い、跳ぶ。

　そのすぐ後に、自分の後ろですごく嫌な音がした。

　走る足を止めず、ちらりとだけ後ろを見る。

　地面に大穴が開いていた。

　そして、ケルベロスの正面の口から、大量の土砂がこぼれ落ちていく。

「……夢でも嚙かまれたくないな」

　絶対に足は止めない。遼平は固く心に誓った。

　そして、そんな遼平の誓いに菫すみれは苛いら立だちを募らせていく。

「ああもう、逃げ回ってばっかり！」

　追いかけ回すケルベロスに対して、遼平は巧みに逃げ回って捕まえさせない。

「くくく、ドッジボールでは常に最後まで生き残る。逃げの遼りようちゃんとはおれのこと」

「ぐぎぎ……」

　背筋が寒くなる思いをしているというのに条件反射的にそんなことを言ってしまうのは、相手が野の々の菫だとわかってしまったからだろう。

　相手を知っているという気安さが、こんな状況でも発揮されてしまう。

　それはつまり、遼平の精神がこの異常事態を受け止める用意ができたということなのかもしれない。

　とはいえ危険がなくなったわけではない。

（さて、どうする？）

　逃げながら、頭の中で異常事態への対策を講じてみる。

　そのときの遼平は方向転換するケルベロスのわきを抜けて、背後に回り込んでいた。怪物は振り返っていないけれど、背中にいる菫はこちらを見ている。

　だから、目尻を吊り上げ鼻息を荒くしていた菫が、ふっとその表情を和らげたのが遼平には見えた。

　にやりと笑ったのだ。

　あ、嫌な予感がする。

「でも、逃げてばっかりじゃ勝負は付かないのよね」

「ぐぐっ」

　その笑みにこめられた感情に気付いてしまった。

　ドッジボールでも、逃げるだけでは最後に連携でやられてしまう。

（だけど、他にどうしろって……）

「攻めないなら、こっちから攻めさせてもらうわよ」

「攻めるって、さっきからずっと……え？」

　明らかな空気の変化に遼りよう平へいは虚を突かれた。

　押し潰さんばかりに自分に向かって来ていたはずのケルベロスの圧力が、不意に消えたのだ。

　いや、消えたのではなく、遼平とは別の方向に向いた。

　綾あや音ねへと。

「なっ！　どういうつもりだよ！」

「戦ってるのも、攻撃していいのも、シュヴァリエだけじゃないのよ」

「聞いてねぇ！」

　遼平の悲鳴に、菫すみれが笑う。

「契約書はね、読んでなくても判子を押したら有効なんだからね」

「くそっ！」

　腹は立つが、菫に文句を言っている時間はない。

　逃げる側から追う側に変わってしまった。

　綾音へと向かうケルベロスを追って、遼平は全力で足を動かす。

　太い尻尾を追いかける。

　だが、距離が縮まらない。

　車椅子に座った綾音はその場から動こうとしない。いや、綾音の車椅子は普通のものなんだから、そんな咄とつ嗟さに反応なんてできるはずがない。

「ふざっ……けるな！」

　この状況に悪態を吐つく。

　だが、それでなにかが変わるわけではない。

（おれがなんとかしなくちゃいけないんだ。おれが！）

　頭の中が焼けるほどに素早く強く思考する。

　本来なら想いだけでなにかができるわけではない。

　だがこのとき、遼平の想いはなにかのスイッチを押した。

　カチリと、遼平の感覚はそれをまさしくスイッチの音に変換して全身に伝えた。

　さあ行けと、なにかが体に伝え、そして全身に駆け巡った。

「おおおおお！」

　背中を押されて遼りよう平へいは叫ぶ。

　押したのは誰でもない。遼平自身だ。突如として倍増した遼平の身体能力に知覚が追い付かず、押されたように感じたのだ。

　叫びに乗って、視界が溶ける。

　ケルベロスを追う足の力が増し、地面が抉えぐれる。速度が上がる。それに追いつけなかった視神経が視界を歪ゆがませる。

　それでも、視神経は即座に変化に適応した。

「うお！」

　鮮明になった視界のすぐそこにケルベロスの尻尾がある。

　追いついた！

　そう思った瞬間、あとは考えることを放棄した。

　いま、なにをしなければならないか。

　それだけを頭脳の中心に据え、後は体の動くままに任せる。

　考える暇もないほどに、体を目的に向かって動かせ。

　師匠の教えが頭をよぎったが、そのときにはすでに体はなにをすべきかわかっていて、それを実行している。

　尻尾を摑つかむ。

　体格差は余りある。摑んで踏ん張ったからといって止まるはずもない。

　だが、獣というのは往々にして尻尾を触られるのを嫌う。

　ケルベロスもその例に漏れることなく、走ることはやめなかったものの尻尾を振り回した。

　その力に乗って遼平は跳び、ケルベロスの背に降りた。

「あっ！　ちょっと！」

　文句を言っている菫すみれを無視して、遼平は走る。

　背を駆け、三つの頭のうち、中央の一つに向かうと、その頭頂部に到達する。

「止まれ！」

　叫びに乗せて、拳を落とす。




　ゴウン!!




　鉄板を叩たたいたような音、跳ね返ってくる拳の痛み。

　そして拳の向こうへと突き抜けていく確かな手応え。

「コハッ……」

　ケルベロスの口からそんな音が漏れ、駆けていた足から力が抜けた。

「うわっ……きゃぁぁ！」

　バランスを崩す巨体から飛び降りる。ケルベロスはそのまま地面を滑り、背中にいた菫すみれが勢いに弾かれて飛んでいくのが見えて、遼りよう平へいは彼女を追いかけ、受け止めた。

　菫は目を回していた。

「おおっと、これは一体、なにが起きたのか!?」

「シュヴァリエとしての契約励れい起きにようやく移れたということでしょうね」

「いやぁ、あの動きはそれだけでは説明しきれないと思います」

「そうですね。力を得ても操れなければ意味はないですし、これは、楽しみな新人が現われたということではないでしょうか？」

「おっと、審判が野の々の菫選手のシュヴァリエに行動不能の判定。眩くら星ぼし綾あや音ね選手の勝利となります」

「もう、なんなのよぅ！」

　腕の中で菫が叫んだ。

　スピーカーからの声と菫の半泣きのわめき声が響くとともに、周囲の景色が揺らいでいく。

　いままで戦っていた地面も、それを囲っていた観客席も霧に隠されていく。

「な、なんだ？」

　霧の中に取り残されて慌てるのも束の間、霧はすぐに晴れた。

「なっ！」

　するとそこにはなにもない。

　観客席はなくなり、地面だけになっている。

　その地面にしてもケルベロスに荒らされた部分が直されているだけでなく、その広さまで失われている。

「おぼえてなさいよ！」

　そう菫が吐き捨てると、遼平から離れて行ってしまう。

　彼女が向かう先には誰かもわからない銅像が校門を眺め、その背後には校舎がある。

　そして、学校へと向かっていく生徒たちの姿も。

「やっぱり、新しん風ふう館かん高校……だよな？」

　その風景は、学校見学に来たときに見たもの、そのままだ。

「ほんとに、なにがどうなってんだよ」

　遼平はため息まじりにそう呟つぶやく。

　驚き慌てるのにも疲れてきた。

　と、そんな遼平に近づいてくる人影があった。

「よ、お疲れ遼平。ナイス浸しん透とう打だだったな」

「見せつけてくれちゃいますねぇ。遼りようくんは」

　遼りよう平へいの前に立った二人、いかにもスポーツマンといった感じの少年は笠かさ村むら大だい地ちで、その隣で笑っているポニーテールの少女は東とう条じよう風ふう薫かだ。

　どちらも遼平と中学が同じ友人だ。特に大地は幼稚園からの長い付き合いになる。

　そんな二人が現われて、遼平は気が緩んだ。

「あのさ……おれ、どうにかなったか？」

「は？」

「なに言ってるの？」

「いや、だってさ……」

　心底不思議そうな顔をする二人に、遼平はさっきまでのことを改めて説明した。

　さっきまで春休みだったこと。気が付いたらここにいて、なぜか綾あや音ねと菫すみれが魔女で、サバトマリナなんていうわけのわからないことが始まったこと。

「いったい、なにがなんだか……」

　そこまで喋しやべったところで、遼平は二人が微妙な表情を浮かべていることに気付いた。

「遼くん、頭打った？」

「は？」

「だって、魔女がわからないとか」

「綾音さんは、前から魔女じゃないか」

　風薫に心配され、大地にそんなことを言われ、遼平はようやく落ち着き始めていた困惑をさらに深めてしまうことになる。

「いや、だって……さっきの野の々の先輩もか？」

「もちろん」

「ねえ、遼くん。ほんとに大丈夫？　熱でもある？」

「どうした？」

　大地が頷うなずき、風薫が額に触ってくる。

　そうしていると、背後から声がかかった。

「あ、綾音さん」

「遼くんが変だよ」

　大地と風薫がそろってそんなことを言う。

「ふむ？」

　振り返ると、車椅子の綾音は小首を傾げ、遼平を見上げた。

「綾あや姉ねえ……」

　なにを言っていいのかわからない。

　綾音に自分の混乱を伝えても理解してもらえないのは、さっきまでの戦いでわかっている。

　戦い。

（うわぁ、そういえばなんか化け物と戦った）

　しかもそのとき、自分でもよくわからない速度と怪力が出た。

　思い出したことでさらに信じられない気持ちになった。

　処理が追いつかなくて頭がクラクラする。

　ヒヤリ……。

　そんな風に考えて立ち尽くしていると、いきなり冷たい感触が頰を挟んだ。

　綾あや音ねの手だ。

　引き寄せられ、その力に逆らえない。

　綾音のきれいな顔が間近に来て、遼りよう平へいは顔が熱くなっていく。

「頭を打ったようには見えなかったが、契約励れい起きの影響で記憶が混濁しているのか？」

「え？　それって大丈夫？」

「たいしたことではないと思うが、一応、保健室に連れて行こう」

「わかった。先生には伝えとくよ」

「ありがとう。大だい地ち」

「じゃあ、遼りようくん、後でね」

　大地と風ふう薫かがあっさりと引き下がり、校舎へと向かっていく。

「え？　あ、ちょっと……」

　遼平が声をかけるが、二人は止まる様子がない。

「さあ、保健室に行こうか」

「あ、う、うん」

　二人を見届けてから綾音に促され、移動する。

　当たり前に、遼平が綾音の車椅子を押していく。

　保健室の先生は車椅子を押してきた遼平に苦笑をしつつ、ベッドで寝ることを許してくれた。

　だけど、眠くはない。

（っていうか、夢の中で眠れるもんなのか？）

　保健室に来るまでに色々と考えたが、やはりこれは夢だという結論が一番まともだ。

　まとも、なんだが……

（おれって、いつ寝たんだ？）

　今度はその疑問が浮かぶ。

　こんな状況になる前……綾音が退院して、そして勢いで告白して……。

（あれも、夢なのか？）

　むしろあれが夢の方が良かったんじゃないのか？　とさえ思う。

　返事も聞いてないし、なにより勢いまかせで格好が悪いったらない。

　それに……と、遼りよう平へいは視線を隣に向ける。車椅子に座ったままの綾あや音ねが、ベッドに寝転がる遼平を見ている。

　彼女がこの高校にいる。制服を着て、遼平と同じ学校にいる。

　この状況が、もう、なんというか夢でしかないと思わせるのだ。

（でも、夢の中だとおれと綾あや姉ねえは付き合ってるってことになるのか？）

　司会とか解説とか言っていた人たちの言葉を思い出すと、そういうことになる。

　契約イコール付き合うということならだけど、その点だけは夢でなければ良いのにと思う。

「眠れないのか？」

「ん、まぁ……」

　じっと見守っている綾音に問われ、遼平はあやふやに答えた。

　眠れないのもあるけれど、それ以上に綾音にじっと見られていることが、緊張させる。

　逆はよくあったけど、こういうのは初めてだ。

（どうせ夢なら、長く続いた方がいいな）

　もちろん、さっきみたいなのはなしの方がいい。




　とは、言ったものの……。




「…………」

「…………」

　綾音はベッドにいる遼平をじっと見ているだけだし、遼平は遼平でこんな状況でなにを話せばいいのかもわからない。

「大丈夫か？」

「うん？　ああ、大丈夫だよ。もちろん」

「ああは言ったものの、実は頭を打っていたなんてこともあるかもしれない」

「それはないよ」

「あんなものに追われたのにか？」

　あんなもの……遼平の頭にすぐにケルベロスの姿が浮かんだ。

「綾姉……魔女って本当なのか？」

「ああ、そうだ」

「野の々の先輩も？」

　そのケルベロスを使っていたのが野の々の菫すみれ。中学校のときの先輩で、綾あや音ねの友達だ。

「そうだ」

「そんなの、聞いたことがない」

「そんなことはない。有名だぞ。魔女は」

「でも、僕は……」

「やはり、頭を打ったのかもしれないな」

　ふっと、綾音の手が頭に触れた。嫌な気持ちにはならなかった。

　優しいぬくもりを感じた。

　このまま、綾音の優しさに触れているのもいいかなとも思う。

（でも……気になるよな）

　なによりやっぱり、夢とはいえさっきの戦いのインパクトが強すぎた。

　やはり、聞かないままではいられない。

「綾あや姉ねえ……サバトマリナって一体なんなんだ？」

「ふむ……」

　遼りよう平へいの質問に、綾音は言葉を探すようにしばらく天井を眺めた。

「サバトマリナとは、近代魔女の魔法様式であり、魔女同士の決闘様式でもある」

　天井を見たまま綾音が口を開く。

「魔女も、いつまでも箒ほうきと鍋を使って魔法をなすというわけにもいかない。魔女の使う魔法も発展とともに手順の合理化、簡略化が進んでいる。その一つがサバトマリナという様式だ」

「はぁ……」

　始まってしまった綾音の説明を、遼平は聞く。

　疑問を差し挟むこともできないので、聞くしかない。

「まずは結界を生み出す。結界というのは一つの世界だ。その世界においては結界を作った魔女は、強い支配力を得ることになる。そして結界の中に使用する魔法の呪式を仕込んでおけば、一つの魔法を使うために改めて準備をする必要もなく、己の魔力の許す限り、魔法を即座に使うことができる。それがサバトマリナの基本的な様式だ」

「それなら、シュヴァリエは？」

　司会とか解説とか言っていた声の主は、遼平のことをシュヴァリエと言っていた。

　魔女とシュヴァリエ、二人はセットのような言い方だった。

　契約、とも言っていたかもしれない。

「シュヴァリエもまた、魔法の一つだ。サバトマリナを維持するにしろ、昔ながらの魔法を使用するにしろ、魔女というのはとにかく無防備になりやすい。そのための守り手としてシュヴァリエはいる」

　綾あや音ねの視線が天井から降りて遼りよう平へいに向けられた。

　つまり、綾音のシュヴァリエ、遼平に、だ。

「契約をした者をシュヴァリエと呼ぶ。その者と魔女は契約によって結ばれ、魔力を共有することになる。それによってシュヴァリエは己の持つ特質を魔力によって目覚めさせられ、増幅することになる。これをシュヴァリエの契約励れい起きと呼ぶ。理解できているか？」

「えーと……たぶん？」

　いや、無理。

　本当はそう言いたかった。

　だけど、たぶん、百万言を費やして説明されたとしても完全に理解できる気がしない。

「魔女と契約したら強くなるよってことだ」

　遼平の心理がわかったのだろう。綾音は笑っていた。

「それを契約励起と言うんだ」

　契約励起。そういえば、そんな言葉も聞こえていたような気がする。

「わたしを守るために、いきなり速く動けただろう？」

「あ、うん」

　綾音の言葉でケルベロスを追いかけていたときのことを思いだした。

　体にスイッチが入ったように感じてから、急に速く、強く動けるようになった。

「あのときの動きは誰にでもできるというものではない。遼平だからできたんだ。なぜだかわかるか？」

「えーと、あのときの動きは……」

　咄とつ嗟さのことだったから自分でもなにをしたのか、詳しく思い出せない。

　だけど、その場面を思い出そうとする前に、ある人物の言葉が頭に浮かんだ。

『戦いを頭に追いつかせるな。体をその先にいかせろ。それが修練の成果って奴だ』

　師匠。

　小学生の頃から大だい地ちと一緒に習っている格闘技の師匠の言葉だ。

　あのときは、まさしく考える前に体を動かしていた。なにをすべきか、体がわかっていた動きだった。

「君が習っていたマイナーな格闘技が役立ったのだろう？」

「うん。そうだね」

　綾音の言葉に頷うなずいたのに、なぜか彼女は少しつまらなそうな顔をした。

「あの変人、ただの月謝泥棒にならなくてよかったな」

「ははははは」

　綾音の吐いた毒に、遼平は乾いた笑いを零こぼすしかない。

　理由は教えてくれないが、綾音は昔から師匠のことを嫌っている。

「そっか……」

　魔女のこと、というかサバトマリナというものの説明を聞き、遼りよう平へいは頷うなずく。

　やっぱり、よくわからない。

　しかしそれよりも、遼平はほっとしたような気持ちになっていた。

　綾あや音ねがいま見せた、師匠に対しての嫌悪感だ。

　信じられないことばかりが続いて混乱するし、大だい地ちや風ふう薫かに会ってもしっくりいかなかった。

　だけど、綾音が見せた師匠への感情は、不思議と遼平を落ち着かせてくれた。

　それだけが唯一、遼平がよく知っているもののように感じられたからだ。

「とにかく、そういうことだ」

　表情の緩んだ遼平になにかを感じたのか、綾音は車輪を回し、ベッドに近づいた。

　そして、寝ている遼平の額を撫なでる。

「とにかく眠るといい。そうすれば落ち着くさ」

「う、うん」

　頷く遼平に綾音は微笑み、そして保健室を出て行く。

　いつのまにか保健医もいなくなっていて、保健室には遼平ただ一人だ。

　一人になった遼平は天井を見上げ、改めて深く息を吐く。

　やはり、眠くはない。

　いっそ、眠ってしまえれば良かったのだけど……。

「いや、やっぱりこれ夢だろう」

　遼平は確信した。

　これは夢だ。

　眠りの中で見る夢だ。

　だから、夢の中で眠るなんてできるはずがないんだ。





02　明めい晰せき虚構




　綾あや姉ねえのことを意識するようになったのはいつからだっただろう。

　思い返すと恥ずかしくて悶もん絶ぜつしてしまうが、同時に甘さと切なさが身を締めて記憶が絞り出される。

　それと意識するようになったのは小学校四年生の時だった。

　綾あや音ねは五年生だ。

　あのとき遼りよう平へいは友人の家のリビングで、その姉である綾音と二人でいた。塾から帰ってきているはずの友人がまだ帰っていなくて、遼平はそこで帰るのを待つことになった。すぐ近くなので別に家に戻っても良かったのだけれど、綾音が何気ない顔で「待ってれば？」と言うので従った。

　その頃は綾音とはあまり話さなくなっていた。

　低学年のときのような気安さはもうなくなっていたし、一方で上級生の女子たちは子供の殻を脱ぎ捨てようとしていて、近寄りがたい雰囲気があった。

　もちろん、綾音も例外ではない。リビングで宿題をやり始める綾音の姿は、子供の遼平にはどう形容していいのかわからないが、とにかくきれいだった。

　だからこそ、気まずい。

　緊張を気取られまいと、遼平は雑誌を読む。

　綾音はキッチン側のテーブルで黙々と宿題を片付けている。

　親は留守のようだった。父親は仕事だろう。母親は買い物にでも行っているのかもしれない。

　音はなにもなく、遼平が雑誌をめくる音がやけにうるさい。

　なんでこんなに緊張しないといけないのだろう？

　ついこの前まで綾姉綾姉とその背を追いかけ、一緒に遊び、悪戯いたずらをしたりされたりしていた関係なのに、どうして？

　雑誌の内容がぜんぜん頭に入らない。

　なんだか今日はもやもやとしてしまう。

　友達が早く帰ってくることを願い、綾音に向かいそうな目を雑誌に留めることに集中する。

「遼りようくん」

「うぇっ！」

　いきなり声をかけられ、慌てて顔を上げた。

「なに、その声？」

「うるさいな」

　くすくすと笑われ、顔が赤くなるのがわかる。

「なにか飲む？　って聞こうと思ったんだけど」

「いらないよ」

「そう」

　綾あや音ねは気にせず冷蔵庫から麦茶を取り出し、一人で飲み始める。

　その様子に自分が見とれていることに気付き、遼りよう平へいは慌てて視線をそらした。

（くっそ、落ち着け。相手はただの綾あや姉ねえだ）

　そんなことを考えていると、綾音がまた声をかけてきた。

「遼りようくん」

「なに!?」

　気負いすぎて今度は声が大きくなった。

　失敗した。目を丸くしている綾音を見てそう思ったが、彼女は笑わなかった。

「ねぇ、ちょっと聞いてもいいかな？」

　声のトーンが違う。

「なに？」

　遼平は少しだけ警戒した。

「格闘技習い始めたんだって？」

「……うん」

　そう。もう一人の友人である大だい地ちとともに近所の格闘技の道場に通い始めたのはこの頃だった。

「もし、わたしがいきなりあいつを殴って欲しいって言ったら、殴ってくれるかい？」

「はぁ？」

　突拍子もない質問に、遼平はそう返すことしかできなかった。

　綾音はたしかに何を考えているかわからないところがあるけれど、いきなりそんなことを言うなんていままでなかった。

「あいつって誰？」

「あいつはあいつ。誰でもいい。遼くんの知ってる人でも知らない人でも、いきなりわたしがあいつを殴ってって言ったら、遼くんは殴れるかって話」

「なに、そいつって嫌な奴なの？」

「そういう質問はなしで」

「ええ」

　わけがわからない。

　綾音の意図がわからず、遼平は難しい顔で考えた。

「たぶん、殴らない」

　そいつがどんな奴なのかわからないのが嫌で、遼りよう平へいはそう答えた。

　判断基準もないまま人を殴るなんてできない。格闘技を習う時に、両親にいじめっ子にはなるなとしつこく言い含められていたし、それが良くないことぐらい遼平もわかっている。

「そう」

　綾あや音ねは淡々とそう言っただけだった。

　本当に、なにを考えてこんな質問をしたのかわからない。

「でも……」

　でも、このままこの話を終わらせるのは良くない。本能に押されるように、遼平は口を開いた。

「うん？」

「そいつが綾あや姉ねえにとって嫌な奴なら、ちゃんと殴るよ」

　そう言ったとき、綾音が少し微笑んだのがわかった。

「なら、そのときは遼りようくんに守ってもらうことにしよう」

「おお！」

　綾音の微笑みがうれしくて、遼平も拳を握りしめて笑顔を作る。

「でも、あの男って役に立つのか？」

　あの男というのは遼平の習い始めた格闘技の道場主のことだ。

「師匠はすごい人だよ！」

　師匠は近所の人からは変人扱いされている。綾音もそう思っている一人なのかと思って、遼平は一生懸命師匠の凄さをアピールしたが、男の子の感じる凄さは綾音には届かなかったようだ。

　だけど、そんな話をしているときに笑う綾音を見ていて、遼平は思った。

　綾音を守るために強くなる。

　それはとても素敵なことで、そして自分を納得させる理由だと思った。

　そう、このときに遼平は、綾音が好きであることを認めたのだった。




　けれどこの数年後、遼平は約束を守れなかった。
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　眠れないのにごろごろしていてもなにも解決しない。

　それどころか過去を蒸し返す結果になって余計に悶もん絶ぜつする羽目になってしまった。

「……教室にでも行くか」

　目も覚めないし、ここで寝転がっているだけではさらに余計なことまで思い出しかねない。

　遼りよう平へいは保健室を出ると、教室を目指した。

「というか、おれのクラスってどれだ？」

　一年生なのは確かだが、クラスがわからない。

「自分のクラスがわからずにさ迷う……っていうのは夢っぽいな」

　なんてことを呟つぶやきながら階段を上がっていく。

「ああ、そういえば」

　思い出した。夢の中で、自分の思い通りに動いたりできることがあるらしい。

「誰に聞いたんだったかな？」

　思い出そうとしても、それが誰かは思い出せない。あるいは本かテレビで得た雑学かもしれない。

「たしか、明めい晰せき夢むっていうんだったかな」

　そんなことを呟きながら歩いていると、授業の終わりを告げる鐘が鳴る。

「お、遼平」

　教室から一斉に出てきた生徒たちの中に、大だい地ちの姿があった。

「よう、もう大丈夫か？」

「うん、まぁ」

「そんなことより、遼りようくん宿題見せて！」

　いきなり教室から飛びだしてきた風ふう薫かは、そのまま遼平の腕にしがみついた。

「は？　宿題？」

「次は川かわ頭とうなのに大地が見せてくれないんだよ。もしも当てられて答えられなかったりしたら……」

　なにを想像しているのか、遼平から離れた風薫は自分の体を抱いて震えている。

「指導室に呼びだされて風薫ちゃんの貞操が大ピンチ！」

　頭を抱える風薫に、遼平も頭を抱えたくなる。

　いや、まぁ、たしかに風薫は男子がイケナイ妄想をしたくなるような、出るところが出て、引っ込むところは引っ込んでという体型ではある。

　そんな体で陸上部なものだから、中学時代には彼女の練習風景を覗のぞく不届きな男子たちが大勢いたのも確かだ。

　その不届きな男子の中に当時人気のあった美男子がいたものだから、少し厄介なことになったこともあるのだけれど。

　しかし、まぁ、それはそれ……。

　いまは関係ない。

　そんなことより……。

「なんで川かわ頭とうが……」

　遼りよう平へいは頭を抱えるが、誰も何も言ってくれない。

　しかたがない。このまま、この流れに従うしかない。

「お前は川頭をなんだと思っている？」

　大だい地ちが呆あきれた声で言うのに、遼平も大きく頷うなずいた。

　川頭先生の名誉のために言っておくが、彼はそういうタイプの人間ではない。

　男だから女性の体に興味がないわけではないだろうが、女子生徒を教師の権限でどうにかしようという人間ではないと思う。

　しかし、そんな事実が通じないのが、東とう条じよう風ふう薫かという少女だ。

　彼女は、目的のためなら手段は選ばない。

「宿題を見せてくれない大地は川頭と手を組んでいるに違いないわ」

「なんでだよ！」

「それはもちろん、風薫ちゃんが超絶かわいいからよ！」

「言い切るその度胸だけはすごいと思うよ。ほんと」

「ほら、胸の話ばっかりする！」
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「ちげぇ！」

　もちろん、こんな無茶苦茶な手をそこら中の男子にやっているわけではない。

「そういうわけで、大だい地ちと川かわ頭とうの魔手からたすけると思って、遼りようくん宿題見せて！」

　こんなやりとりは、中学の頃からの腐れ縁であるこの三人の間だけのことだ。

　だけど、いまはそれよりも。

　期待に目を輝かせる風ふう薫かには悪いのだけど……。

「いや、そのことなんだけどさ……」

「うん！」

　基本の腐れ縁パターンなら、ここで遼りよう平へいが宿題を見せる流れなんだけど、今日はそうもいかない。

「……宿題って、なんだ？」

「え？」

　驚いた顔の風薫が大地を見る。彼も驚いた顔をしていた。

　うん。いつもの遼平なら宿題はちゃんとやっている。

　ていうか大地もやっている。

　やらないのは風薫だけだ。

「え？」

　パードゥン？　とでも言いたげな顔で風薫が遼平に向き直る。

「いや、宿題って？」

　しかし、なにがどうなろうと、知らないものは知らないのだ。

　なにしろこれは夢だ。

　夢のことなので、宿題の話などされても困る。

（いや、夢だからなんでもありという考え方もできるよな？）

　もしかしたら宿題はやっているかもしれない。

　鞄かばんは持っていないが、教室のどこかに遼平の鞄があって、その中にはちゃんと宿題を済ませたノートなりプリントなりがあるかもしれない。

　とは思うものの、宿題をやっていない自分というパターンはあまりないし、それで風薫がどういう行動をするのか、見てみたい気もする。

　夢だと割り切ればいろいろと冷静になれるものだなぁと思いながら、遼平は風薫の変化を見守った。

「ええええええええええええええええええ!?」

　事態を理解した風薫は絶叫した。

「そ、そんな。遼くんが宿題を忘れるなんて、それなら風薫はどうすればいいの!?」

「いや、自分でやれよ」

　絶叫する風ふう薫かに対して大だい地ちは冷静だ。

「やっぱりこれは大地の罠わなよ。宿題を餌に風薫を脅してるのよ。この体が目当てなのね！」

「いらんわ。そんなボディ！」

「うわーん。大地が風薫を慰み物にしようとするぅ」

「ああもう。どうしろっていうんだよ」

　結果的に大地が頭を抱えることになった。

　この流れなら最後は大地が折れて宿題を見せることになるなと思っていると……。

「わたしが見せてあげよう」

「綾あや姉ねえ？」

　教室から綾あや音ねが出てきた。

　一瞬、え？　となった。どうして綾音が同じクラスにいるんだと思ったけど、一年病気療養していたのだからそういうことになるよなと納得する。

「さすがにこの休憩時間で全部を終わらせるなんて無理だろう？」

　微笑んで言う綾音に、風薫が抱きつく。

「うわああん。綾音さん。さすが！　大地とは人間の格が違う！」

「綾音さん！　こいつは甘やかすと切りがないんだぜ？」

「まぁまぁ。その代わり、次の宿題はちゃんとするんだぞ」

「もちろん」

　真面目な大地を宥なだめると、綾音は元気に頷うなずく風薫の顎あごを撫なでる。

「ふふふ、それともこの体で返してもらおうかしら」

「ああ、お姉さま」

「……あのさ。時間なかったんじゃなかったっけ？」

「ああ、そうだった」

　思わぬ百合展開は遼りよう平へいの醒さめた言葉であっさりと終了し、みんな教室に戻る。

　自然に綾音の車椅子を押していると、彼女は振り返った。

「遼平も見る？」

「お願いします」

「ふふ、よろしい」

　悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべる綾音は本当に楽しそうで、遼平は逆らえない。

　教室に入れば、遼平の机が当たり前にあり、そこに鞄かばんもあった。

　宿題のプリントはやはり手付かずであり、遼平は風薫と二人で必死に綾音のプリントを写し、なんとか間に合わせることができた。




　次の授業では、本当に川かわ頭とうがやってきた。

　瘦せぎすな川かわ頭とうの神経質そうな目は陰険なイメージを与えて女子には人気がないが、これでも生徒のことをよく見てくれていると、男子たちには人気があったりもする。

　川頭の達筆な板書を眺めながら、遼りよう平へいは物思いに耽ふけっていた。

（これはやっぱり夢だな）

　改めてそう思う。

　人生で初めての異様に長い夢。

（どうしたものかな？）

　終わらないことに不安は感じるものの、やはり、どうせなら楽しもうという気持ちもなくもない。

　だけど楽しむにしても非常識になりきれないところが、遼平の悲しいところでもある。

　たとえば、この授業中にいきなり奇声を発してみたり、走り回ってみたり、なんかむかつく奴をぶん殴ってみたり、服という束縛をかなぐり捨ててみたりとか……なんだかそういう、常識やモラルや恐怖心が邪魔をしていつもならできないことをしてやろうという気持ちにはならない。

　それだけ、遼平が常識的な人間だということなのかもしれない。

（うーん。いや、違うかな）

　あるいはまだ、心のどこかで夢じゃないかもと思っているような気もする。

　なにしろ、夢にしては色んなことがリアルすぎる。

　そして、現実だと思うには、色んなものがちぐはぐだったりもするのだ。

（うーん……）

　だから、悩み続ける。

　悩み続けている間に、授業は終わってしまった。

　次の授業も、その次の授業も。
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　そうしている間に、昼休憩になってしまった。

「遼りようくん！」

「なんだよ！」

「一大事よ！」

　血相を変えた風ふう薫かが遼平の机にダイブしてくる。

　昼休憩で風薫がこんなテンションでやってきたというだけで、もうオチが見えている。

　それでもこのノリに付き合うのは、いつものことだからというのもあるし、風薫が友人だからというのもある。

「大だい地ちがわたしたちのご飯を作ってくれてないの！」

「なんで作らなきゃいけないんだよ！」

「わたしたちのご飯を作るのは当たり前でしょう？　お母さんなんだから」

「誰がお母さんか！」

「どうしてくれるのよ。今月は大地のご飯でういた昼食代を貯めてシューズ買おうと思ってたのに！」

「作って欲しけりゃおれに弁当代を払えよ。ばかやろう」

「そうやってすぐに体を要求する！」

「どうしてそうなる!?」

「はいはい待った待った」

　いがみ合う二人の間に割って入る。

「風ふう薫かはちょっと、自分の欲望に正直すぎじゃないか？」

「だってだって！」

　窘たしなめてみるのだが、駄々っ子のごとくばたばたと抵抗され、遼りよう平へいはすぐに諦めた。

「いいから学食行こうぜ」

　こういうときは、さっさと話を先に進めるに限る。

「むう。あっ！　大地はお弁当があるんだからついてこないでよ」

「うるさいな、いいだろ。どこで食べたって！」

「だめですぅ、学食利用者のスペースを奪わないでくださーい」

「ぐぎぎ……」

「あーうるさいうるさい」

　二人のやりとりをさっさと終わらせようとしていると、ふっと進行方向に車椅子が現われた。

「遼平」

「あ、綾あや姉ねえは……」

　学食どうする？　と聞こうとして、彼女がなにかを持っているのにすぐに気付いた。

「心配するな」

　そう言った綾あや音ねは笑顔で、膝に載せたものを示した。

　それは、特大のお重だ。

「綾姉、それって……」

「恋人の弁当を作るのは当然だろう？」

　そう言って微笑み、そして遼平の後ろにいる二人にも笑いかける。

「ちゃんと君たちの分も用意しているぞ」

「ふはぁ！」

　蕩とろける顔で風ふう薫かは歓声を上げると、綾あや音ねに抱きつく。

「ああ、綾音お姉さま。風薫はもう、お姉さまの虜とりこです」

「ふふふ。跪ひざまずいてもよくってよ」

「ああ……」

　二人のやりとりに遼りよう平へいは呆あつ気けにとられる。

　そんな遼平を無視して、風薫が綾音の車椅子を押し、机を動かしてテーブルを作るとみんなでそれを食べた。

「ふふふ～ん。どう？　大だい地ち、羨ましい？　羨ましい？」

「うるさいわ」

　唐揚げを箸で刺して大地に自慢する風薫の姿は、鬱うつ陶とうしい。

　だけど、そんな風薫を綾音は微笑ましそうに見守っている。

「どうした遼平？　食べないのか？」

「食べるよ。もちろん」

　お重の中身は色鮮やかな混ぜご飯のおにぎりに、唐揚げ、卵焼き、ウィンナーにポテトサラダに煮物と定番のものがぎっちり詰められている。

（なんか、運動会の弁当みたいだ）

　お重に詰められた唐揚げを見ているとそんな気になってきた。
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　綾あや音ねに渡してもらった箸で唐揚げを食べる。

「ん？」

「どうだ？」

「うん、美味しいよ」

「そうか。よかった」

　そう言って綾音が浮かべたのは本当に嬉うれしそうな笑みで、遼りよう平へいはなにも言えない。

「さあ、どんどん食べてくれ」

「う、うん」

　勧められるままに食べていく。

　風ふう薫かの勢いが止まらないこともあって、大きなお重に入っていた中身は、あっという間になくなってしまった。

「ああ、美味しかった！　ご馳ち走そう様さまでした！」

「お粗末様でした」

　食事が終わり、遼平たちは机を元に戻していき、いつまでも笑みの絶えない綾音はお重を片付けている。

「綾あや姉ねえ、ええと、ありがとう」

「いいさ。こういうことをしてみたかったんだ」

　そんな風にさらに笑みを深める。

　その後は四人でだらだらと昼休憩を過ごした。

　風薫が騒ぎ、大だい地ちが怒り、遼平が取りなす。

　中学時代から醸成されたやりとりを繰り返す三人を、綾音が微笑みながら見守っている。

　そんな綾音を遼平は盗み見ていた。
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　昼休憩が終わり、午後の授業も問題なく終わる。

「じゃあな」

「明日ねぇ」

　大地と風薫は部活があるのでここでお別れとなる。

　スポーツバッグを抱えてクラブ棟へと向かっていく二人を見送ると、遼平は綾音を振り返った。

　綾音も帰り支度を終えている。

「さて、帰るか」

「そうだね」

　彼女に頷うなずき返し、遼りよう平へいが後ろに回って車椅子を押す。

　だがそれも、すぐに止まった。

　外から入り込んできた歓声が遼平の足を止めたのだ。

「なんだ？」

　聞こえてきたのは教室の窓の外からだった。

　見れば、教室に残っていたクラスメートたちが窓に集まっている。

「サバトマリナだよ」

　綾あや音ねが告げ、遼平は彼女に見えない場所で眉根を寄せた。

　彼女の視線があちらに向いている。遼平としては無視してしまいたかったが仕方なく教室に戻り、窓に寄った。

　野の々の先輩と戦ったときのような観客席はなかった。

　その代わり鳥居を連ねたようなデザインの柵があり、その中に四人の男女がいた。

「さあ、始まりました。放課後一発目のサバトマリナ！　司会と解説は朝と同じく蔓かずら千ち歳とせと圓えん美み明あでお送りします！」

「よろしくお願いします」

　朝と同じ二人の声が聞こえてくる。

「遼平、よく見ておくと良い」

　そう言った綾音の横顔がいつもより真剣に感じられ、遼平は目を凝らした。

「今回は和な感じの魔城ですね。それでは、対たい峙じする魔女たちを紹介しましょう。まずは挑戦者！　二年生コンビ、松まつ任とう樹き々きとシュヴァリエ、竜たつ城き飛とび夫お」

「安定した強さが売りのコンビですね。竜城飛夫はボクシングジムに所属して、プロを目指しているという話です」

「現代魔女としてはベーシックな組み合わせですね。さて、ベーシックといえばこちらもそうですが、その強さは破格！　三年生の桜おう宮ぐう姫き花かと坂さか崎ざき真しん司じ！」

「魔女の名門、桜宮家の名に相応ふさわしい実力を持つ桜宮姫花に、我流の極みの坂崎真司。タイプとしてはこの二組は同じなのですが、だからこそ実力差がはっきりと見える戦いになるかもしれませんね」

「お互いの準備が整ったようです。それでは、試合開始です」

　ここからでは容姿の違いがよくわからない。

　ただ、舞台の中央に残った二人のシュヴァリエの違いはよくわかった。両腕を胸の前で構えた方、典型的なボクシングスタイルだ。あちらが竜城飛夫だろう。

　対する相手は両腕をだらりと下げて、構えらしい構えを取っていない。

「……嫌な感じだな」

　坂崎真司を見て、遼平は顔をしかめた。

「たしかに、嫌な奴だろうな」

「いや、そういうことじゃなくて……」

　綾あや音ねは態度のことを言ったのだろう。

　だが、遼りよう平へいが言いたいのはそういうことではない。

「なんだろう？　なんか相手にしたくない雰囲気っていうか」

「まぁ、見るからにヤンキーだからな」

「いや、そういうことでもなくて……」

　なんて言えばいいのかわからない。

　ただ、ここからでもわかるぐらいにやついたその顔を間近で見たくないと強く感じている。

「よくわからないが、強いと感じているならその通りだ」

　グラウンドから目を離さず、綾音が言う。

　そのすぐ後に、飛とび夫おが動いた。

　軽やかな移動から急転してのストレートだった。ジャブで牽けん制せいしつつ間合いを計るというのがボクシングの定石ではないのか？

　いきなりのことに、遼平は目を見張った。

　相手を軽く見ているのか？

　遼平は内心で首を振った。

　定石が通じない相手、長期戦をしたくない相手だから短期決戦を選んだのか？

　飛夫のストレートは雷光になって真しん司じに放たれた。

　決まったか？

　いや……。

「外した」

　雷光の拳を、真司はすんででかわしていた。

　それから飛夫の猛攻が続くが、真司は防御に終始して攻撃しようとしない。

　契約励れい起きによって身体能力が上がっているため二人の速度は凄まじく、そして攻防は目まぐるしい。遼平も目で追いかけるので精一杯だった。

「よく見て学んでおいてくれ」

　隣で綾音が言う。

「契約励起だけでなく、ああやって魔女がシュヴァリエに魔法を乗せていくこともある。そういうものに適応できるようになってくれ」

「…………」

　二人の戦いは目まぐるしいだけでなく、様々な光が弾けて散っている。

　おそらくはそれが魔女からシュヴァリエに向かって放たれた魔法なのだろう。

　遼りよう平へいはその様をじっと観察した。

　まさしくそれが、遼平の現実とずれている部分だからだ。




　戦いは桜おう宮ぐう姫き花かと坂さか崎ざき真しん司じの三年生組の勝利だった。

　飛とび夫おの猛攻を真司は凌しのぎきった。

　いや、凌いだというよりは耐えきったという方が正しいのかもしれない。

　そして真司は、たったの一発で飛夫に床を舐なめさせた。

　あの戦闘スタイルはなんなのだろう？

　綾あや音ねの車椅子を押して帰りながら、遼平はずっとそれを考えていた。

　カウンター狙い？

　攻撃を全て受けきるというプロレススタイル？

　いや、違うだろう。

「気難しい電波が飛んでいるぞ」

「……そんなもの飛ばしていないよ」

「いいや飛ばしている。音がしているぞ」

「どんなだよ」

「みゅんみゅんみゅん、という音だ」

　頭に手を当ててアンテナみたいなのを作る綾音に遼平は狼ろう狽ばいする。

「そ、そんな音を出すはずがないだろ」

「あの二人の戦いは、そんなに刺激的だったか？」

「そういうんじゃないよ」

「そうか？　詐欺師まがいから怪しい格闘技を習っているじゃないか」

　確かに、近所で我流の道場を開いている人の所に小学生の頃から通っている。

　だけどあれは、ただの習い事のつもりで通っているのではない。

　もっとちゃんと、目的意識を持っている。

「あれは……」

　説明しようとして口を開けたが、やめた。

　それを綾音は遠慮と勘違いしたようだ。

「戦いたかったろう？　菫すみれとの戦いは気持ちよくなかったか？」

「そういうんじゃないってば」

「なら、どういうつもりなんだ？」

「さあね」

　体を捻らせてこちらを見ようとする綾音の視線から遼平は逃れた。

　遼平がそのことではだんまりを決め込むのがわかったのか、綾音はほのかな笑みを浮かべて姿勢を戻した。

「だが、どうせ習うならあんな個人の弱小我流道場でなくともよかっただろう」

　辛辣な口調に遼りよう平へいは苦笑を浮かべる。

　弱小我流個人道場。まさしくその通りだ。

　師匠の道場は空手なんかにある武道などの連盟には参加していない。

　そもそも我流の格闘技であり、既存のものには当てはまらないとか嘯うそぶいてしまうような人だから、協調性もなければ人気もない。だからか、通ってくるのは近所の小学生たちばかりで、彼らにしても上級生になるころには他の習い事に移行したり、試合ができる空手や柔道なんかに移ったりする。

　ずっと通っているのは遼平とそれに付き合ってくれている大だい地ちだけだ。その大地にしたところで、いまは中学から始めた陸上の方が楽しいと公言している始末だ。

「試合なんて、師匠と大地としかしてないなぁ」

「そうだろう。経験不足だ。それを補ってやれないへぼ師匠が悪い」

「ははは……」

　相変わらずの師匠への厳しさに、遼平は愛想笑いしか出てこない。

　だけど、その厳しさの一方で遼平を擁護してくれていることも聞き流していない。

「ありがとう、綾あや姉ねえ」

「もちろん、わたしのシュヴァリエが強くなってくれるのを期待しているぞ」

「努力するよ」

　そろそろ正門というところで、綾あや音ねがふっと顔を動かした。

　遼平はその視線を追うが、大事なのは視覚ではなく聴覚の方だった。

　ある意味でそこは、音の集積点だった。

　クラブ棟とグラウンドの音が混ざり合ってここに届いてくるのだ。

　ランニングのかけ声と吹奏楽部の演奏が絡まり、その他の種々雑多な話し声や物音が混こん沌とんとして流れていく。

　綾音はその音に耳を澄ませているようだった。

「…………」

　音の元を探している様子の綾音を見て、遼平は思い出した。

　そういえば、彼女はほんの少しの間、吹奏楽部に入っていたんだった。なにを担当していたのかは知らないけれど、中学に入って吹奏楽部に入ったという話を聞いている。

　でも、事故にあってからクラブ活動には参加していないはずだ。

　掛ける言葉が思いつかずに黙っていると、綾音が口を開いた。

「遼平はクラブには入らないのか？」

　遼平がなにも言えないでいると、綾音がそう聞いてきた。

「うーん。中学の時も幽霊部員で誤魔化したし、いまさらね」

「そうか」

「帰ってから師匠の所に通ってるし」

「あんな、どことも交流のない引きこもり格闘技なんて……」

「いや、そうなんだけど」

「対外試合もないようなもの、覚えてどうするんだ？」

　話が戻っている。

「でも、役に立っただろう？」

「それはそうだ。わたしのシュヴァリエを鍛えているのだから、強くなって当たり前だ。それで？」

「それでって……」

「その習い事と、クラブ活動は別だろう？」

　話題をそらそうとしたのに綾あや音ねには通用しなかった。

　子供の頃からやっている習い事とクラブ活動を両立させている者はたくさんいる。

　大だい地ちだってそうだ。遼りよう平へいと同じ道場にいまも通っているし、中学では陸上部に入り、高校でも同じく陸上部に入ったようだ。

「君だって同じようにできた」

「でも、それだと……」

「うん？」

　言いかけて口を噤つぐむ。

　だけど綾音の視線に負けて、遼平は口を開いた。

「天てん秤びんが傾きすぎるのが嫌だった」

「天秤？」

　遼平は頷うなずいた。

　大地がそうだ。中学から陸上部に入り、そしてのめり込んでいった。

　当たり前のことだとは思う。大地は脚が速いし、陸上競技には目に見える成果がある。色んな大会に出て入賞している。

　やりがいを感じているのは見ていればわかる。

　遼平だって、試合のある格闘技もいいなと思う。

　自分が手にした強さを、もっとわかりやすく確認できたらいいなと思いはする。

　だけど……。

「おれは戦う力が欲しいんだ」

「どうして？」

　綾音がまっすぐに聞いてくる。

　理由を尋ねられると、なんだかおかしい気持ちになる。

「最初は、かっこよさそう、だったけど……」

「だけど？」

　綾あや音ねの視線を感じていると、なかなか言い出しにくい。

　でも、こんなときでなければ言う機会もないかもしれない。

（夢だしな）

　少しくらい、気恥ずかしさを無視したっていいだろう。

「秘密か？」

「そういうんじゃないよ」

　それでもやはり、頑固な気恥ずかしさが喉をつっかえさせる。

　遼りよう平へいはそれらを吞のみ込み、綾あや音ねを見返した。

「なんでもいいから、綾あや姉ねえを守れるようになりたかったからさ」

　綾音の体は、事故でこんなことになった。

　いいや、事故ではない。

　事件だ。

　あの日、遼平がなにも知らずに家族旅行に出かけていたあのとき、綾音の家では人の形をした不幸が訪れていた。

　強盗だ。

　どこかで罪を犯したその強盗は、よりにもよって綾音の家に逃げ込み潜んでいたという。

　そして家人に見つかり逆上した末に、綾音の家族を殺した。両親を殺し、綾音に重傷を負わせ、弟を殺そうとしたそのとき、駆けつけた警察によって強盗は捕まった。

　遼平が間抜けな顔をして家に帰ったときには、もう、なにもかもが終わっていた。

「綾姉を守るためと決めてずっと格闘技を習ってきた」

　他にやりたいこともなかった。

　友人たちのようにクラブ活動にのめりこむことはできなかった。

　小学生の頃に決めた綾姉を守るという理由だけが、遼平を没頭させていた。

　それなのに、いざというときになにもできなかった。

　そんな自分が嫌で、遼平はさらに強くなることを師匠に望んだ。

　師匠は遼平の望みに応えてくれた。

　なら、強くしてやると。

　それでなにができるかは知らないがな、とも言われた。

「……喧けん嘩かが強くなるだけで、綾姉を守れるとは思えなかった。だけど、もう二度とあんな理不尽な目に遭わないように、そんなときにおれがいたのになにもできなかったって、後悔がないようにはしたかったんだ」

「……遼りよう平へい」

　体を捻らせて遼平を見る綾あや音ねは、目を見開いて驚いた顔をしている。

「いや、うん、ごめん。勝手な言い種ぐさだよね」

「そんなことはない」

　消えない気恥ずかしさに逃げようとした遼平が見たのは、綾音が伸ばしてくる手だった。

「っ……」

　その手がなにを求めているのか、遼平は期待をこめて自分の手を重ねた。

「遼平はよくしてくれている。入院しているときはいつも見舞いに来てくれた。家に戻っているときも色々とたすけてくれている」

　重なった手から伝わってくる温もりが肌に染みる。

（本当にこれは夢なんだろうか？）

　夢でなければいいのに、という気持ちになる。

　だけど、これは夢だ。

　悲しいかな、夢としか思えない理由が色々とある。

　夢なのだから、いつか覚めるのは避けられない。

「わたしには、君が必要だ」

（こんなに、幸せなのにな）

　だけどどれだけそう思えても、これはやっぱり夢なのだ。

　だからこそ、幸せな気持ちのどこかに虚しさが宿ってしまう。

　夕焼けに染まる綾音が眩まぶしくて、遼平は目を逸らすのだった。





†






　家に着くと一度はそれぞれの家に帰ったものの、夕食は遼平の家で一緒に食べ、それから宿題を綾音の部屋ですることになった。

　最初は緊張したものの、綾音がいつものことのような顔で宿題に集中しているので、遼平も邪念を育てる気分になれなかった。

　綾音は、家の中では松まつ葉ば杖づえを使う。事件のときに負った傷が原因で両足がうまく動かないのだ。

　それだけではなく体のあちこちも弱っているらしい。詳しいことは遼平にはよくわからない。

　さっきの夕食では、遼平の三分の一も食べていない。

　お昼にしたってそうだ。

　あんなに大きなお重だったのに、食べるのは遼平たち三人ばかりで、綾音はほとんど口にしていなかった。

　食べる力がないのだ。

　無理して食べても弱った内臓が栄養を取りきれない。なんとか摂取した少ない栄養で、彼女の体はまかなわれている。

　まるで、細い綱を渡るようにして綾あや音ねは生きているということだ。

　いつ目の前から消えてなくなってもおかしくない存在。

　そう思うと、体が震えてくる。

「ん？　どうかしたか？」

「あ、いや、なんでも」

　綾音の細い首を見て物思いに耽ふけってしまった。

　なんでもないと首を振ったのだが、綾音はなにかに気付いた顔をしてにやりと笑った。

「助平だな、遼りよう平へいは」

「は？」

「見たいのなら、見たいと言えばいいのだ」

「いや！　だからなにが!?」

　言いつつ、綾音の言っていることにすぐ気付いてしまった。

　さっきまでじっと見てしまっていた首のさらに下……宿題に集中して俯うつむいていた綾音の襟元から肌の一部を覆う布地が見えていることにいまさらながら気付いてしまったのだ。

「違うって！」

　どれだけ叫んでも信じてもらえず、それからはずっと綾音ににやにやとされるのだった。

　しかし、怒るならともかくにやにやってなんだ？

　そんなことをしながらも宿題は終わった。

「さて、そろそろ寝るかな」

「ああ、そうだね。じゃあ」

　時計を見るとそれなりの時間になっている。

「ああ疲れた」

　やっぱり勉強はあまり好きじゃない。

「風呂入って寝よう」

　何気なくそう呟つぶやき、勉強道具を片付けていく。

　そこに綾音が爆弾を投げ込んできた。

「一緒にお風呂に入るか？」

「はぁ？」

　さっきの続きか？

　内心で警戒しながら顔を上げると、綾音はさっきよりは優しい笑みを浮かべているような気がした。

　いや、気のせいか……彼女の頰が少し紅くなっているように、見える、のだけれど……。

「体を洗ってくれると楽なのだけどな」

「そんな気なんてないくせに」

　押し寄せてくる誘惑の大波をギリギリで押し返し、遼りよう平へいはなんとかそう言った。

「ふふふ。それじゃぁ」

　そうしたら、綾あや音ねの笑みが悪戯いたずらっぽいものに変わった。

（ほらね、やっぱりそうだ）

「うん。おやすみ」

　やっぱりただの悪戯だ。

　そう思い込んで、遼平は家に帰った。

　帰った……のだけど。

「もしかして、あのままいけたのか？　いけたのかもしれないのか!?」

　しかし未練はあるもので、遼平は自分のベッドで後悔に悶もだえるのだった。

　だけど……。

　だけど、だ。

　どれだけ良い思いをしても、それはけっきょく夢だ。

　夢の中でのことなんて、覚めてしまえば偽物になる。

　たとえ感覚が残っていたとしても、それは現実ではない。現実に引きずれば悲しい気持ちになるだけだ。

　だから、なにもなくて正解だ。

　忘れてしまえば良い。

　そんなことを考えているうちに、いつの間にか眠っていた。

　保健室で眠れなかったのに、いまはすんなり眠れたのだ。

　つまり、これにて夢はおしまい、ということだ。

　夢を眠りによっておしまいにする。長すぎる夢を終わらせるにはこういう方法しかないのかもしれない。

　だけど、そう簡単に夢は終わらない。

　眠りはやはり、夢へ導くものでしかないのかもしれない。




「なんでだよ」

　起きてすぐにそれを見つけて遼平はそう思った。

　昨日、脱ぎ散らかして床に放り投げたままの制服だ。

　今日は昨日の続きだ。

　つまりは、夢のまま。





03　名称魔城




　予想外の展開だ。

　制服に着替えて、ダイニングに向かう。

　テーブルではすでにスーツに着替えている父がいて、新聞を読んでいた。

　その向かい側の席に、長い黒髪の背がある。

「おはよう、遼りよう平へい」

「あ、ああ。おはよう綾あや姉ねえ」

　起きたときに制服があったことからわかっていたのだが、やはりそこには綾あや音ねの姿があった。

　例の事件以降、眩くら星ぼし家の姉弟は朝食をうちで食べるのが当たり前になっていたので、そこに綾音がいること自体に違和感はない。

　ただ、綾音が新しん風ふう館かん高校の制服を着ていることにはやはり違和感があるし、同じように自分が制服を着ていて、誰にもなにも言われないこともおかしいとしか思えない。

「なんだ？　気分でも悪いのか？」

「いや……そういうんじゃ、ないよ」

　とりあえずはそう言って、遼りよう平へいもテーブルにつく。キッチンにいた母がすぐに遼平の分のご飯をよそってくれ、綾あや音ねがお茶を注いでくれた。

「あ、ありがとう」

「うん」

　湯飲みを受け取るものの、遼平は綾音の顔を見ることができない。

「本当にどうかしたのか？」

「いや、なんでもない。本当に大丈夫だから」

　いまはなにも考えないようにしよう。遼平は朝食を片付けることに集中した。

　朝食を済ませて、二人で学校に向かう。

　途中で大だい地ちと風ふう薫かの二人と合流した。

「おっはよう」

「おはよう」

「綾音お姉さま～～ん」

「あらあら、どうしたの？」

　すり寄る風薫の頭を綾音が撫なでる。

「本日のお昼はどうなっておりますでしょうか？」

「おい、最初から頼るな」

「いつ頼ったって結果は同じでしょ？」

「開き直りが早すぎるって言ってんだよ！」

　大地が顔をしかめて注意するが、風薫はお構いなしだ。

「まぁまぁ、大地くん。わたしはかまわないよ」

「でも、綾音さん」

「今日もたくさん作ってきたから」

　その言葉通り、彼女は大きな包みを抱えて車椅子に座っている。

「ぐ、ぬう」

　その包みを示されて、大地はなにも言えなくなる。

　いや、この顔……羨ましくなっているのか？

　風薫も気付いたようで、遼平を見てにやりと笑う。

　大地がそれに腹を立て、また口くち喧げん嘩かだ。

　やめておけばいいのになとは思う。

　それが止められないからこんな関係になっているのだけれど。

「へ、へえ。大地のばーか、けーち。もう綾音さんのお弁当は分けてあげないもんね」

「なんでお前に主導権があるんだよ!?」

「ねぇ。遼りようくんも小うるさい大地に優しい綾音お姉さまのお弁当を食べる権利なんてないって思うよね？」

「いや、風ふう薫かはちゃんと大だい地ちに恩を返すべきだと思う」

「だって大地はいっつもこの超絶かわいい風薫ちゃんと一緒にいられるんだよ！　その恩恵の対価をちゃんと支払うべきだと思う」

「どこからその自信が来るんだよ！」

　止まらないやりとりを聞きながら学校への道を行く。

　大地と風薫が新しん風ふう館かんの制服を着ているのはおかしくない。

　受験には三人で行った。合格発表は電話で受けて、その後、三人でファミレスに行ってお祝いをした。

　そこは三人でよく受験勉強をした場所でもあった。顔かお馴な染じみになっていた店長がお祝いのパフェをご馳ち走そうしてくれた。

　だけど……これはなんだ？

　がんばって受験勉強をして受かった学校に通っている。

　ごく当たり前の光景……のはずなんだ。

　そこに、遼りよう平へいの願望が混ざっている。

（これは夢なんだよな？）

　そうでなければ遼平の記憶で時系列が揃そろわない。

　春休みの告白の日から昨日までの間にあったはずの時間は、どこに消えてしまった？

　そして、この……。

（魔女を名乗る綾あや姉ねえは、なんだ？）

　いま、遼平が押している車椅子に乗っているのは本当に眩くら星ぼし綾あや音ねなのか？

　見た目は一緒だ。話し方も、仕草も。

　小さい頃から知っている遼平の目から見て、彼女が眩星綾音なのは間違いない。

　だけど、だけど、だけど……。

（魔女ってなんだよ）

　眩星綾音が魔女だなんてこと、いままで一度も聞いたことがない。

　野の々の菫すみれにしてもそうだ。

　彼女は綾音の同級生で、親友だ。綾音の見舞いに行ったときに何度か鉢合わせしたこともある。

（魔女、シュヴァリエ、サバトマリナ）

　そんな単語、いままでの人生で聞いたことがなかった。魔女ぐらいか？　それにしたって身近な存在ではない。

（なんだ？　高校生になると魔女が日常的にサバトマリナで決闘するのか？）

　そんな話、聞いたこともない。

　ありえないのだ、この世界は。

　魔女もシュヴァリエもサバトマリナも、そんなものは遼りよう平へいの日常には転がっていなかった。

　それなのに、大だい地ちも風ふう薫かもなんの疑問も抱いていない。

　遼平とそう変わらない日常を送ってきたはずなのに、二人はそれを当たり前の顔で受け止めている。

　それに違和感は他にもある。

　新しん風ふう館かん高校に到着する。

　校門を抜けて靴を替え、教室へと向かう。

「お、柊ひいらぎ。おはよう」

「おっす」

「眩くら星ぼしさんおはよう」

「おはよう」

「おはよう」

　先に教室に来ていた連中からの挨拶が続く。

　遼平も綾あや音ねもそれに応え、自分の席に着く。

　違和感はここにいる連中、全員だ。

　ほぼ全員の名前が言える。

　顔も知っている。

　入学から昨日までの記憶がないはずなのに、そのことをおかしいとも思わない。

　むしろ、彼らがここにいることに違和感を覚える。

　当たり前だ。ここにいる連中、全員が中学のときの同級生たちだ。クラスメートでない者もいるが、ほとんどが中学校の三年間のどこかで同じクラスになった覚えがある。

　川かわ頭とうにしてもそうだ。

　彼もまた、中学のときの英語教師だ。

　高校にいるはずがない。

　新風館高校という器に、中学時代の人間がそのまま入り込んでいる。

　まるで中身はそのままで器だけ入れ替えたみたいに。

「なんなんだよ。これ？」

　授業中にそう呟つぶやいてみても、誰も答えてはくれない。

（夢ではない？）

　夢ならとっくに覚めているはずだ。こんなに長い夢はいままで見たことがない。

（なら、夢ではない？）

　午前の授業が終わり、昼休憩になる。大地と風薫が昨日と似たようなやりとりをしてから綾あや音ねのお手製弁当を食べる。

　その後も教室でだらだらとしていたら、また、魔女だと名乗る誰かが遼りよう平へいと綾音の前に現われ、サバトマリナとなった。

　今度のシュヴァリエは空手使いだった。

　二回目だけれど、相手が人間というだけで落ち着いて向かい合うことができた。

　真っ向からの拳打戦を制して、勝つ。

「やったな」

「遼りようくん、すごい！」

　大だい地ちと風ふう薫かが褒めてくれても、なにも嬉うれしくない。

「さすがはわたしのシュヴァリエだ」

　綾音が誇ってくれてもまるで心に響かない。

　恐怖心を隠すので精一杯だ。

（くそ、なんでこんな……）

　こんな事実、認めたくはない。

　綾音を怖がっているなんて。
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　逃げ出したい気持ちを止められない。

　午後の授業の時間になったが教室には戻らなかった。

　誰もいない場所を求めて屋上に向かってみたものの、どうやらこの校舎は屋上に上がれないらしい。

　上り切った先には踊り場があり、壁には引き下ろすタイプの梯はし子ごが手の届かない位置に設置されていた。

　授業中にこれ以上、居場所を求めてうろつく気になれず、遼平はその場に座り込んだ。

　ここだって授業中には誰も近寄らないだろう。

　でも、そんな、まさか……。

（おれが、綾あや姉ねえを怖がっている？）

　その事実が信じられない。

　たしかに、綾姉は変な人だ。

　格闘技を習い始めたと言えばわたしのために人を殴れるかと聞いてきたり、遼平たちが困っている姿をぎりぎりまで遠くで眺めていたり、よそ見をしている間に麻マー婆ボー茄な子すの茄子を抜いたり、いや、茄子はあまり好きではないからいいんだけど。

　他にも動画で見たとか言ってコー○にメン○スを仕込んだり、体を鍛えているのだからとお姫様抱っこで病室と屋上を何度も往復させたり、着替えを手伝えだなんだと思春期男子を相手にセクハラギリギリなことを言ってみたり……。

　Ｓ的な性質を持っているという意味では、たしかに綾あや音ねは魔女かもしれない。

　だけど、本物の魔女だったなんて聞いたことがない。

　いま、遼りよう平へいがいるこの世界はただの長い夢なのか、それとも魔女が見せている悪夢なのか。

「……はっきりさせよう」

　遼平は覚悟を決めると立ち上がった。

　忍び足で学校から脱出する。

　校外の景色を眺めながら遼平が向かったのは、駅だ。

「ここが誰かの作った偽物なら……」

　いや、遼平の夢でもそうだ。

「絶対にどこかに違いがあるはずだ」

　学校の中にもそれがあった。

　それなら、街の光景はどうだ。

　いままで見たのは学校と家とその二つを繫つなぐ道だけだ。

　それ以外の場所はどうなっている？

　もっと遠くの場所は？

　偽物の世界なら、どこかに果てが見つかるはずだ。

　昼休みが終わったばかりという時間、住宅地周辺を行き交う人は少ない。この時間ならこんなものだろう。曜日によっては小学生が帰っていてもおかしくないかもしれないが、今日はいない。

　この辺りに住む人のことは遼平も知らない。本物の住人なのか、それとも記憶の中から適当に抽出された人々なのかの区別も付かない。

　やはり、空間的な限界を目指すのがてっとりばやいのではないか。

　遼平は汗だくになって駅に辿たどり着いた。

　財布を覗のぞいて切符を買うと、他県に向かう線を選び、改札を抜ける。

　ホームで時刻表を見つめ、電車がやってくると飛び乗った。

　乗客は少ない。

　遼平は四人席に一人で座り、ふっと息を吐く。

　あとは座っているだけで限界が訪れるはずだ。

　さあ、どうなる？

　電車が発車する。

　その揺れと、進んでいく景色が緊張をわずかに緩めた。

　眠ったつもりはない。

　だけどもしかしたら眠ったのかもしれない。

　授業中に眠くなった時のように、寝ないように寝ないようにと堪えていたのにいつの間にか眠ってしまったときのように、隙を突いた睡魔に意識を刈り取られてしまったのかもしれない。

　ガクンとした揺れで、遼りよう平へいはハッとした。

「しまった寝てた」

　そういえば、ここは夢の中だから眠れないだなんて最初の頃は思っていたのに……。

「くそう」

　油断した。

　そう思いながら頭を振り、目を凝らそうとして遼平は固まってしまった。

「……は？」

　電車の中ではなかった。

　四人席にいたはずなのに、いまは体育座りをしている。すぐそこに窓があって景色が流れ始めていたはずなのに、いまはそこにはコンクリートの壁しかない。

　ここは学校の屋上に続く踊り場だ。

　さっき逃げ込んだ場所だ。

「くそ」

　しばし呆ぼう然ぜんとした遼平だったが、すぐに事態を理解した。

　夢を見ていたわけではない……はずだ。

　だとしたら？

「戻されたって、ことか」

　どういう理屈かなんてわかるはずがない。

　だけど、夢かどうかを疑ってもしかたがない状況だ。そこを疑うぐらいなら病院の世話になることも考えた方がいいぐらいだ。

　だからこれは、戻されたと考えるべきだ。

　世界の果てに辿たどり着いたからか、それとも必要以上に離れることができないのか、あるいはそれ以外に理由があるのか。

　ただ一つ、これだけははっきりした。

「やっぱりここは、偽物の世界だ」

　サバトマリナなんてものは当たり前には存在しない。現実では見世物のように魔女とシュヴァリエが戦ったりしない。

　だけど、魔女は実在するのかもしれない。

　遼平をこんな所に閉じ込めている者は魔女なのだと認めるしかない。

　そして、遼りよう平へいをわざわざ閉じ込めるような者は？

「綾あや姉ねえしかいないだろうなぁ」

　彼女しか思いつかない。

　ついさっき、この場所で本物の魔女だとは聞いていないと考えていたが、まさか本当に秘密にされていたとは……。

「だけど、そんなことがあるのか？」

　綾あや音ねが魔女で、遼平がシュヴァリエで、サバトマリナで戦って……。

　あのときに告白したことで、遼平がシュヴァリエになってここにやってきたのだとしたら？

「だけど、なんでだよ？」

　魔女もシュヴァリエも馬鹿らしい。

　だけどそれ以上にサバトマリナってなんだ？

「なんで、戦わないといけないんだ？」

　ただの夢なら、ただ戦っているだけなら、格闘技を習っているのに戦わない遼平の潜在的な不満が形になったとでも思うことができたかもしれない。

　だけど、魔女なんてものが絡み、自分では到底思いつかないような方法で戦う理由が思いつかない。

　やっぱりこれは全部、覚めない夢なんじゃないのか？

「教えてあげようか？」

「うわっ！」

　何の気配もなく、声の主は遼平の隣に立っていた。

「……って、野の々の先輩？」

「そうだよ。野々先輩だよ」

　ツインテールに赤い縁のメガネの少女が、遼平を見下ろして笑う。

「彼氏がいないことを暴露された野々先輩？」

「うるさいな！」

　犬歯をむき出しにして怒る姿は、たしかに遼平の知っている野々菫すみれだ。

「ていうかっ！　遼りようくん！　昨日はすぐにあたしのことがわからなかったでしょう！」

「いや、だって！」

　混乱しているところにいきなりそんなことを言われ、遼平はわけがわからなくなる。

「だって、メガネをかけてなかったから！」

「あたしの本体はメガネか！」

「いや、ごめん」

　すぐに謝って落ち着いてもらう。

　激げき昂こうする菫すみれのテンションには付き合えない。

　なぜなら、もうすでに混乱しているのだから。

「だって、こんなのは……おかしすぎる」

　魔女、シュヴァリエ、サバトマリナ。

　もう何度も頭の中で繰り返した納得のできない三つの単語が頭の中を回り続けている。

（どうせ、この野の々の先輩も……）

　大だい地ちや風ふう薫かと同じように、菫も夢の産物だ。

　黙り込んだ遼りよう平へいに、菫はもう怒鳴らなかった。

　そして、座り込んで俯うつむく遼平の隣に菫も座った。

「遼りようくん、いまあんたは、どうせあたしも偽者……って思ってるでしょ？」

「え？」

「ここは現実じゃない。もしかして夢？　でも、覚めない夢ってなんだよ。もしかして、綾あや姉ねえは本当に魔女？　いまの遼くんの心境は……こんなところじゃないかな？」

「なんで？」

　混乱した頭が一度止まった。まっ白になった思考に、菫のしてやったりという顔が印象的に刻まれる。

「そんなことがわかるのは、あたしが夢の産物じゃないから、じゃないかな？」

　そして自分を指さして言う。

「あたしも魔女だから。夢の中だけの話じゃなくて、本当に」

　菫の制服が変な動きをする。

　胸ポケットだ。

　もぞもぞと動いたかと思うと、そこからなにかが飛びだした。

　小動物？　違う。赤ん坊の拳大のぬいぐるみ。

　編みぐるみだ。

　デフォルメされたシベリアンハスキーのような顔が三つある。

　ケルベロスだ。

「あ、やっぱり夢の続きか？　って顔をした」

「いや……」

「魔女の実在はまだ疑ってる？」

「そりゃぁ……」

　いまの状況はそうとしか思えない。

　そう結論づけてはいるけれど、心の底からそれに納得できているかといえば、微妙だ。

「でも、思い出してみて。あんたの記憶の中に、本当に魔法は存在していなかった？」

「は？」

　いきなり突拍子もないことを言われて、遼りよう平へいは内心で失望していた。

　なんだ、やっぱりそうか。

　やはり、菫すみれも夢の産物でしかないのだ。

「待ちなさい、遼りようくん」

　そんな遼平の気持ちを読んで、菫が引き止めにかかる。

「思い出しなさい」

　そう言って、肩を摑つかむ。

「世界には魔法が満ちている。でも、あんたはそれに気付かないようにされていた。誰に？」

「誰にって……？」

　そんな人はいるはずがない。

　やっぱり魔法なんて、あるはずがない。

「あんたが覚めない夢にいるのはなぜ？　そんな非現実的なことができる方法はなに？　それをあんたに使う理由を持っている人は誰？　そんな人があんたを夢に誘い込む方法を持っていたとして、それはどんなもの？」

　矢継ぎ早の質問に、遼平はなにも言えない。

「それは……」

　覚めない夢……やっぱりこれは夢なのか。

　そんな非現実的なことができる方法？

　魔法？

　ばかな、そんなものあるわけがない。

　なにか医学的な方法だってあるはずだ。

　だけど、そんなものを遼平に施す理由はなんだ？

　そんなもの、あるはずがない。

　誰が使う？　柊ひいらぎ遼平はただの一般人だ。

　だけどいま、遼平の頭には一人の姿が浮かんでいる。

　眩くら星ぼし綾あや音ね。彼女が頭に浮かんで消えてくれない。

　犯人は綾音なのか？

　遼平はどこかでそうだと知っている？

　綾音が犯人なら、方法はなんだ？

　彼女だって一般人だ。遼平をおかしな夢に誘い込む方法なんて知るはずがない。

　現実的な方法では……という言葉が付くけれど。

　では、非現実的な方法があるというのか？

　魔法は、本当にあるのか？

「あんたがしなければならないこと。一つ目」

　呆ぼう然ぜんとする遼りよう平へいに、菫すみれが指を突き立てる。

「この現実を受け入れること。そして二つ目は」

　二本目の指を立てる。

「この魔城の主が誰なのかを、ちゃんと口に出すこと」

「魔城？」

「それは後で説明する。それで、この夢は誰のせい？」

　誘導されている気もする。

　だけど、誘導して菫になんの得があるのか。

　考えているうちに、他の答えなんかどこにもないんだと気付き、馬鹿らしくなった。

「綾あや姉ねえ」

　それしか、この状況で出てくる名前はない。

「正解」

　菫が笑みを深める。その笑い方は、まさしく魔女という気がした。

「じゃあ、魔女は実在する？」

「そう。あたしもそうだし。綾音も魔女」

「なんで？」

「なんで？」
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「なんで、魔女なんだ？」

　咄とつ嗟さに思った疑問が口に出た。菫すみれは顔をしかめる。

「それはお父さんに、どうしてその仕事をしているの？　って聞くようなものよ。幼稚な質問」

　切り捨てるような言い方に、遼りよう平へいはむっとした。

「そうなった経緯を聞いたところで、目の前の問題を解決できるわけじゃないでしょ？」

　そんな遼平の態度はまるで無視して、菫は話題を次へと持っていきたがる。

　次？

　次って、なんだ？

「この夢から出られるのか？」

　そして、この馬鹿げた、状況は終わるのか？

　春休みのあの日に戻って、綾あや音ねからの告白の返事を待つのか？

「この夢から出るには、まだまだかかるわね」

　なにかを叫びかけたが、遼平はなにも言えなかった。失望に大声を上げたかったような気もする。

　だけど、そんなことをしてもなんの解決にもならない。

（夢か現実かもわからない。ここにいる野の々の先輩が本物かもわからない）

　だけど、ここにいるのは解決の糸口かもしれない。

　だからいまはこの事実を受け入れるしかない。

　それがこの夢から抜け出せる唯一の方法かもしれないのだから。

「……それで？」

　菫は遼平の心の動きを正確に把握しているようだ。

　混乱から抜け出ようとする遼平と、真面目な顔で向かい合った。

「魔城ってなんだ？」

「サバトマリナのことは教わった？」

「あ、うん」

　綾音に聞いたことを思い出す。

　魔女が魔法を使うための様式で、自分が張った結界の中でなら仕込んだ魔法をすぐに使うことができる。

　たしか、そんな感じだった。

「ええとあと、魔女同士の戦いもサバトマリナって言うって」

「まあ、そんな感じね」

　遼平の理解度を確認して、菫は頷うなずいた。

「魔城は、魔女の作り出した結界の一つよ。サバトマリナでもよく使われる。魔女のための魔法を仕込むだけでなく、相手を捕らえたり、迷わせたりするときにも使う。幻の世界を作り出す魔法、それが魔城」

「はぁ……」

「昨日、あたしと戦ったときのグラウンドとか、他の魔女とサバトマリナしたときに場所変わったでしょ？　ああいうのが魔城だと思えばいいわけ」

「ああ、なるほど！」

　少しだけわかった気がした。

「そ・れ・で！」

　まだ説明は終わっていない。それを示して、菫すみれが指を振る。

「いま、遼りようくんはそんなサバトマリナ用の疑似空間なんかよりももっと大きな魔城に捕らわれているの」

　つまりはそれが、この夢、だということなのか。

「この魔城では、遼くんと綾あや音ね、そしてあたしだけが本物っていうこと」

「それじゃあ、やっぱり他は偽者」

「気付いてたでしょ？」

　改めて言われると確かにショックだけれど、わかってはいた。

　そう、遼りよう平へいはわかっていた。

　色々なものがおかしかった。

「そりゃあね。ほとんどが中学からの延長だったし」

　校舎の中にいた人のほとんどがそうだ。

　名前を知っている知らない関係なしに、中学のときに見た顔ばかりだった。

　こんな状況を誰かが作ったのだとしたら、たしかにそれは遼平の身近な人物だ。

　同じ頃に中学に通い、遼平の交友関係を知っている人物……。

　身近にいながら、だけど肝心なところを知らない人物……。

　その中で、明らかにおかしなことになっている人物……。

　やはり、綾音しかいない。

「なんで、綾あや姉ねえはこんなものを？」

「聞いてない？」

　菫の質問に遼平は首を振る。

　告白した日のことを思い出してみても、綾音がなにかを言っていた記憶はない。

「野の々の先輩は聞いてないのか？」

「聞いてないけど、綾音がなにを考えてるかは、わかる」

「それは？」

「…………」

　遼りよう平へいの問いに菫すみれはすぐには答えなかった。笑みの消えた瞳がメガネ越しに冷たく遼平を刺す。

　まるで値踏みしているかのようだった。

「な、なんだよ、野の々の先輩？」

「遼りようくん。改めて聞くけど、綾あや音ねが困っているとしたら助けてあげる？」

「もちろん」

　即座に答えても、菫は驚きも呆あきれもせず、変わらず淡々とした目で次の質問をぶつけてきた。

「こんなことになってても？」

「うっ……」

「こんな、わけのわからないところにいきなり放り込まれてるのに、それでもまだ綾音を助けに行ける？」

「…………」

「起こるのは、きっと普通じゃない、ろくでもないことよ」

「…………行く」

「へぇ？」

「それでも、綾あや姉ねえが困ってるなら行くさ」

「素敵な騎士様だこと」

　小さく笑い、菫は目を閉じた。

　さっきまでとは違い、ひどく落ち着いた仕し種ぐさだった。

「綾音は、魔女王の呪いを解こうとしているのよ」

「魔女王の、呪いだって？」

　菫が呟つぶやいた新たな単語に、遼平は顔をしかめた。

「そのために、綾音はここでサバトマリナを勝ち抜かなくてはならない」

「勝ち抜く？」

　菫の口から出てきたその言葉が気になった。

「勝ち抜くってなんだよ？」

　ここは綾音の夢なのではないのか？

　登場人物も全て綾音の夢の産物なのだとしたら、彼女は一体、なにを勝ち抜かなくてはならないのか。

　それが、菫の言った言葉に繫つながるのか。

「その、魔女王の呪いって、なんなんだ？」

「それは、本人に聞いた方がいいわ」

　ここまで来て、いきなり菫が口を噤つぐむ。

「なんだよ」

「他人から答えを聞いても嬉うれしくないでしょ？　どうせなら本人にお願いしなさいよ」

「…………わかった」

　菫すみれの態度を不審に思いつつも、彼女の言うこともわかる。

　どちらにしろ、綾あや音ねとは話し合わなくてはいけない。

　魔女であることを秘密にしたり、こんな強引な手段で遼平を夢の世界に入れたこと……。

（ああ……なんだか腹が立ってきた）

　勢いに任せてとはいえ、ずっと秘めていたものを吐き出したというのに、綾音はそんな遼りよう平へいにこんなことをする。

　いったいなんのために？

　魔女王の呪い？

　そんなもののために！

「でも、綾音もどこかに隠れているけどね」

「なんだって？」

　走り出しそうな勢いだった遼平を、菫が止めた。

「いまいる綾音も偽者。結界の作り主が隠れるのは当たり前よ。まぁこれは様式美みたいなものかしら？」

「そんな様式美は知らないよ！」

「あたしに怒ったってしかたないじゃない」

「そうだけどさ！」

　菫の情報の出し方には絶対に悪意がある。

　そう思いつつもこれ以上怒鳴るのは我慢した。

「本物の綾あや姉ねえは？」

「さあ？　それはわからない」

「なんで？」

「魔城の主はその結界を維持することに集中しないといけないからね。そもそも、結界というのは自分を守るために作るものよ。中に人を招くなら、自分の存在を隠すのは当たり前じゃない？」

　言っていることはわかるような、わからないような。

　だけど、菫の説明は遼平の怒りに触れた。

　守る？　隠す？　当たり前？

　綾音は自分で呼びだしておきながら、遼平の前に姿を現わさない。

　彼女は遼平のことをなんと言っていた？

「シュヴァリエ？」

　さすがわたしのシュヴァリエだ？

　契約し、魔女を守るもの？

　守っていないじゃないか！

　友人たちの偽者と一緒に褒めそやしておきながら、その実、綾あや音ね自身さえも偽者だった。

（魔女王の呪いかなんだか知らないけどさ……）

　綾音は遼りよう平へいを信じていないのだ。

　本当のことはなにも言わず、遼平をシュヴァリエというものにして、サバトマリナとかいうもので戦わせ、そして魔女王の呪いとかいうものを解かせようとしていたのだ。

　良いように利用するつもりだった。

「……サバトマリナに勝ち続ければ、その魔女王の呪いとかいうのは解けるのか？」

「そのはずよ。だから綾音は始めた。ぼろぼろの体で」

「そうかい」

　ぼろぼろの体？　知ってるよそんなこと。

　だけど、だからってなんでもしていいのか？

「でもそれは、簡単な話ではないわよ」

　もう、菫すみれの話で止める気にはなれなかった。

　やることはわかったのだ。

　サバトマリナを戦い、魔女王の呪いを解く。

「つまり、戦えばいいってことだろ」

　やることは、ここに入れられた時からもう決まっているのだ。




　結局、午後の授業はサボった。

　菫が去ってもあの踊り場でずっと時間を過ごし、考えていた。

　放課後になってなにくわぬ顔で教室に戻っても、誰も遼平を責めなかった。大だい地ちと風ふう薫かはもう部活に向かっていて、そして綾音は当たり前の顔で遼平を出迎えた。

「おかえり」

「た、ただいま」

　もう恐怖はなかった。

　ただ、心のどこかで、いまここにいる綾音は偽者という事実が気持ちから熱を奪っていた。

「さあ、帰ろうか」

「ああ」

　綾音に促されるまま、遼平は車椅子を押した。

　帰り道は無言だった。

　だが、綾あや音ねにそれを気にした様子はない。彼女の後頭部はほとんど動かなかった。ときに気になる景色を追いかけてこちらに横顔を見せることはあったが、遼りよう平へいの無言を気にしている様子はなかった。

　いつもそうだ。

　いつもそうやって、綾音は涼しい顔でなんでもやり過ごしてしまう。

　子供の意地の張り合いも、大きな不幸も、全てをその涼しい顔に秘めてしまって何も言わない。

　大事なことは全て、その表情に隠してしまう。

　遼平には何も教えてくれないのだ。

　そんなこと、いつまでも許していていいのか？

　負けたままで良いのか？

　いや、これはただの勝ち負けの話ではない。

　だけど……だけど……。

「…………」

　遼平はこっそりとため息を吐ついた。

　根比べで遼平が勝つなんてやはり無理なのか。

　いや、ここで重要なのはそんなことではない。

　どうやって、綾音から真実を引き出すか、だ。

「綾あや姉ねえ、不安じゃないのか？」

「ん？」

　振り返りもせず、綾音は首を傾げる。

「おれが車椅子を押しててさ」

　運んでもらうという事実だけを考えれば、楽な乗り物のように思える。

　だけど、車椅子を使う人のほとんどは乗る・乗らないを選択できる立場にはない。乗るしかないから乗っている。

　信用できない人間に押されることになったら、その不安はどれほどのものなのだろう？

「いまさらな質問だな」

　振り返らず、綾音は笑った。

「信用できないなら、押させていないさ。自分で動かす」

「でも、それだと大変だろう？」

「大変でもなんでも、自分一人でやらなければならないのなら、やるしかないだろう？」

　綾音の言っていることは正論のように聞こえる。

「しかし、わたしには助けてくれる人がいる」

　そう言って、綾音はちらりと振り返り、遼平を見た。

　微かに浮かべていた意味ありげな笑みを、どう受け止めればいいのだろう？

「遼りよう平へいは、助けてくれるのだろう？」

「そりゃ、もちろん」

「そんな遼平を、わたしは信じているよ。わたしのために嫌な奴を殴ってくれると言ったあのときから、ずっとな」

「綾あや姉ねえ……」

「さあ、帰ろう」

「それならさ、教えて欲しいんだけど」

「うん？」

「誰を倒せばいいのか」

　思い切って、それを言った。

『わたしのために嫌な奴を殴ってくれる』

　その言葉が綾あや音ねの口から出てきたとき、危うく遼平は頭の中がまっ白になるところだった。

　小学生の時にそう話したことを、遼平はいまでも覚えている。

　ここにいる綾音が本物の綾音なんだと思えて、それで胸が一杯になるところだった。

　だけど、そうなってはいけない。

（こうやってなし崩しにするのが、綾姉のいつもの手だろ！）

　自分に言い聞かせて、遼平はぐっと堪えたのだ。

　だけど綾音は、その質問には答えてくれなかった。

　まるで、なにも聞こえなかったかのようにごく自然な沈黙で受け流されてしまった。




　綾音を送り、隣の自分の家に戻ると、テーブルにメモが置いてあった。

『今日は遅くなります。綾音ちゃんがご飯作ってくれるって。よかったね』

　母の筆跡だ。

「よかったって？」

　メモにツッコミながら、遼平は着替えるために自室に向かった。

　いつの間にそんな話を？　なんてことを少しだけ考え、馬鹿らしくなって止めた。

　夕飯にはまだ少し時間がある。どうしたものかと思っていたらチャイムが鳴った。

　綾音か？

　玄関に向かうと、思わぬ声が聞こえてきた。

「開～け～て～」

　ドアをノックしながら間延びした声で呼びかけているのは、風ふう薫かだ。

　開けてみると、風薫だけでなく大だい地ちまでいた。

「どうした？」

「綾あや音ねさんがご馳ち走そうしてくれるっていうから来たの！」

「……へぇ？」

「それで、できあがるまでこっちで待ってろってさ」

「ん、わかった」

　遼りよう平へいは大人しく二人を招き入れた。

　案内するまでもなく、二人はリビングに向かっていく。

「…………」

　遼平はそれを黙って見送り、冷蔵庫にあったアイスコーヒーを二人に出した。

「サンキュー」

「ありがと、遼りようくん」

「へいよ」

　二人が飲む姿を見て、遼平もアイスコーヒーを飲む。

　苦い。

　父親愛飲のブラックコーヒーだ。

　だが二人は平気な顔で飲んでいる。

「それにしても、遼くんは幸せ者ですなぁ」

　いきなり、風ふう薫かがにひひと笑う。

「なんだよ」

「あんなきれいな人が彼女になるなんて、遼くんは嬉うれしくないの」

「そりゃ、嬉しいさ」

「ひああ！」

　自分で聞いておいて、風薫が顔を真っ赤にした。

「よくそんなこと真顔で言えるね。うはぁ、恥ずかしい！」

　ソファの上でごろごろしてさらに悶もだえる。

「ええもう、これからどうなるの？　どうなるの!?　お世話とか言いながらべたべたべたべた触りまくるの？　あ、手が滑った！　とかやるつもりなの？　お姫様抱っことかするつもりなの？　そのままベッドに放り投げる気なの？　そのために鍛えてたの？　鍛えてたのね！　風薫の知ってる遼くんはいったいどこへ行ったの!?　どこへ行こうとしているの!?」

「むしろ、お前がどうなったと言いたいんだけど？」

「お前を見てるおれが恥ずかしいよ」

　遼平と大だい地ちに醒さめた目で見られても、風薫はソファでごろごろするのを止めない。

　ため息一つで二人は無視することに決めた。

「それよりさ、遼りよう平へい」

「うん？」

　こちらに視線を移した大だい地ちの顔は一転して真剣だった。

「これからどうする気なんだ？」

「どうするって、なにが？」

「いや……綾あや音ねさんのシュヴァリエになったじゃないか？　それでこれからどうするつもりなのかなってさ」

「それは、綾あや姉ねえにしかわからないな」

「そうなのか？　遼平は、なにか考えはないのか？」

「野の々の先輩になにか聞いたんでしょ？」

　悶もだえていた風ふう薫かまでが動きを止めて遼平に聞いてくる。

「…………」

　二つの視線を受けて、遼平は表情を凍らせた。

「そこから先は綾姉と話すよ」

　言って、遼平は立ち上がった。

「悪いけど、帰ってくれるか？」

「ええ！　なんで!?」

　素の顔に戻って風薫が悲鳴を上げる。

「遼りようくんだけが綾音さんのご馳ち走そうを食べる気ね！　独り占めね！　その後は綾音さんも食べる気ね！」

「だから暴走するなよ」

「後のお楽しみタイムまで邪魔しようとは思ってませんから。ね？　旦那」

「いや、悪いけどさ……」

　遼平はソファ前のテーブルを見る。

　そこには空になったグラスが二つある。

「おれの知ってる大地と風薫は、ブラックのアイスコーヒーなんか飲まないんだよな」

　そう言った瞬間、今度は二人の表情が凍った。

　いや、これこそが完全な無表情なのか。

　表情がそぎ落とされた二人の顔に恐怖を覚えたが、遼平はそれを必死に吞のみ込んだ。

　こんなところで弱い自分を見せるわけにはいかない。

　綾音はきっと、どこかで遼平を見ているのだから。

「だからさ、邪魔しないでくれ」

「…………」

「…………」

　二人は無言のまま立ち上がると、そのまま玄関へと歩いていった。

　こちらを振り返ることもなく鞄かばんを摑つかみ、靴を履き、外へと出て行く。

　ドアが閉まると、遼りよう平へいは大きくため息を吐ついた。

　だが、本番はまだこれからだ。

　綾あや音ねから、今度こそ聞き出さなくてはならない。

　帰り道では無視された。

　だが、綾音だって目的があって遼平をこれに巻き込んだのだ。

　目的の相手を教えないというわけにはいかない。

　玄関から出て周りを見渡す。

　二人がいないのを確認すると、遼平は綾音の家へと向かった。

　まだ呼ばれていなかったけれど、気にする必要もないだろう。

　チャイムを鳴らす。鍵はかかっていなかった。

　ドアを開けると、「どうぞ」という声がかかる。

　廊下には夕食の匂いが満ちて、食欲を刺激した。

「遼平か？　いまできたところだ」

「やったね」

　答えた声に感情が宿っていないのはわかっていたが、気にせずリビングへと向かった。

　すでに料理がテーブルに並び、綾音はエプロンを外しているところだった。

「おや、大だい地ちと風ふう薫かはそちらに行かなかったか？」

「急用ができたってさ」

「ふむ？」

　首を傾げる綾音からテーブルに視線を移す。

「今夜は中華なんだ？」

「たくさん作ってみたかったんだ」

　山盛りに作られた麻マー婆ボー豆腐を見て、綾音は少し恥ずかしそうに言った。

　テーブルには四脚のイスがあるが、あの日以来、頻繁に使われるのは二脚だけとなっていた。

　そして、その片方を使っていた綾音の弟はこの春からいない。

　あるいは綾音は、このテーブルが人で埋まる光景を見たかったのかもしれない。

　そう思ってしまうと、胸が痛くなる。

　だけどその痛みをいまは無視する。

「さて、二人がいないのなら遼平には三人分食べてもらわないとな」

「……今日だけじゃなくてもいいだろう？」

「おや？　二人きりになりたくてむりやり帰したのは遼平ではないのか？」

「むう」

「ふふふ、残さず食べろよ」

　綾あや音ねの悪戯いたずらっぽい笑みに逆らえず、遼りよう平へいは覚悟を決めてテーブルに着いた。

「いただきます」

「うむ、どうぞ」

　テーブルには大皿の麻マー婆ボー豆腐の他は、ご飯とお茶だけだった。

「他はないんだな」

「ああ、こんなに作るとさすがにな」

「ふうん」

　内心ではその言葉を噓うそくさく感じつつ、スプーンで湯気の立つ豆腐を掬すくい、口に入れる。

　入れた瞬間に、頭を鈍器で殴られたような衝撃が襲った。

「…………ごふっ」

　なんとか、吹き出すのだけは堪えることができた。

「どうした？」

「な、なんでもない」

（なんだこれ？　辛っ！　いや、苦っ！）

　慌ててお茶を飲むが、口の中の辛さと苦みは消えてくれない。

「本格四し川せん風だぞ」

　どこか自慢気にそんなことを言って綾音もスプーンですくい、口に運ぶ。

「…………………………うん」

　何食わぬ顔でお茶を飲み干し、綾音は遼平に笑みを送った。

「わたしはもうご馳ち走そう様さまだ」

「おいっ！」

「さあさ、残さず食べるんだぞ」

　こちらのツッコミなど知らぬ顔で、綾音はスプーンを置くと中央に置かれていた大皿を遼平の方へと押してくる。

「いや、これ四川とかそういう問題じゃないと思う。あ、豆腐焦げてるし！」

　苦みの正体はこれか。

　そしてきっとそれだけではない。

　本格四川とか言っていたからとにかく辛くしたのだろう。黒っぽいのは山さん椒しようのせいかと思っていたけれど、ただ焦げて黒くなっただけか？

　大量の麻婆豆腐が、急に地獄の食べ物のように思えてきた。

「おおう……」

　これを食べろと？

　頭皮の汗腺が開いたように感じるのは、さっきの一口が辛すぎただけではない。

（しかし一体、なんでこんなことに）

　昼食の弁当は普通に食べられる物だったというのに……。

　そこまで考えて、ハッとした。

（いや、これでいいのか？）

　失敗を認めることなく、この信じがたい麻マー婆ボー豆腐を押しつけようとする姿こそが、正しいのか？

（そういうことなのか？）

　そういうことなら……。

「……よし」

「遼りよう平へい？」

「いただきます！」

　覚悟を決めた。

　改めて手を合わせ、スプーンを取ると遼平は一気に小皿に盛った麻婆豆腐をかき込んだ。

　即座におかわり。

　それをすぐにかき込む。

「ど、どうした？」

　綾あや音ねも遼平の鬼気迫る勢いに戸惑っている。

　だが、遼平は止まらない。

　というか止まれない。

　止まったら終わりだ。

　味覚は捨てろ。味わうな。神経に届く前に吞のみ込め。

　口内に焦げた香りが充満するが無視しろ。体内に入った辛み成分が全身を熱くするが気にするな。

　いまは、ただ、この大皿に盛られた綾音の手料理を食べ尽くすことにのみ集中するのだ。

　そう念じ、遼平はスプーンをひたすら口に運ぶ。

（おお、なにかが見える）

　集中しているうちに、いつのまにかなにもかもが暗くなってしまっていた。

　スプーンを動かす感触も遠とお退のき、麻ま痺ひした口内をなおも蹂じゆう躙りんする辛味と苦味も消えていった。意識が新たな世界へと向かおうとしているのだ。昇華した知覚は新世界を求めてもがく。

　そして光を見つけた。

（きっと、あの光がゴールだ）

　そう信じて、遼りよう平へいは光を求めて突き進むのだった。




　実際には、ただ気絶しただけなのだが。




「はっ！」

　ふと気が付くと、遼平の視界には天井があった。

　額に冷たい感触がある。触ってみると、保冷剤を包んだタオルが置かれていた。

　どうやらソファに寝かされているようだ。

「ああ、気が付いたな」

　声がすぐ側でしたかと思うと、綾あや音ねが顔を覗のぞいてきた。

「まさか、食べながら気絶するとは思わなかったぞ」

「…………誰のせいだよ」

「そうだな。わたしのせいだ」

　綾音が素直に認めたので、遼平は驚いた。

　彼女は立ち上がると、危なげな足取りでコップに水を汲くんできてくれた。

　冷たい水分が体に染みる。

「だが、どうしてそんな無茶をしたんだ？」

「わからない？」

「意地悪だな」

「あの料理が、綾あや姉ねえの料理だってわかったからだよ」

　喉と腹の奥に唐辛子の後遺症を感じながら、遼平は綾音を見た。

　大だい地ちたちと食べたお重の弁当の味ではない。

　あの麻マー婆ボー豆腐こそが、本物の綾音の料理だってわかったからだ。

「…………そうか」

　綾音は遼平がなにを言いたいのか、わかってくれたようだ。

　目を閉じたその表情になにが宿っているのか……。

　遼平にはそれが、観念のように見えた。

「桜おう宮ぐうだ」

「え？」

「桜宮姫き花か。彼女こそが目標だ」

　桜宮姫花。

　坂さか崎ざき真しん司じ。

　あの、二人だ。

　強いのはわかっている。

　だけどそれが魔女王の呪いというものを解くために必要なことなら。

　あの二人を倒すことで、この不可解な世界が終わるのなら。

「わかった」

　遼りよう平へいの選択は、承諾しかない。
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　桜おう宮ぐう姫き花かとは誰か？

　直接の面識はない。

　桜宮家は市内でも有名なお屋敷だ。和風の豪邸はそのまま秘密のベールだった。家の中に誰がいて、どんな生活をしているのか、どんな仕事をしているのか、ほとんどわからなかった。

　ただ、娘が一人いるのはわかっている。

　それが桜宮姫花だ。

　同じ市内でも学区が違うので顔は知らない。

　だけど、噂うわさでは美人だ。

　遠目でよくわからなかったけれど、この間のサバトマリナで見た彼女は確かに美人だったと思う。




　三年の校舎に行くといきなり人の密度が減った。

　綾あや音ねの記憶だけでは三年生までは誤魔化しきれなかったのだろう。印象の強い先輩たちを通り過ぎ、目的の人物を探す。

　すぐに見つかった。

　覚えのない人だったから逆にすごく目立つ。

　もちろん目立つ理由はそれだけではない。

　噂通りの美人だ。

　長い髪を、額を出す感じにして流している。目じりの垂れた優しい顔立ちに見えるのだけど、威圧感を巧妙に隠している気がした。

　彼女が桜宮姫花なのだろう。

「あら……」

　廊下から様子を窺うかがっていると、姫花の方が遼平に気が付いた。

　姫花が立ち上がり、こちらにやって来る。

　そのとき、彼女と一緒に立ち上がった人物がいた。少し離れた席に座っていた男の先輩だ。

　威圧感が違う。

　坂さか崎ざき真しん司じだ。

　きっちりと制服を着こなす姫き花かとは違い、真司は制服を着崩し、髪の色も赤く変えていた。

　いかにもな不良だ。

　だが、そういう表面的な問題だけでなく、放っている雰囲気が違う。

　ぎらついた目に、人を嘲笑う口元。

　自分の暴力性を隠さないタイプだ。

　姫花と並んで立っていてもまるで似合っていない。

　そんな二人が遼りよう平へいの前に立つ。真司は姫花の後ろから遼平を見下ろしてくる。

「話題のシュヴァリエね」

　姫花が楽しそうにそう言った。

「柊ひいらぎ遼平です」

　名乗ることに意味があるのかどうかわからない。

　だが、礼儀として自然とそうしていた。

「桜おう宮ぐう姫花よ。それで、彼は坂崎真司」

　紹介された真司はにやりと笑った。
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　遼りよう平へいは、もう真しん司じの実力を測ることしかしていなかった。なにか格闘技は習っているのだろうか？

　あのときに見た強さの正体はなんだ？

「それで？」

　遼平の視線を真っ向から受け止めて真司が口を開く。

　遼平がなぜここに来たのかわかっている口ぶりだ。

　当たり前か、ここにいる彼女たちだって結局は綾あや音ねが作り出した偽者なのだ。

　だけど、この二人を倒さなければ夢から覚めることもない。

　魔女王の呪いとやらも解けることがない。

「先輩に、サバトマリナを申し込みます」

　そう言ったとき、真司が笑みを深めた。

　その顔は餌を食べて良いといわれた猛犬のように見えた。





04　心理迷宮




　魔城が構築される。

　綾音の到着とともに、三年の校舎は魔城と呼ばれる別空間に変わった。

　他の生徒は全て追い出され、廊下や教室が溶けていく。窓の向こうの景色が黒く染まり、そして新しい色が添えられていく。

　薄青の高い空。

　ガラスの入っていない木枠の窓が高い位置に並んでいる。年季の入った木の壁と板張りの床。正面には神棚がある。

　時代劇にでも出てきそうな道場の様子だ。

　綾音も姫き花かも余計な言葉を交わさなかった。

　無言のまま道場の左右に移動する二人を見て、遼平も中央に引かれた開始線の前に立つ。

　坂さか崎ざき真司も自分の線の前に立った。

　正面に立たれると威圧感がさらに増す。

　百八十センチを超える身長。細身だが瘦せているわけではない。

　足の長いモデル体型だ。腕も長い。

　体の細さに反して手は大きく、厚みがある。

　喧けん嘩か屋。そんな言葉が遼りよう平へいの頭に浮かんだ。

　マンガかなにかで得た言葉のはずだ。

　そんなものが実在するとは思っていない。

　だけど、坂さか崎ざき真しん司じを目の前にしているとその言葉が浮かんでくる。

　彼は、喧嘩屋だ。

　喧嘩をするための生き物だ。

　こいつはどれぐらい強いんだろう？

　勝ち負けの計算を度外視して、強さを期待して遼平を値踏みしているのがはっきりとわかる。

　自分が勝つことを確信しているわけではない。負けるかもしれないという危機感を楽しんでいる。

　自分が圧倒されることを期待しつつ、そんな脅威を嚙かみ潰す快感を求めている。

　戦いが大好きだ。

　だけど、武器で一方的に勝利を貪るのが好きなわけではない。

　互角の条件で身を削り合うのが大好きなのだ。

　ろくでもない人間。

　結論は、それだ。

「お前、なんかやってるよな？」

　開始線の前に立っているのに、すぐ側で肉食獣に舌なめずりされているような錯覚に陥ってしまう。

「普通の空手とはちょっと違う感じだよな？　中国拳法？　少林寺か？」

「そんな有名なものじゃないです」

「へぇ？」

「近所の知り合いが開いている、個人流派の道場です」

「そいつはおもしろそうだ」

　真司は静かに喉を震わせる。

　そういえば、いつものあの声がしない。

　司会と解説のあの二人の声だ。

　昼休憩の試合だって勝手に喚いていたくせに、どうしてこの試合には現れない？

　だが、真司の圧力はそんな外側の情報に拘こだわらせてはくれない。

「それでは……」

　姫き花かが口を開いた。

「はじめましょうか」

　その言葉で真しん司じが動いた。

　遼りよう平へいも動いた。

「うっ、らああああぁぁぁぁぁぁ！」

　いきなり、真司の拳が飛んできた。

　牽けん制せいのない全力の右拳だ。

　もちろん避よけた。左肩で受け流して懐に入り込むつもりだった。

「っ！」

　左肩が爆発したのかと思った。踏み込むつもりが突き放され、遼平は咄とつ嗟さに後ろに跳ぶ。

　真司がニヤリと笑い、遼平を追ってくる。

（細いのに、力がものすごい）

　かすっただけなのに、左肩がなくなったような錯覚をしてしまうほどだ。

　追いかけてきた真司は、とにかく大振りの拳打を放ってくる。

　かすりでもすれば体を持っていかれそうになる。

　全てを完全に避ける。

　避けて、小刻みな攻撃を顔や腹に加えてすぐに距離を稼ぐ。

　ボクサーのようなヒット・アンド・アウェイの戦法だ。

　考えているわけではない。

　ごく自然にこの戦い方になってしまっていた。

　相手の様子を探るには、この戦い方が一番だ。

（型もなにもない）

　真司の動きを見て、そう思う。

　自分を守る気などない。

　ノーガードで近づいてきて、全力で拳を振るう。

　この戦い方を支えているのは、その圧倒的な打撃力だ。まともに受けたら骨折すらありうると体が思ってしまっている。

（くそっ、萎縮するのはまずい）

　打撃力で威圧し、こちらの動きを鈍くさせるのが坂さか崎ざき真司の戦い方……のはずだ。

　勢いに乗せてしまえばとことん強い。

　そういうタイプのはずだ。

（だから、勢いには乗せない！）

　そのことだけを念頭に置き、真司の前進に合わせて遼平も前に出た。

「ははっ！」

　身長差とリーチ差のせいで頭を狙いにくい。

　カウンター気味の正拳を胸に受けながら、真司は笑っていた。

　顎あごを狙ったつもりなのに届かなかった。

「いいな！」

　そう言いながら拳を振り下ろしてくる。

　それを避よけ、距離を取り、また踏み込むタイミングを狙う。

　真しん司じはパワーを支えるスタミナもある。

　技術はないが基礎能力がとんでもなく高い。

　小技を積み重ねているだけでは一発受けただけでおしまいだ。こちらも攻撃の回数を最小限度に抑えるため、相手の出鼻を挫くじく攻撃に専念する。

　専念……しているのだが。

「くっ！」

　耳のすぐ側を轟ごう音おんが駆け抜け、頭がくらっとした。

　おかしい。

　一分ほどの攻防で、遼りよう平へいは真司の出鼻をことごとく挫いて、カウンターを当てた。

　当てた攻撃のほとんどが胴や腹だったとはいえ、相手のスタミナを奪うには十分な一撃を繰り出し続けた自負がある。

　それなのに、真司の動きがまるで鈍らない。

　逆に、攻撃をほとんど捌さばいた遼平の動きが重くなっている。

「くそっ、どういう、ことだよ」

「はん？　いまさら気付くか？」

　距離を取って息を整える。真司は追いかけてこず、そんなことを言った。

「なんだと？」

「まぁ、それだけ、お前の魔女がたいしたもんなんだろうな」

「どういう、ことだ？」

「おれたちが戦ってる間、魔女たちはなにをしてると思うよ？」

　真司の指摘に遼平はハッとした。

　自分の戦いに集中して、魔女がなにをしているのかは考えていなかった。

「こんな、どうでもいい舞台を作るだけで終わってると思ったか？　契約励れい起きしたシュヴァリエに好きにさせて、後は高みの見物だと思ったか？」

「…………」

　なにも言えない。考えてもいなかった。

　いや、そもそも夢だと思っていたのだ。

　自分の戦いに集中していたこともある。魔女がなにかをしているかどうか、気にもしていなかった。

「魔女は魔女で、こっちの戦いに干渉してんだよ」

　予想もしていなかった言葉に、遼りよう平へいは目を剝く。

「相手の集中力を削ぎ、相手の動きを阻み、隙があれば魔女を直接討つ」

「なっ！」

　その言葉と真しん司じの目線に引っ張られ、遼平は後ろを見た。

　ついさっきまで、お互いの魔女は最初の位置にいたはずだ。

　だけど、振り返る寸前、真司の背後には姫き花かがいなかった。

　どこに？

　遼平の背後にいた。

　車椅子に座る綾あや音ねに向かって、姫花が悠然と近づいていく。

　止めなくては！

　そう思った。

　だが、行けなかった。

　遼平は真司から目を離してしまった。

　真司は、目を離してはいない。

　戦いも止めていない。

「それが、サバトマリナだ」

　その真司の声を聞いたのが最後だ。

　遼平は、気を失った。
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　意識が繫つながると、そこは保健室だった。

　ここで夢が覚めるという展開だったら良かった。

　だが、ここは野の々の菫すみれと戦った後にしばらく寝ていた保健室だ。あのとき眺めていた天井の模様を見間違えるはずがない。

　戦っていたはずだ。

　それなのにここにいる。

　昨夜よりも早く現状を理解した。

　小さな失望とともに視線を動かすと、側に綾音がいた。

「あ……」

「気が付いたか？」

　綾音の顔を見た途端、罪悪感が胸を突いた。

　桜おう宮ぐう姫花にサバトマリナを申し込み、そして負けたのだ。

　それを意識した瞬間、遼平は体中の血が熱を失っていくのがわかった。

　頭に来て、サバトマリナを申し出た。

　桜おう宮ぐう姫き花かと坂さか崎ざき真しん司じに勝利すれば、この質たちの悪い夢みたいな場所から抜け出せると、勢いで戦った。

　だけど相手は遼りよう平へいの予想を超える強さだった。

　強いことはわかっていた。

　だけど……。

「ごめん」

　目を合わせることができなかった。

　連戦連勝で調子に乗っていた。しょせんは綾あや音ねの夢の中と侮っていた。

　だけど、菫すみれはなんと言った？　魔女王の呪いを解く、だ。

　解くというのなら、それは綾音の自由にならないもの、ということではないのか。

　だから、桜宮姫花との戦いが魔女王の呪いを解くためのものだったというなら、あの戦いは唯一、綾音の思い通りにはいかないもの、ということではないのか？

　では、他の戦いはなんのために？

　いや、そうだ。

　遼平にサバトマリナとはなんなのか教えるためのもの、慣れさせるためのものだ。

　まだ、あの二人と戦うには早かった、ということなのか。

「謝ることはない。遼平はよくやってくれた」

　うな垂れる遼平に対して、綾音が声をかける。

　その声には失望は感じられなかった。

「綾あや姉ねえ？」

　それが不思議で、遼平は顔を上げた。

　綾音は優しい目でこちらを見ていた。

　その表情が、むしろ遼平には不吉に思えた。

　嫌な予感を感じさせるのだ。

「わたしが少し、高望みをしていただけなのだから」

　その予感を反映させたかのように、綾音の姿が霞かすんだ。

　やばい。

「待って、綾姉！」

　叫んで手を伸ばすが、その手は綾音を通り抜け、空を滑った。

　綾音の姿は瞬く間に色を失い、そして消えてなくなった。

「いまは少し休むと良い」

　声だけが最後に残る。

　そして、『休め』という言葉が、遼平のなにかを刺激したのか、いきなり凄まじい眠気に襲われた。

　種類が違うとはいえ、さっきまで気を失っていた遼りよう平へいがこんなに眠くなるのはおかしい。

（魔法……か？）

　だとしたら、なんのために？

『高望み』

　綾あや音ねの呟つぶやいたその言葉が、眠気で重くなる思考に張り付く。

　高望み？　なにに？

（おれに、か？）

　遼平が問題を解決してくれると思っていたのか？

　魔女王の呪いを解くと？

　期待していたのに、失敗したと？

　重い頭でそこまで考えた瞬間、遼平の感情は振り切れた。

　怒りに、だ。

（なにも教えないで、勝手に期待するなよ！）

「それなら、最初に説明しろよ！」

　こんな夢の中にいきなり放り込むんじゃなくて……。

「もっと他に、やり方があっただろう！」

　叫ぶ度に、頭と体が少しだが軽くなったような気がする。

　綾音の魔法に抵抗できているのか。

　それなら……！

「勝手に期待して、勝手に巻き込んで、勝手に諦める。……そんな勝手に付き合ってばかりだと思うなよ！」

　頭の中でなにかが破裂した。

　その音で全身が震え……そして、目が冴さえた。

　体も軽い。さっきまでの睡魔はどこかに消えていた。

　綾音の魔法に抵抗することが、できた。

　だけど、その代わり……。

「なんだ……？」

　最初は目がぼやけているのかと思った。

　だけど、違う。

　ここは保健室だ。それは変わっていない。

　変わっていないのに、一瞬、ここがどこなのかわからなかった。

　最初から白の多い部屋だったが、いまは違う。

　灰色だ。

　いや、正確には違う。

「モノクロ写真、みたいだ」

　自分の手を見ながら呟つぶやいた。

　黒の濃淡で構成された保健室から抜け出る。

　廊下に出ても、この色調は変わらなかった。

　そして、人の気配がない。

　学校にいれば常に感じられる騒音がどこにもない。まるで下校後のような静けさが周囲に浸透していた。

「綾あや姉ねえ！」

　彼女を呼び、廊下を進む。

　だが、どこまで行ってもモノクロの色調は変わらず、人の気配はない。

「遼りようくん！」

　そこにいきなり色彩が現れた。

　野の々の菫すみれだ。

　モノクロの中に浮かぶ色彩はいきなりだと目め眩まいがしそうだ。

　だけど、彼女が現れたことで自分の手も肌色を浮かべていることに気付いた。

「野々先輩、これは？」

「綾あや音ねが魔城の構築を放棄しようとしてるのよ」

　そんな気はしていた。

　保健室で消える前に綾音が見せた表情……あれはきっと、諦めだ。

　菫が説明を続ける。

「でもこれは、魔法を解除したというんじゃないわ。魔法を維持するための意識を放棄しつつあるって感じ」

「それって、どういうことなんです？」

「綾音が心情的に諦めかけてるってこと」

「諦め……」

　それはわかっている。

「諦めたら、問題はあるのか？」

　気にするところは、そこだ。

「大ありよ！」

　菫の表情は他人事とは思えないほど青ざめていた。

「また次、挑戦したら良いなんて、そんな甘いものじゃない。次はないのよ。そんなこと、魔女王アリスが許すわけない」

　魔女王アリス。

　ここに来て、アリスという名前が補足された。

『不思議の国のアリス』と同じ名前だ。

　かわいらしいイメージが付いて回る名前だと思うが、菫すみれの顔に浮かんでいるのは恐怖だ。

「魔女王アリスの呪いを解くということは、彼女に逆らうということ。月に住みながら地球上の全ての魔女に干渉できると言われる彼女の隙を突いて、この試みは行われてるの。二度目はない」

　二度目はない。その言葉が遼りよう平へいの胸に突き刺さる。

　腹を立て、暴走したのは遼平だ。

　その暴走で、たった一回のチャンスを逃してしまった？

「なら、このままだと？」

「…………」

　菫の沈黙が怖い。

　この夢が崩壊したらどうなってしまうのか。

　魔女王の呪いというものを解こうとした綾あや音ねは、その魔女王に目を付けられたということだろう。

　呪いを解こうとした綾音を魔女王はどうするのか？

　菫の表情が全てを物語っているような気がして、遼平は湧き上がる寒気を止められない。

「冗談だろ？」

「この状況が、そもそも冗談じゃないでしょ？」

「どうすればいいんだ？」

「綾音は桜おう宮ぐう姫き花かって言ったんだよね？」

「う、うん」

「ならやっぱり、桜宮に勝つしか方法はないわね」

　簡単に言ってくれる。

「だけど、勝てなかった」

　魔女同士のやりとりは理解の範はん疇ちゆうを超えている。

　だけど、坂さか崎ざき真しん司じのことはわかる。

　あの男は、魔女の助けがなくても強い。

「そして、綾音は戦意を消失してるわね」

「くそう！」

　綾音が戦意を消失したのは、遼平の暴走と敗北によってだ。

　気付くのはいつだって遅いんだ。

　告白したとき、綾音は『わたしを信じてくれ』と言った。

　それは、この状況でのことを指しているんだろう。

　信じてくれ、わたしの願いを叶かなえてくれ。

　だけど遼りよう平へいは、状況に混乱し、脅えて事を急ぎすぎてしまった。

　だから、負けてしまった。

「おれが、綾あや姉ねえを信じなかったから……」

「ちゃんと説明しないあいつが悪い。そうでしょう？」

「う……」

　もしかして、さっきの怒鳴り声を聞かれたのだろうか？

　だとすると、ちょっと恥ずかしい。

「それに後悔してる暇もない」

　頭を抱えたい遼平に菫すみれは冷たく言い放つ。

「綾あや音ねは自身の諦めと戦っている。でも、魔城のこの揺れぐあいから見て、長くは保もたないわ。それだけ、魔法の維持っていうのは難しいの」

「おれは、どうしたら？」

「こういうとき、恋人ならどうするか。それは、あんたにしかわからないんじゃないの？」

「…………」

　恋人ならどうするか？

（そもそも、おれって恋人なのか？）

　その問題さえも、実は解決していないのだ。

「まぁ、その問題はさておいて」

　菫が言って、再び頭を抱えそうな遼平に顔を上げさせる。

「諦めないのなら、遼りようくんにも覚悟がいるよ」

「え？」

「いままでならあんたは知らないままでいられた。このままならちょっと長めの悪い夢を見たで終われると思う」

　それは、少しだけ魅力的な提案のように思えた。

　このまま全部を夢で……本当にただの夢だったと思えるのなら、それはそれで幸せなのではないか。

「でもこれ以上、綾音の問題に深くに立ち入るというなら、もう無関係とか巻き込まれただけっていう言い訳は通用しないよ」

　菫の言葉は、たぶん、脅しなのだろう。

　無関係。巻き込まれただけ。

「……もしかして、綾姉はその言い訳のためにおれになにも言わなかったのか？」

　魔女王アリスの怒りが降り注ぐ事態になったとき、その二つの言葉で遼平を守ろうとしていたのか？

「…………さあ？」

　菫すみれはあからさまに視線をそらし、答えをはぐらかした。

「野の々の先輩はそのことを知ってたのか？」

「まぁ……ね」

　菫は口ごもる。

　なんだかおかしい。

　彼女が噓うそを言っているとは思わないが、なんだか変だ。

　そういえば、野々菫の存在はおかしくないか？

　彼女は確かに綾あや音ねの友達だけれど、どうしてこの場に本物がいる？

　偽者だらけのこの場所で、綾音と遼りよう平へいを除けば唯一の本物ということになる。

　どうして？

「野々先輩も魔女だから？」

「そんなところ」

「でも、魔女だからって綾あや姉ねえの味方と信じるわけにも……」

「いや、あのね……」

「もしかして、敵の刺客」

「好きに考えなさいよ」

　その脱力した感じからして、噓は言っていないのかもしれない。

　反応は元々の菫と同じだとは思うのだけど。

　だけど、大だい地ちや風ふう薫かより、野々菫のことはよく知っているはずだ。

「ああ、もういいでしょ！」

　菫が手をバタバタする。遼平の疑いの目が本気で嫌になったようだ。

「とにかく、あたしは伝えた。ここから先は遼りようくんがどうしたいか考えなさい」

「あ、野々先輩！」

　慌てた様子で去っていく菫を追いかけたのだが、曲がり角に入ったところで彼女の姿は消えてなくなってしまった。

「くそっ……」

　もしかしたら大事な協力者を失ってしまったのかもしれない。

　そう思うと後悔してしまう。

「でも、必要なことは教えてくれたよな」

　現在の状況。綾音の心境。

　そして、自分がどうすればいいか。

「本当に本物なら、また謝れるし」

　ここから出ることができれば、だけど。

「さて、それじゃあ……どうする？」

　モノクロの世界に取り残されて、遼りよう平へいは自問する。

　このまま動かないでいれば、やがてこの世界は崩壊するのだろう。

　崩壊したらどうなる？

　夢と思っていたこの状況が終わり、遼平は元の場所に戻る。

　そうなればなにごともなく、遼平は元の生活に戻れるのかもしれない。

「だけど……」

　菫すみれが言わなかったことがまだある。

　遼平は知らない振りができたとしても、魔城を構築した張本人である綾あや音ねはどうなるのか？

　菫の言い方だと、魔女王の呪いを解くということは、魔女にとっての禁忌に触れる行為のように感じられた。

　そんなことをした綾音が、無事で済むのか？

「済むわけが、ないよな」

　そんな綾音を放っておくなんてできるわけがない。

　綾音を探すべく、遼平は学校内を歩き回る。

　校舎の内外、視線が届く場所はどこもかしこもモノクロに染まっていた。

　人がいないのかと思ったが、いた。

　だが彼ら彼女らもモノクロに染まっていて、動くたびに砂嵐のようなものが付いて回る。

　そして遼平のことに気付いている様子はない。

　行くあてもなく学校内をうろついていて、わかったことがある。

　新しん風ふう館かん高校の校舎なのは、校門に入って最初に見えるところだけだ。あとは違う。中学校の時の校舎だ。

　そう思ってうろうろすると、教室の配置なども中学の時のままなのだということが分かった。

　そういえば教室の移動もなかった。

　この夢を作った綾音は、自分の知らないものは作り出せなかったということなのだろう。学校に通う人々のことを思い出してみれば納得だ。

　知らない人の顔や人生はなさそうだった。

　そういえば、授業を受けていたはずなのに、その内容が全く思い出せない。

　綾音の部屋で一緒に宿題を片付けたはずなのに、どんな問題があったのかも思い出せない。

　全ては幻だったのだ。

　だけど、では、どうしてこんな幻の世界を綾あや音ねは作ったのか。

　もっと別の世界を作ってもよかったはずだ。

　学校なんていう、現実と地続きの舞台ではなく、たとえばファンタジーな場所にでも迷い込ませてサバトマリナを戦わせれば、もっとはっきりと夢だと割り切って、最後まで騙だまされ続けたかもしれない。

　どうして、綾音は学校を舞台にした？

「…………もしかして」

　思い当たることがあった。

　そして、それを基点に考えを進めて、遼りよう平へいはもしかしたらと思う場所を一つ、導き出した。

　中学のときのことを思い出して、校舎を移動する。

　隣の校舎は中も中学のときのままで、思い出す必要もなく体が勝手に動く。

　音楽室に辿たどり着く。

　目当ての教室は、その隣だ。

　そこは吹奏楽部の部室だった。

　扉の前に立ち、少し逡しゆん巡じゆんしてからそこを開けた。

　綾音がいた。

　車椅子の綾音がこちらに背を向けていた。

「綾あや姉ねえ」

「やあ、遼平」

　呼びかけると、綾音がこちらを振り返った。

「部活、またやるの？」

「いや……」

　遼平の問いに綾音は寂しそうに首を振った。

　綾音は中学のときは吹奏楽部に入部していたはずだ。

　ただそれも、事件のせいで一年生の間だけだったのだけれど。

「さすがに、体がそれを許してくれない」

「それって、どっちの体のこと？」

「うん？」

　遼平の言葉に綾音は首を傾げた。

　どっちというのは、夢か現実か、ということだ。

　どちらの体だろうと、綾音の体が弱いのは変わらないかもしれない。

　だけど、夢ならその体の弱さだって、無視できたはずだ。

「もう、いろいろとツッコミどころありまくりな夢だけどさ。これだけは言わせてよ」

　綾あや音ねが逃げないのを確認して、遼りよう平へいはその場に座り込みたくなった。

　だけど、それを我慢して綾音を見る。

　言いたいことは、この夢の世界のことだ。

　魔城だなんだと色々と説明されたけれど、遼平にとっては、やはりこれは、夢だ。

　綾音の夢だ。

「風ふう薫かはあれで、人見知りが激しいんだ。おれたちの見舞いに付き合って多少は綾あや姉ねえに慣れてたとはいえ、いきなりあんなテンションにはなれない」

　風薫と知り合ったのは中学一年の時だった。そこから男二人組の遼平と大だい地ちの間に、女の子が一人で入り込む。

　普通なら考えられないことだ。

　そして、そんななれなれしい状況になるには、普通ではないスタートがあったわけで、そこから綾音の知る『いつもの三人組』になるまでにはそれなりの苦労があった。

　それはもう、風薫にいまだに特定の女友達ができないぐらいの苦労があったのだ。

　他にもある。

「綾姉の前では我慢してるけど、実は大地って綾姉が苦手らしいんだ。だから、風薫のこととはいえ、綾姉に意見を言うなんてできるわけない」

　この件に関しては、大地はなにをどうやっても遼平にその理由を言おうとしない。どうせつまらない理由なんだろうと思っていたけど、綾音が本当に魔女なのだとしたら、そのことが関係しているのかもしれない……なんて思ってしまう。

「それに綾姉だってそうだ」

　二人のことでは黙って聞いていた綾音も、自分のことに及ぶと少し動揺を見せた。

「わたし？」

「綾姉もどっちかといえば人に慣れるのに時間がかかる方だ。それに……」

　一気に言おうと思ったのだけど、さすがに少しだけ口ごもってしまった。

　だけど、言ってしまわないとすっきりしない。

「綾姉は料理できないだろ？」

　あの麻マー婆ボー豆腐の味を思い出す。

　あんな焦げ方をさせておいて平気で皿に載せるような綾音が、二人が喜ぶようなお弁当を作れるはずがない。

　言い切ると綾音は俯うつむき、そして肩を震わせた。

「ふっ……ふふふ」

　泣いたのかと思ったら、笑っていた。

「ひどいな、遼平。わたしの道化を笑っていたのか？」

「笑う余裕はなかったよ。ただただ、驚いてた」

　あの綾あや音ねがお弁当を作ったというのだ。驚かずにはいられない。

「綾あや姉ねえはあんな風になりたかったのか？」

　お弁当を作ったり、宿題を見せたり、そういうことがしたかったのか。

「遠慮なく言うな」

「ごめん」

　綾音は少しだけ怒った様子を見せたのだが、すぐに表情を緩めた。

「だけど、そう……そうだな。わたしは頼られるようになりたかった」

「綾姉……」

「病院にいて人に心配され、労いたわられるだけでなく、人を助け、労り、頼られる人間になりたかった」

　そう言ったときの綾音の顔は予想外に厳しいものだった。

「この魔城は、わたしの夢を基点に作ってある。こうなりたいという想い、こうであればいいなという期待、こうであって欲しいという願望、そういったものを眠りの夢に閉じ込めて作り上げた」

　膝の上の手に綾音の視線が落ちている。その手の中に仮初めの夢が作られているかのようだ。

　だけど、その夢を見下ろしているにしては、その視線はやはり厳しい。

「わたしの希望を嘲笑う存在がこの中に潜んでいる。そのことがわかっていたから」

　厳しさの正体。

　その名前を遼りよう平へいは知っている。

「魔女王アリス」

「そうだ」

　頷うなずく綾音の姿には、怒りや憎しみ、後悔といったものしか感じられない。

　魔女。遼平には人とは違う特別な能力を持っているとしか思えないものだ。

　それなのに、綾音にはそのことに対する肯定的な雰囲気が感じられない。

　魔女王の呪いという言葉がそれを象徴しているのだろう。

「綾姉、どうして魔女になったんだ？」

　そんな雰囲気を感じて聞かずにはいられない。

「なりたくてなったわけではない。ならざるを得なかった」

「それは？」

「知りたいか？」

　遼平の目を見ないまま、綾音が聞き返す。

「君の告白がわたしに勇気をくれた」

　遼平が答えるよりも先に、綾音がまた口を開く。

「だけどわたしは臆病者だ。君に真実を告げることもできないまま、目の前に見えた希望だけにすがってしまった」

　希望……それが遼りよう平へいの告白なのだと綾あや音ねは言っている。

「綾あや姉ねえ……」

「それは卑ひ怯きようだ」

　だけど、遼平がなにかを言う前に、綾音は自分の行いへの嫌悪を吐き捨てた。

「相手の感情を利用して、自分はなにも見せない。そんなこと、許されることではない」

　膝に乗せていた手を持ち上げる。

　持ち上げたその手を見て、遼平は驚いた。

　その指先が、糸を引くように解ほどけていくのだ。

「だからわたしは、君に見せよう。わたしの魔女の始まりを。なぜわたしが、この無謀な挑戦に君を巻き込んだか」

　声も出せない遼平の前で綾音の体はどんどんと崩れていき、解けたものがその隣で新たな形に再構築されていく。

　そこにできあがったのは、アンティーク調の両開きの扉だった。

　扉が勝手に開く。

　普通の扉なら、この空間の続きがあるだけのはずなのだが、その奥は暗闇に染まっていた。

「この綾姉も偽者、だったのか？」

　今度こそと思っていただけに、そのことは残念だった。

「だけど……」

　目の前には綾音が示してくれたものがある。

「この扉の奥に綾姉の真実があるはずだ」

　ここに入らない理由は、遼平にはなかった。
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　ドアをくぐると同時に真っ暗になり、そして上下感覚が混乱した一瞬の後、視界に光が満ち、光景が広がった。

　場所は変わっていた。

　色彩も元に戻っている。

　学校ではないが、遼平の知っている場所だ。

「ここは……」

　リビングだ。

　いまとは置かれているものが違うけれど、覚えがある。

　眩くら星ぼし家のリビングだ。

　テレビもソファとテーブルも、カーテンもカーペットも、家具のほとんどがいまのものと違うけれど、これらの家具も知っている。

　なんだっけと首を傾げていると、いきなり人の気配がした。

　さっきまでリビングは無人だった。それが、いきなりだ。

　驚いて振り返ると、ダイニングテーブルに誰かが座っている。

「おじさん、おばさん？」

　そこには亡くなったはずの綾あや音ねの両親がいた。

　そして、同じように綾音がいる。

　だけど、この綾音はいまの彼女ではない。なんの支えもなく立っているし、顔立ちもいまより幼い。

　あ……と思った。

　もしかして、これは……。

　気が付いて立ち尽くす遼りよう平へいの前で、誰かがドアを開けて入ってきた。

　声はない。

　そういえば音もない。

　入ってきた少年は、明るい笑顔でなにかを言っている。

「織おり音おん！」

　綾あや音ねの弟、織音だ。新品の中学校の制服を着て、照れた笑みを浮かべている。

　織音の姿を見てはっきりとした。

　これは、小学校を卒業した後の春休みだ。

　そして……。

「もしかして……」

　音のない世界で、制服姿の織音に綾音や両親がなにかを言っている。

　誰も遼平に気付いていない。どれだけ近づいてもこちらを向かないし、手を伸ばすとすり抜けてしまった。

　これは綾音による過去の再現だ。

　では、この後、起きるのか？

　緊張に体が強ばる。

　そのとき、遼平は織音の背後に立っていた。

　その遼平の視界の端から手が伸びた。

「うわぁっ！」

　いきなりのことに叫ぶ。

　だが、遼りよう平へいの叫びは誰にも届かない。飛び退のいた遼平を無視して、伸びる手は織おり音おんの首を絞め、持ち上げる。

　綾あや音ねと両親が驚き、駆け寄ろうとする。

　だが、もう一つの手が父親の方に向けられた途端、壁まで吹き飛ばされた。

　その腹から血が激しく溢あふれ出し、服の下で普通ではありえない膨らみが生まれる。

　音はないはずなのに遼平の耳が悲鳴を聞きつけ、痛みを覚えた。

　織音の首を摑つかんでいるのは、長ちよう身しん瘦そう軀くの男だった。

　猫背気味の立ち姿に迫力はない。だが、その顔は別だった。頰の瘦こけたその顔は、脂肪と一緒に優しさを削ぎ落としたかのようだった。眼光は鋭く、遼平はその目を見ただけで動けなくなった。

　坂さか崎ざき真しん司じとはまた違う、凶悪な暴力性を宿している。

　その男は、血を零こぼし続ける父親を無視し、母親になにかを言っている。織音と父親の間で動けなくなった母親がなにかを言い返している。

　言い合いは、しばらく続く。

　男は母親からなにかを聞きだそうとしているようだった。

　母親はそれを渋り、最後には織音の命を脅しに使われた。

　織音の首を摑んだ手が高さを変える。いままで、床にぎりぎり織音の爪先が届いていたのに、それが引き離される。

　織音が苦しさに足をばたつかせる。

　首くび吊つりの状態になったところで、母親がなにかを叫んだ。

　男は満足げな笑みを浮かべ、そして……父親と同じだろう謎の方法で母親の腹にも穴を開けた。

　[image: ]ほとばしる血にリビングの隅で震えていた綾あや音ねが悲鳴を上げる。喉を震わせている様子だけで音は聞こえないのに、遼平は耳を押さえた。

　目を閉じなかったのは、男に感じた怒りのためだ。

　そして、男はそのまま織音の首を絞めようとした。

　織音の足がバタバタと暴れる。首にかかった手に爪を食い込ませる。

　だが、男は動じることなく、ほんの少しの愉悦を唇の端に浮かべて手にかける力を増していく。

「やめろ！」

　友人が殺される。

　過去の映像だということも忘れて遼平は叫び、男に飛びかかる。虚しくすり抜けて、床を滑り、自分の無力さに歯は嚙がみした。

　ここにいなければならなかったんだ。

　遼りよう平へいの怒りは、長ちよう身しん瘦そう軀くの男に注がれ、そして自身にも注いでいた。

　ここにいなければならなかった。

　格闘技を習う理由に綾あや音ねを守ることをはめ込んだのだから、ここに遼平がいなければならなかった。

　危険に気付き、異常を察知して、遼平はこの場に駆けつけなければならなかった。

　だけど、そんなことはできなかった。

　このとき、遼平は家族で旅行に出かけていてそこにいなかった。

　こんなときにこそ近くにいないといけなかったのに、遠い場所で平和な時間を過ごしていたのだ。

　こんな平和な時間が壊れてしまうなんて想像もしていなかった。

　だけど、壊れてしまったのだ。

　睨にらむことしかできない自分の不ふ甲が斐いなさを嚙かみしめていると、男の体が揺れた。

　綾音が遼平と同じことをしていた。男に体当たりをしたのだ。体勢を崩した男が、織おり音おんを放す。

　男はそれに怒り、その手を振るう。

　綾音の背中が弾けた。

　飛散する血に、遼平は言葉を失う。

　遼平の怒りが沸騰する寸前、目の前の光景が止まった。

　男も、喉を押さえて咳せき込む織音も、自身に起きた凶事をいまだ理解していない顔の綾音も、全てが停止した。

　だが、全てが止まったわけではない。

　遼平は動けていたし、そして、たった一つのものが小さく変化を続けていた。

　それは、血の雫しずく、一滴だ。

　綾音から飛散した血の一滴。宙に止まっていたそれは、うねり、増大し、そして別のものへと形を変えていこうとしている。

　野球の球ほどまでに育つと、それは一気に変化した。血の球が爆発し、その中から、なにかが生まれた。

　あるいは、現われた。

　それは黒い女だった。絹のような光沢の服も、ヒールも、爪も、瞳も、髪も……蠟ろうのように白い肌と歯、血のように赤い唇を除く全てが黒かった。

「我が名は魔女王アリス」

　全てが停止した世界でその女は名乗った。

　誰に？

　遼平にではない。

　魔女王アリスの目は床に倒れた綾あや音ねに向けられている。

　そして、綾音の目が魔女王アリスに向いていた。

「わたしは才ある者が好きだ」

　魔女王アリスは綾音に微笑み、そう語りかけた。

　そして、手を差し伸べる。

「選びなさい。わたしに見初められた者。このまま死ぬか、それとも己の才に可能性を求めるか」

「あ……」

「長い交渉は性に合わないの。望むのはお前の命。その命に応じて、私は魔力を授けよう。月より惑星を覆う魔女王の魔力、そしてそれを使う知識。この場でお前の望みを叶かなえるのに、不必要なものではなかろう？」

「…………」

「さあ、どうする？」

　簡潔で、そして無慈悲な言葉だと思った。

　倒れたままの綾音は、伸ばされたその手を取った。

　止めることはできなかった。

　どう見たって魔女王アリスが善人には思えなかった。

　だけど、彼女の申し入れを受けるべきではないとも言えない。

　そんなことをすれば、男に殺されるだけだ。

　生き残るために選ぶべき道は他にない。ただの傍観者でしかない遼りよう平へいにだって、それはわかった。

「そうしてわたしは、なんとか弟の命を守ることができた」

　綾音の声だ。

　どこから？

　辺りを見回し、その声は魔女王アリスの手を取った昔の綾音が発したのだと、わかった。

　彼女は背中の傷を無視して立ち上がる。

　辺りが色を失い、全てが消えてしまった。

　綾音と遼平だけが色を失った世界に取り残される。

「だけどこのとき、わたしの体はすでに致死の領域に入っていた。内臓を損傷し、血を失い、死は間近にあった」

　血に染まった綾音がそんなことを言う。

「魔女王との契約によって得た魔力と知識は、その死を遠とお退のかせることも可能にした」

　淡々としたその口調が怖かった。

「だがそれは、恒久的なものではない。ただ、死を後回しにしただけだ」

　まるで、本当の綾あや音ねは死んでいて、遼りよう平へいの知っている彼女は全て偽者……そんな風に言われているような気になる。

　魔城の中で出会った綾音が全て偽者だったことも、そう思わせた原因だろう。

　いつのまにか、目の前の綾音がいまの綾音になっていた。

　今度こそ、本物なのだろうか？

　車椅子に座った綾音は、弱々しい笑みで自分の手を見つめている。

「わたしの体はこの通り弱いままだ。その気になれば普通の体にも、それ以上にすることもできる。だがそれは、サバトマリナで君の身体能力を上げたのと同じだ。魔法を使ってごまかすだけ。そのために消費した魔力はわたしの命をすり減らす」

　聞かされた事実に、遼平は震えが止まらなかった。

「それなら、この、夢も？」

「わたしの魔法だ」

　つまり、綾音の命を削って作られたものということになる。

　そんなとんでもないものだったなんて……。

　いますぐに止めさせなければと思ったのも束の間、すぐにその次の段階に考えが及ぶ。

（さっき、綾あや姉ねえはなんて言っていた？）

　自分の体を『致死の領域に入っていた』と、言った。

「魔女王の呪いを解くっていうのは……」

「わたしと魔女王との契約を解くということだ」

「待って……それって」

　綾音の肉体を死から遠ざけているのは、魔女王アリスとの契約によって得た魔力と魔法の知識だ。

　だけど同時に、肉体を維持するために使用する魔力は、綾音の命だという。

　つまりそれは、寿命ということなんだろう。

　肉体的な死を回避するために、寿命を削る。

　遼平には、矛盾しているようにしか思えない。

　だけど、そうしなければ綾音はいますぐに……。

「綾姉が死ぬことになるんじゃないのか？」

「本来なら、そうなる」

「なら！」

「そうならないために、この戦いを始めた」

　遼平の言葉を止めて、綾音は説明を先に進める。

「魔女王との契約を解除するだけでは、わたしは死ぬ」

「…………うん」

「だけどわたしは死にたくない。死にたく、なくなった」

　そう言ってから、綾あや音ねは少し苦しそうに遼りよう平へいを見た。

　だがすぐにその表情は取り払われ、厳しいものに変わった。

「だからわたしは、契約を逆手に取り、魔女王アリスから魔女王の地位を奪い取る」

「え？」

「そうすれば、わたしは生きのびることができる」

　正直に言うと、綾音の説明だけではなにを言っているのかわからない。

　だけど、生きのびることができると言う、綾音の言葉には希望がある。

　それなのに、綾音の表情は冴さえない。

「だが、わたしは焦りすぎた」

「え？」

「もっと慎重にならなければならなかった。もっと、遼平に相談すべきだった。勝つための算段をちゃんと整え、そしてことを起こすべきだった」

　それはつまり、いまの状況の反省だ。

　遼平は自分が腹を立てて暴走したことを思い出して息を詰まらせた。

「遼平は悪くない」

　顔色を察して、綾音は優しく微笑んだ。

「わたしは人の心を軽く考えていた。いや、魔女王の契約を甘く見ていたのだろう」

　その言い方には遼平を慰める以上の意味があるように感じられた。

「綾あや姉ねえ、なにか起きてるのか？」

「魔女王に気付かれた」

「え？」

　魔女王アリス。さっき見た黒尽くめの女が、綾音の企みに気付いた。

「なら、あっちから契約を打ち切るってことも？」

　遼平の頭に浮かんだ心配に、綾音は「大丈夫」と答えた。

「彼女も契約に縛られている。自分から破棄することはできない」

「そ、そっか」

「だが、邪魔はしてくるはずだ」

　綾音の言葉は、魔女王アリスの行動を確信しているとしか思えない。

「状況は絶望的だ。知識、技術、魔力。わたしが魔女王に勝てる要素は一つもない」

　さっきの映像では魔力と知識を綾音に与えると言っていた。

　それはつまり、綾音が思いつくことはアリスもまた思いつくということなのだろう。

　自分よりも格上の相手に勝つにはどうするか？

　相手が油断しているとき、相手が想定しない状況で、相手に再起不能の一撃を加える。

　つまりは、奇襲がベストだ。

　だけどそれは……。

「おれのせいで」

「遼りよう平へいはなにも悪くない。わたしが焦りすぎたことが原因だ」

　綾あや音ねの再びの慰めは、かえって遼平の情けない気持ちを強めた。

　だけど、いつまでも同じことを繰り返すわけにはいかない。

　綾音が諦めていないのは明らかだ。

　なにより彼女は前を向いている。

　そして、遼平に心を開いてくれたのだ。

　遼平が後ろを向いている場合ではない。

「これから、どうする？」

「なにがあっても、遼平は無事に帰す」

「え？」

　そう思っていたのに、いきなり違うことを言われた。

「いや、それって……綾あや姉ねえはどうなるんだよ」

「わからない。わたしの反逆を魔女王がどう受け取るかによる」

「そんな……」

　このままでは綾音はどうなる？

　生きていられるのか？

　無事で済むのか？

　冗談じゃない。

「綾姉。やろう」

「遼平。だめだ」

　綾音は諦めようとしている。遼平はそれがわかった。

　そんなこと、遼平が許せるわけがない。

「綾姉を見捨てるなんてできない。桜おう宮ぐうに挑戦すればいいんだろ？　やろう。今度こそ、勝とう」

「だめだ遼平。あの桜宮は、わたしの中の強い者のイメージを受けてできあがっている。無理だ」

「なら、なんでこんなことを始めたんだよ！」

　綾音の態度がもどかしくて、遼平は叫んだ。

　そんなことを言いたいわけではない。

「本当はこんなのは嫌なんだろ？　どうにかしたかったんだろ？　だから始めたんだ。なら、やりきろう」

「遼りよう平へい」

　諦めが勝っていたのなら、そもそもこんなことを始めなかったはずだ。

　方法を考えていたのは、綾あや音ねだって生きていたいと思っていたからのはずだ。

　遼平が自分の暴走に後悔していたように、綾音も遼平に相談なしに始めてしまったことを後悔している。

　だけど、後悔したから止めようというのは違う。

　諦めて欲しくない。

「おれは、綾あや姉ねえがいなくなるなんて、嫌なんだ」

　この言葉が最後のひと押しになってくれた。

　綾音の肩から力が抜け、長い息を吐いた。

「……本当はこんな挑戦なんてする気はなかった。このまま命が尽きるまで生きて、そのまま消えてしまうつもりだった。そのときは近かった」

　綾音の目は遼平を見る。

「だけど、それができなくなってしまった」

「うん」

「遼平。君がわたしを好きだなんて言うから」

　その視線の意味を見誤ることはない。綾音の気持ちが遼平にも見えた気がした。

「わたしは生きていたくなった」

「綾姉」

「生きよう。わたしは、遼平と生きていたい」

「うん」
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05　玉座争奪




　綾あや音ねの夢……学校の形をした魔城が元に戻る。

　色が戻り、生徒たちが戻る。

　遼りよう平へいは屋上にいた。

　本当なら生徒は入れないはずなのだが、綾音にお願いして梯はし子ごを下ろしてもらい、鍵も開けてもらった。

　たぶん、本来なら風雨で汚れきっているのだろうけれど、見渡す限りきれいだ。

　ベンチなんかがあれば、昼休憩には賑にぎわいそうだ。

「おー、屋上ってこうなってんだな」

　滅多に見られない光景を眺めていると、誰かが上がってきた。

　振り返ると、そこには大だい地ちがいた。

「どうしたんだよ、こんなところに呼びだして」

「ちょっと、付き合って欲しいんだ」

「そんな。おまえには綾音さんがいるだろう」

　わざとらしく仰のけ反ぞる大地に、遼平は脱力した。

「……風ふう薫かごっこはやめよう」

「だな」

　こちらの反応で大だい地ちはすぐに察してくれた。

「で、どうしたんだ。桜おう宮ぐう先輩に負けたのが、やっぱりショックなのか？」

「すぐに再戦しないといけないんだ」

「は？　なんだよそれ？」

　いぶかしげな顔をする大地に、彼ら魔城の住人はどこまでわかっているのだろうかと、遼りよう平へいは疑問に思った。

　綾あや音ねが作っているのだから、実は全てわかっているのではないのか？

　あるいは綾音の記憶以外の要素もあるのか？

　つい先日、二人を遼平の家に差し向けて様子を見ようとしたのだから、もっと直接的な意思を介入できるのは確かだ。

（まったく、綾あや姉ねえはあれで臆病だな）

　もっと早く本心を伝えてくれれば、こんな厄介なことにはならなかったかもしれないのに。

「だから、ちょっと付き合って欲しい」

　しかしいまは、綾音への愚痴はいい。遼平は大地の中に綾音が知る以上のものを求めて、この状況を作ってもらった。

　遼平は大地に向かって構えた。

　それでいつもの大地なら通じるのだ。

「マジかよ。しかたないなぁ」

「悪い」

　こちらの願い通り、大地も構えてくれる。

　遼平の習っている格闘技を知っているのは大地だけだ。

　ここに師匠がいない以上、大地を相手に、たとえ短い間でも訓練するしかない。

　お互いに基本の型を確認し、それから基本の攻めと受けを交互に行う。さらにそこから基本を組み合わせて攻める、受ける、師匠が流れ稽古と呼んでいるものを数種類繰り返す。

「桜宮先輩のシュヴァリエ、坂さか崎ざき先輩。あの人、強いな」

「ああ」

　大地の言葉に遼平は頷うなずいた。

「なんか、本能って感じだ」

　流れ稽古の合間に大地がそう言った。

「型を無視する連中って、勢いを殺されると一気に崩れたりするんだけどな」

　大地の感想に遼平は首を振る。

「いや、あの人はがむしゃらに見えて、突っ込むタイミングをちゃんと計ってる。こっちの気分を読むのが上手いんだ」

「野蛮じゃなくて獣だな。肉食獣だ」

　その言葉はすごく納得できた。

「罠わながあれば逃げる。こっちに隙があれば嚙かみつく。戦いの基本とは言え、それを徹底するのは並大抵の精神力じゃない」

　戦いの最中に仕掛けられた誘いを短時間のうちに罠か隙か見極めるのは、非常に困難だ。

　罠とわかっていても飛び込みたくなることもある。

　隙であっても罠かと疑いたくなる。

　坂さか崎ざき真しん司じはその境界線を凄まじい速度で見極め、判断が付けば迷いなくその選択のとおり行動する。

　そこに『もしも』や『あるいは』はない。

　どうしてそんなことができるのか。

　強きよう靱じんな精神力というだけで説明を付けていいのか。

　いや、違う。

　彼にはミスという概念がないのだ。勝つことにも負けることにも同等に愉悦を感じることができるのなら、恐れるものはなにもない。

「お、入り込んでるな」

　大だい地ちの言葉で、遼りよう平へいは考えに浸っていることに気付いた。

「悪い」

「いいよ。相手の心理に入りこめるのがお前の良いところだって、師匠も言ってたろ？」

「そうだけどさ」

　言われてはいたが、なにが良いのかはよくわかっていない。

　練習や試合をする相手が師匠と大地だけなのだ。そんなものがなくても、相手の動きの癖を覚えてしまう。

　それに、真司の考えがわかったとしても理解できるとは思えない。

「なら、どうする気だ？」

「どうすればいいと思う」

　真司を攻略する方法を考えたくて大地を呼んでもらったのだ。

　もちろん、ここにいるのは本物の大地ではない。だけど、二人で稽古をしていればなにか見出せるのではと思ったのだが。

「師匠なら、こういうときはどう言うかな？」

　ふと、大地がそんなことを呟つぶやいた。

　師匠なら、難敵を前にして勝つ方法をどう導き出すか。

　遼りよう平へいも大だい地ちも、しばらく考え込む。

　やがて、同時に顔を上げた。

　師匠なら、こう言うに違いない。

「ないものは作れ」





†






　戦いの場はすぐに設えられた。

　今回は道場ではなかった。

　最初に野の々の菫すみれと対戦したときのようなグラウンドだ。

　だが今回は、観客席には誰もいない。

　あの観客席を望んだのは誰だったのだろう？　綾あや音ね？　それとも菫？

（そういえば、野々先輩はあれからどうしたんだ？）

　ふと彼女のことを思い出した。あれから菫は姿を見せていない。

　しかし菫のことを気にしている余裕はなかった。

　目の前にはすでに桜おう宮ぐう姫き花かと坂さか崎ざき真しん司じがいる。

　あの二人もまた、現実の世界にいる本物とは違う。この魔城に含められた虚像に過ぎない。

　だけど、魔城の主である綾あや音ねに従うこともない。

　なぜなら、あの二人こそが綾音と魔女王との契約、その象徴だからだ。

「まさかの二連戦なんて、どういうつもりなの、綾音？」

　姫花が話しかけてくるとは思わず、遼平は驚いた。

「すみません、姫花さん」

　受け流すかと思ったが、綾音は素直に頭を下げた。

　遼平は桜宮姫花のことを噂うわさでしか知らない。坂崎真司なんて、名前も知らなければ姿も見たことがない。

　綾音の知り合いは全員知っているつもりだっただけに、実はこれにショックを感じてもいた。

　だが、遼平は綾音が魔女だということも知らなかった。

　それなら、桜宮姫花と坂崎真司は魔女関係での知り合いなのだろう。

　そして姫花への態度から見るに、綾音は彼女のことを苦手に感じている節がある。

「でも、どうしてもいまは、姫花さんに勝たなくてはならないのです」

「そう」

　無表情の反応がとても怖い。

　綾あや音ねの返答が姫き花かにはおもしろくなかったようだ。

「まぁいいわ。どうせ勝つのは、わたしだから」

　言い捨てて姫花は真しん司じを残すと定位置に移動する。

「綾あや姉ねえ。桜おう宮ぐう先輩と知り合いなのか？」

「桜宮家は日本にいる魔女では名門だ。魔女となった後、この契約を解くためにあの人のお母様に弟子入りして、色々調べていた」

「そうなんだ」

「それでこの方法を見つけだせた。姫花さんのお母様に受けた恩は、言葉では言い尽くせない」

「……もしかして、だから桜宮先輩とは戦いにくい？」

「…………」

　尋ねると、綾音にしては珍しく眉を寄せた。

「それもあるが、それ以上に、負い目、かな」

「負い目？」

「それはいい。それより、姫花さんのシュヴァリエを倒す作戦はできたのか？」

　やはり、その話になる。

　遼りよう平へいは真司を見た。

　彼は、気だるげに中央に立っている。

　初戦のときのような、肉食獣に目を付けられたような威圧感はない。

　それはおそらく、こちらの実力を知ってしまったからだろう。

　一度勝った相手、しかも日も置いていないことで期待できないと思われているのかもしれない。

　それで油断してくれるのなら勝利はこちらのものなのだけれど……。

「まぁ、なんとか……」

「それなら、期待しているぞ」

「わかってるよ」

　遼平は何とか頷うなずく。

　坂さか崎ざき真司。同じシュヴァリエである以上、彼に勝たなくては話にならない。

「そんなに気負わなくてもいい」

　どんな顔をしていたのか、背中を撫なでられた。

　だけどいまは、綾音に気遣われたくはない。

「それに、いざとなれば方法もある」

「だめだ」

　遼平はすぐにその言葉を遮った。

　彼女はいま、隠し持った切り札を繰り出すタイミングを窺うかがっている。

「遼りよう平へい」

「あの方法は、絶対にだめだ」

「わかったよ」

　遼平の必死な目を苦笑でかわし、綾あや音ねも定位置へと移動する。

　彼女の車椅子は手も使わずに車輪が動き、乗り手を運んでいく。電動モーターが付いているわけではない。

　それが彼女の魔力なのか、それともここが彼女の魔城だからなのか。

　改めて、彼女が魔女なのだと実感させられる。

「もう一つの作戦、忘れないでよ」

「わかっているよ」

　車椅子の背中に声をかける。

　視線を戻すと真しん司じがこちらを見ていた。

　少し、興味を持った顔をしている。

「さあ、ついに始まります。眩くら星ぼし綾音、柊ひいらぎ遼平コンビの挑戦！」

「しかし、二人はすでに桜おう宮ぐう姫き花か、坂さか崎ざき真司コンビに敗れています。時間をおかずのこの挑戦、勝機があるとは思えません」

　いきなり、あの司会と解説コンビの声が頭上で響いた。

　綾音の車椅子が止まり、振り返る。

「その通り、早すぎるリベンジ戦。そして前回は格の違いを見せつけられた敗戦でした。はたして今回、その差を埋めることができるのか？」

「絶望的だと思いますが」

　観客席から失笑が聞こえてくる。

　誰もいないはずの観客席から。

　まるで海外のホームドラマのような笑い声だ。

　綾音は肩をすくめ、これは自分の意図したものではないと示している。

　つまり、この音声は綾音が意識して言わせたものではない、ということだ。

　綾音の世界で、綾音の思うとおりにいかないものがある。

「魔女王の干渉が始まっている」

「大丈夫なのか？」

「契約違反をしているわけではない。魔女王も直接は手を出せないだろう。だが、嫌がらせはしてくるはずだ」

「嫌がらせ」

（これが魔女王アリスの嫌がらせ、っていうことか？）

「まさしく、だろう？」

「負けてたまるか」

「それでこそ、わたしのシュヴァリエだ」

　失笑はいまだに続いている。

　悪意のある笑い声というのは、嫌なものだ。

　腹も立つし、同時に心に圧力をかけられる。

　不可視の手が心を握りつぶしにかかっているようだ。

　反抗心が失われた瞬間に、心が潰れるに違いない。

　その瞬間を、昔、見たことがある。

　風ふう薫かと出会った時のことだ。

　中学一年生のときの風薫は、いまよりも幼くはあったかもしれないけれど、それでもクラスメートの誰よりも体が成長していた。

　簡単に言えばナイスバディだった。

　いまはそれを持ちネタに大だい地ちをおちょくったりできるけれど、その頃は成長が早すぎる体を持て余し、恥ずかしがっていた。

　そんな風薫を思春期に突入したばかりの中学生男子たちは見逃さなかったし、それに女子が面白くないという反応をしていた。

　そうこうしているうちに、陸上部のイケメン先輩が風薫に告白したのだ。風薫はしどろもどろで断ったのだけど、その後が大変だった。イケメン先輩のことが好きなクラスメートがそのことを知り、仲間と結託して風薫へのイジメを始めたのだ。

　最初、イジメは部活内だけだったようなのだけれど、日を置かずクラスでも行われて、遼りよう平へいも事情を知ることになった。

　遠巻きに見守る女子たちのニヤニヤ笑いに潰れそうになっている風薫を見て、遼平はなんとかしないとと思ったのだ。

　なぜなら、そのときの風薫の表情は病院で見た死にかけた綾あや姉ねえみたいだったからだ。

　それから、すでに陸上部内での事情も知っている大地と協力して、いろいろと動き回って味方を増やした結果、イジメに参加していた連中が陸上部を辞めたことでとりあえず収まった。

　ただし、遼平たちはその後もそのグループから敵視されていたけれど。

　ともあれ、あのときに感じたものと同種の、そしてそれをより濃くした空気がここにあると感じた。

（風薫にやったのと同じことを、綾姉にするつもりか？）

　この笑い声は、そういうことなのだ。

　風薫のときにも感じた怒りと反抗心がふつふつと湧き上がってくる。

　この笑い声を見返してやりたい。

　弱者だと思われているのなら、その事実を覆してやりたい。

（絶対に、勝つ）

　握りしめた拳になにかが触れる。

　綾あや音ねの手だった。

　戻ってきた綾音が、遼りよう平へいの拳を撫なでていた。

「…………」

　遼平は拳を解ほどき、綾音の手を握る。

「さあ、行こう。生きるも死ぬも、君とともにある」

「わかった」

　綾音の手が離れ、今度こそ彼女は自身の場所へと向かった。

　拳を握り直す。

　さっきまでの力任せの拳ではない。

　だけど、さっきよりも強い拳ができた。

　真しん司じの前に移動する。

　さっきまでの退屈そうな顔は、消え去っていた。

「この間のじゃ、懲りなかったか？」

「はい」

「はっ、生意気な返事だ」

　真司は腹を立てた様子を見せない。予想通りに楽しげだ。

　そう、本物もそうなのかわからないが、坂さか崎ざき真司はやはり喧けん嘩か屋なのだ。

「それじゃ、見せてくれよ。ハッタリじゃないところをよ！」

　戦いが始まる。




　空気を裂くのではなく、破裂させる。

　真司の拳が体の側を過ぎる音はそれぐらいに重い。

　当たれば痛いだろう。

　だが、当たらない。

　遼平と真司は肩が触れ合うほどの距離まで接近していた。

　すぐ近くを一撃必殺の拳が行き交うが、遼平は確実に避よけ、捌さばいている。

　危ないときもあったが、そういうときは不思議と拳の速度を遅く感じた。

「はっ！」

　一つも当たっていないのに、真司はとても楽しそうだ。

「お前んところの魔女もようやくやる気になったか？」

　真しん司じもわかっている。

　彼の拳がときどき遅くなること、遼りよう平へいの動きがときどき速くなること、そのまた逆もしかり。視界が霞かすみ、あるいは鮮明化し、思考の回転が速くなり遅くなる……。

　第三者の手によって動きに、能力に、変化が加えられている。

　全て、二人の魔女が二人のシュヴァリエの戦いに介入しているからだ。

「前よりは楽しめそうだ。だが、なっ！」

「くっ！」

　自らの動きが緩急狂いっぱなしなのに、真司はそれをまるで気にしない。自ら暴風と化し、後は力のままだ。

（魔女の干渉を受け入れながら、それをものともしない）

　自分の力が自分の思いのままになっていないことを受け入れ、それさえも自らの戦いの制限として楽しんでいる。

　自らの圧倒的な力を信じる一方、それに退屈していた。

　その状態を、自分以外の力によって変化させることに楽しみを感じている。

　だからこそ、己の変化に迷わない。驚かない。混乱しない。

　変わらないこと。

　それこそが、坂さか崎ざき真司の強みだ。

「もっとおれを楽しませろよ！」

　拳に稲妻のごとき殺意を乗せて襲いかかってくる。

（相手の気分に乗るな！）

　それだけを強く念じ、後は流れに任せる。それこそが師匠に習った遼平の戦い方だ。

『ないものは作れ』

　勝機がないなら、作ればいい。

　ないと思うからないのだ。ないと思うから、作ろうと思って焦る。

　限界を超えることなどできるはずがない。いまあるもので勝つ。それこそが現実だ。

　師匠の言葉、『ないものは作れ』には続きがある。

『だが、本当にないのか？』

　己に問え、本当に『勝機はない』のか？

　いいや、ある。




「おおっと！　坂崎真司の攻撃が止まらない。止まらない！　止まらな～～～～い!!」

「まるで勝負を急いでいるようですね」

「坂崎選手は戦いを楽しむ傾向があるのですが、さすがにこの連戦は彼も興ざめしているということなのでしょうか？」

「かもしれませんね」




「はっ、勝手なことを言ってるな！」

　猛攻が止まる。さすがの真しん司じでも息が続かなかったようだ。

　むしろ、いままで止まらなかったのが不思議だ。

　それを言うなら遼りよう平へい自身もそうだ。

　二人の息を長引かせていたのは、お互いの魔女たちだ。

　それにも限界はあった。

　真司は楽しそうに目を細めている。

「お前、この前とはちょっと違うな」

「そりゃ、気付いたからね」

「なにに？」

「あんたにおれが負ける理由がないことに」

「へぇ、どうして？」

「わからないか？」

「わからないから、聞いてんだけど」

「そうかい」

　一瞬だけ、視線を外した。

　その瞬間、真司が動いた。

　距離を開けたことで彼の長い腕を目いっぱい活かしたストレートが放たれる。

　それを待っていた。

　この距離で隙を見せればこの攻撃が来る。

「わかっていた」

　来るとわかっていれば、どれだけ速かろうと関係ない。

　予想通りの軌道を通る拳を避よけ、逆にこちらの拳を食らわす。

　カウンター。

　螺ら旋せん貫ぬき。

　野の々の菫すみれのケルベロスを沈黙させた浸しん透とう打だが真司の腹部で爆発する。

「ごうっ！」

　回転力を宿した拳が真司の横隔膜に食い込み、息の全てを絞り出す。

　どれだけ魔法がすごかろうと、どれだけ真司がタフだろうと、空になった肺の苦しみをなくすことはできない。

「てっ……」

「てめぇ」と言いたかったのか。

　この状況でまだなにかを言おうとする執念は凄まじい。

　そして、放っておけば魔法で体力を回復させられるかもしれない。

　遼りよう平へいは止まらない。

　腕うでを摑つかみ、引き倒す。

　柔道で言う腕ひしぎ腋わき固がために近い形で真しん司じを押さえ込むことに成功した。

「前回は、あんたの迫力に負けた。それは認める」

　押さえ込んだまま、遼平は語る。

「だけど、あんたは変わらない人間だっていうことも前回でわかった。それなら、前回に似たテンションで戦えば、同じ動きをする」

　だから、倒すための作戦があるんだと見せかけた。綾あや音ねに話しかけ、彼女にもちょっと、芝居をさせた。

　一度勝って相手の実力をわかった気になっていた真司は、それで少し興味を惹ひかれた。

　戦って、遼平が前よりもうまく立ち回るから、さらに戦いに引き込まれた。

「戦いに没頭すればするほど、あんたの戦い方は単純になる。だけどこっちには、長年練った技がある。何も考えなくても、何通りにでも変化できる」

　同じ技は二度と食らわない。

「あんたは確かに強い。だけど、ただ喧けん嘩かがしたくて強くなった奴と、おれの強さは違う」

　綾音を守りたくて、遼平は本気になって格闘技を学んだのだ。

「あんたは、おれには勝てない」

「ぐっ……」

　ひじの痛みで真司が顔をしかめた。

　腕ひしぎ腋固めは、柔道では反則をとられやすい危険な関節技だ。

　肘関節に技をかけた者の体重がかかるため、靱じん帯たいを痛めたり骨折したりする場合もある。

「ぐっ！　てめぇ！」

　痛みをこらえ、真司がこちらを睨にらむ。

　この負け方は気に入らないのか。

　しかし、負け方を選ぶなんて贅ぜい沢たくな話には付き合っていられない。

「もう逃げられない。ギブアップしろ」

「ぐぐっ！」

　痛みに堪える真司を遼平は追い詰めていく。




　そのとき、綾音は姫き花かの前にいた。

　シュヴァリエたちの戦いに姫花の意識が集中している間に、綾音は静かに移動した。

　前回とは逆の状況だが、姫き花かは慌てた様子を見せない。

「あら、綾あや音ね。あなたから来るなんて。一応は先輩を敬っているの？」

「姫花さん。降伏していただけませんか？」

　そう言った瞬間、姫花は静かに笑った。

「たかがシュヴァリエが動けなくなったぐらいで？」

　前回の戦いでは、遼平が倒れた時点で降伏した。姫花はそのことを揶や揄ゆしているのだ。

「…………では、しかたありません」

「ふふ。そうね、あなたにはまだ切り札がある」

　姫花の態度はおかしかった。

　不審を感じつつもこの流れを止めることはできない。

「…………」

　綾音は無言で車椅子の肘掛けを叩たたいた。

　その途端、綾音の車椅子が変化した。椅子部分を残し、車輪が形を解ほどき、別のものへと変わる。スポークなどの金属部分は寄り集まって筋肉となり、ゴムは伸びて広がり表皮となる。

　そこに生まれたのは綾音を背負う四よつん這ばいの人型だった。大人の四倍ほどの大きさのそれが、さらに巨大な手を使って姫花を摑つかむ。

　少し強めに摑んだ。

　桜おう宮ぐう姫花は気丈な人物だが、痛みに顔をしかめるぐらいはするはずだ。

　だが彼女は、笑っていた。

　綾音の知らない表情だった。

「そう、あなたにはその、車椅子に擬態したゴーレムがいる。あなたに近づかれる前に策を講じなかった桜宮姫花の負け」

　他人事のように姫花は語る。

「あなた……」

　そのことがなにを意味するのか、綾音はすぐにわかった。

「でも、それはあなたがそうなったらいいなという希望を反映した結果にすぎない」

　姫花は笑っている。綾音の作り上げた姫花のような上品で傲慢な笑い方ではなく、人を侮蔑した嫌な笑い方だった。清せい楚そに閉じられているはずの唇を引き伸ばし、頰に深い皺しわを刻んでいる。

　ここにいるのは、桜宮姫花ではない。

「ここはあなたの魔城。あなたの世界。あなたの希望が反映される。いかに心に重くのしかかる不条理でも、あなたの心が変われば、それは瞬く間に反転する。勇気は希望を生み、絶望を打ち倒す。それが望ましい物語の結末」

　陶酔とともに語り、嘲笑とともに言葉を繫つなぐ。

「でもね、あなたの心変わりだけで物語が終わるのは、つまらないと思わない？」

「魔女王、アリス」

　彼女だ。

「ええ、そうよ。わたしが来た」




　その瞬間、世界が変わった。




　肘を極きめて押さえつけていた坂さか崎ざき真しん司じが、消えた。

　だが、かけていた力が失われたわけではない。

　それどころか、逆にそれ以上の力で突き飛ばされた。

「な、なんだ」

　地面を転がされた遼りよう平へいは、滑る体を止め、立ち上がる。

　変化は一見してわかった。

　戦っていた場所が変わっている。さっきまではスポーツを競う現代的なグラウンドだったのに、いまは石造りのコロッセオになっている。

　快晴だった天気は雷鳴轟とどろく曇天に変わった。
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　陸上競技ができる整地された地面は、石の転がる荒れ地になった。

　坂さか崎ざき真しん司じだったシュヴァリエは、全身鎧よろいの西洋の騎士に変わった。

　桜おう宮ぐう姫き花かの立っていた場所には、黒い巨人とその背に座す綾あや音ね、そして巨人に捕らわれた黒尽くめの女がいた。

　黒尽くめの女は残酷な笑みを浮かべて綾音を見下ろしている。

「あなたに魔女王の契約書を開くことができるかどうか。わたし自身が試してあげる」





†






「まさか！　まさかまさかまさかまさか!!　魔女王アリス御自らが登場!?」

「いえ、本人はあくまでも月にいるはずです。ここにいるのは眩くら星ぼし綾音選手との契約によって生み出された……」

「うるさい」

　アリスが一言呟つぶやくと、それだけで司会と解説の声が消えた。

「綾音、あなたの心の声って、とてもうるさい」

　睨にらまれ、綾音は硬直してしまっている。黒い化け物に乗っている綾音の方が一見して有利に見えるのに、彼女は怯おびえを隠せないでいた。

　そんな綾音の反応を、アリスは楽しんでいる。

「でも、それはそうよね。諦めない者というのは、うるさいものよ。生命の音をこれ見よがしに鳴らしあげる」

　余裕の顔で語るアリスに、綾音はなにもしない。

　相手に吞のまれているのか？

　だが、なにか声をかけねばと思う遼りよう平へいも、何も言えないでいる。

（やばい。この空気はやばい）

　声を絞り出そうともがいていると、さらに信じられないことが起きた。

　するりと巨人の腕から抜け出し、アリスが地面に降りたのだ。

「あのとき、あなたが上げたか細い生命の音はとても魅力的だった。消える前の燃え盛る炎の美しさ。あの輝きを考えれば、今日のことは予想も付く」

　抜け出したアリスを、巨人は捕まえようとしない。

　主人である綾音の命令がないからだ。

（綾あや姉ねえっ！）

　見れば、綾音の顔は青ざめている。

　吞まれているのはわかっていたけれど、その反応はそれ以上のように思えた。

（もしかして、怯おびえているのか？）

　戦う決意をしたというのに、それでもなお、怯おびえる心に勝てないのか？

　綾あや音ねにとって、魔女王アリスとはそれほどまでに恐ろしい存在だということなのか。

　そんな綾音を、アリスはどこか愛しげに見つめている。

　ぞっとするような歪ゆがんだ愛の視線だ。

「でも、だからこそ、わたしはあなたに契約を投げかけた」

「なぜ？」

「あなたという生命をわたしのものにするために」

　アリスがそう言った瞬間、遼りよう平へいを束縛していたなにかが弾けた。

「させるか！」

　あんなものの近くに綾音を置いておくわけにはいかない。

　すぐにでもアリスから綾音を引き離さなくては。

　あれは、捕食者だ。

　坂さか崎ざき真しん司じを肉食獣と呼んだが、あれはしょせん形容だ。本当に喧けん嘩か相手を食らうわけではない。

　だが、魔女王アリスは本当に捕食する。

　綾音の生命を、魂を、本当に食らう気だ。

　急ごうとする遼平の前に、鎧よろい騎士が立ちふさがる。

「どけよ！」

　遼平は吠ほえ、拳に力を込める。

　なんのつもりか知らないが、この現代で全身鎧とは。

　鎧が重すぎて、馬から落ちたら従者の助けなしでは立ち上がれないなんて話を聞いたことがある。

　そんなものを着込んだ相手と殴り合うのは時間の無駄だ。

　どうせ鈍足。

　こちらは身軽だ。

　殴ると見せかけて、そのまますり抜けてや……。

「なっ！」

　フェイントをかけて駆け抜けようとした。

　だが、鎧騎士はこちらの予想以上の速度で動くと前に立ちはだかり、その手に握った鉄球付きの棒、メイスを振り下ろそうとしている。

「ぐっ！」

　慌てて体を捻る。

　メイスの一撃は避よけたものの、砕かれた地面の破片に押され、後退を余儀なくされる。

「遼平！」

「大丈夫だ！」

　綾あや音ねの悲鳴に、遼りよう平へいは大声で答える。

　思った以上に彼女の心は弱い。

　自分は大丈夫だと主張しなくては、彼女はアリスを前にしたストレスで潰れてしまうかもしれない。

　綾音に大丈夫なことを示すためにも、こんな時代錯誤の騎士は相手ではないことを証明しなくては。

「そんなシュヴァリエに負けないでもらおう」

　こちらの気分がわかっているかのように、アリスは笑う。

「それはたかだか十五世紀から使っている程度のものなのだからな」

「たかだか」に嫌味をたっぷり含んで、アリスは言い放った。

「なっ」

　遼平は絶句した。

　十五世紀からとはどういうことだ？

　目の前の鎧よろい騎士は、十五世紀から生きているということか？

　いまは二十一世紀だ。

　とんでもない時間感覚を突きつけられ、遼平は唸うなった。

　月に住むなんていう話は真に受けていなかった。

　だけど、この非現実的な鎧騎士を見ていると、そんな話にも真実味があるような気がしてくる。

「魔女王、あなたは一体……」

　綾音の声は震えている。

　そんな彼女を見て、アリスは笑っている。

「わたしがいつから月にいて、いつからこの星を見守っていると思っている？　いつから魔女たちを支配していると思っている？　あなたのような愚か者をどれだけ相手にしてきたと思っているの？」

　アリスは笑う。

「儚はかなげな少女の願いを、一体幾つ摘み取ってきたと思っているのかしら」

「まさか、綾あや姉ねえにしたことを他にも」

　こんなことは初めてではないのだと、アリスは笑っているのだ。一度は振り払った硬直が、綾音を通して遼平を再び襲おうとしているのを感じた。

　綾音に魔力を与え、その代わりに生命を吸う。

　それと同じことを、他の魔女にもしている？

　魔女たちの生命を吸って、魔女王は生きる？

「わたしは魔女王アリス。魔女の始まりにして永遠。魔女の命そのもの」

　こちらの思考を読んでいる。

　いや、そう考えるように導いている？

　そう考えれば魔女王アリスが、こちらをどうさせたいのか、わかる。

　自分の望むままに遼りよう平へいたちの感情を揺さぶるのが目的だ。

　だとしたら、恐怖で縮こまった心を、次はどうする？

　答えは簡単……。

「あなたたちはわたしを生かすための餌でしかないのよ」

　怒らせるに決まっている。

「お前っ！」

　誘いだ。

　そうだとわかっていても、感情は爆発した。

「そうやって、綾あや姉ねえを利用したのか！」

「わたしが利用しなければ彼女は死んでいた。逆転の機会を与えてやっただけ、感謝して欲しいものね」

「黙れ！」

　冷静になれと、心のどこかが叫んでいる。

　これは罠わなだ。

　こちらの感情を動かし、悪手を打たせるためにやっていることだと訴えている。

　そうだとわかっているのに、止められない。

　綾あや音ねの命をおもちゃのように扱っていることが許せない。

　アリスの所へ行こうとするのだが、鎧よろい騎士がそれを阻む。

「どけよ！」

　遼平の叫びに、鎧騎士はメイスで応える。

「だめね、その程度では」

　アリスの嘲笑が、さらに遼平の心をかき乱す。

　そして魔女王は綾音に目を向ける。

「それはあなたも同じよ、綾音」

「うあっ！」

　アリスが手を伸ばした途端、綾音を乗せていた巨人が突然立ち上がる。元は綾音の車椅子だ。その背には彼女がいた。

　巨人が立ち上がったために綾音は落ち、その彼女を巨人が摑つかむ。

「くぅ」

「綾姉！」

　焦りがさらに動きを悪くする。

　そこにメイスが飛び込んできた。自ら飛ぶことで衝撃を逃がすことはできたが、肋ろつ骨こつに鈍い傷みが張り付いた。もしかしたら折れたかもしれない。

　その間に、アリスは綾あや音ねを追いつめていく。

「あなたがどれだけ他で手段を覚えようと、わたしを超える魔法理論を作り出すなんて無理」

　微かに指を動かしただけで巨人が解ほどけて形を変え、綾音を縛る鎖となる。

「さあ、おとなしくわたしの命になりなさい」

　アリスの声は、むしろ優しく響いた。

「命」

　その言葉が遼りよう平へいの焦りを極限に至らせ、そして一つの記憶に火をつけた。




　桜おう宮ぐう姫き花かに再挑戦する、少し前だ。

　綾音はこう語った。

「魔女王はわたしの命を求めた。だがそれはどういうつもりでだったのか、それをわたしはずっと気にしていた」

「どういうつもりって？」

「ただの嫌がらせか、それともそれ以上の意味があるのか」

「それ以上の意味って……正直、魔女のことはわからないよ」

　魔女のことを知らなかった遼平には、考えもつかない。

「魔女王は魔女の歴史のほとんどに登場しているそうだが、普通の人間にそれほどの長生きができるはずもない」

「いや、それを言うなら月にいるっていうのも噓うそっぽいし」

「そうだな」

　冗談と受け取ったのか、綾音が微笑んだ。

　だが、すぐに表情を引き締める。

「そう。尋常ではないのが魔女王アリスだ。そして、その非現実的なことを可能にしているのが……」

「綾あや姉ねえとの契約？」

　遼平の言葉に、綾音は頷うなずく。

「魔女たちとの契約だ」

　それが彼女の結論。




　縛られた綾音にアリスが手を伸ばす。

「そうやって、命を吸うのか!?」

　鎧よろい騎士に阻まれた遼りよう平へいは、叫ぶことしかできない。

「そうやって他人の命を吸って、お前は月でのうのうと生きるつもりか!?」

　遼平の言葉にアリスは無言で手を止めた。

「その手の文句でわたしを詰なじったところで無駄だぞ。聞き飽きている」

「くっ……」

「だが、まぁ、いい」

　アリスはもう笑っていなかった。

「そう。あなたたちの考え通り、わたしは魔女たちの命を吸い、永い時を生きている」

　それを語る表情の平板さが遼平の心を握りつぶした。

　人形のようであり、人形とはまた違う。

　無表情とも違う。

　遼平が感情を読み切れないレベルになっているのだ。

　ゼロに近くなっている？

　違う、そうじゃない。

　ふいに、理解できた。

　さっきまでの笑いは芝居だ。

「だがまぁ、それとて理由がないわけではないのだけど……」

　本当のアリスは、もはや感情の動きが死にかけている。遼平にはそうとしか理解できない。

　ただ、機械的にその命を長らえているだけの存在だ。

　そんな風に思えてしまった。

「しかし、それをあなたたちに話したとしても仕方のないこと。たかが命一つに右往左往するような人たちが知っても、意味はない」

　一度は止めた手が綾あや音ねに向かって動き出す。

　その手から光が漏れ、糸のように揺れながら蛇のように首をもたげ、綾音に絡みつく。

　両者が繫つながり、光が増す。

「綾あや姉ねえ！」

　遼平の叫びは無視された。

「うるさい羽虫を生かしておく意味もない。契約を一気に履行しましょうか。綾音」

「う、うう……」

　その言葉とともに、二人を繫ぐ光の糸が見る間に太くなり、光が強くなる。

「その命、魔力に変えて燃やし尽くしなさい」

「あ、ああ……」

「綾あや姉ねえ！」

　声に応じたように、綾あや音ねがこちらを見た。

　覚悟を決めた目だ。

「遼りよう平へい……たの……む！」

　切り札を使う。

「くっ！」

　止めるなんてできない。

　これは綾音の命の瀬戸際なんだ。

　覚悟を決めた瞬間、全身に凄まじい力が漲みなぎった。

　最初の契約励れい起きのときとも、さっきの坂さか崎ざき真しん司じとの戦いのときとも比にならないような凄まじい力だ。

　自分の体が燃えていないのが不思議なほどに、熱を感じる。

　熱量……それは即ち、綾音が授けてくれた戦う力だ。

「うおおおおお!!」

　雄叫びをあげ、アリスに向かう。

　その前に鎧よろい騎士が立ちふさがるが、もはやそいつなど相手ではなかった。肋ろつ骨こつの痛みもすでにない。

　鎧騎士が振り上げたメイスを振り下ろすよりも先に遼平がそれを砕き、鎧も砕いた。

　空洞の鎧が崩れ落ちる音を背後にして、アリスへと迫る。

「ふむ。やられる前にやれという思考ね。でも……」

「っ！」

　倒したはずの鎧騎士が再び現れ、眼前を塞ぐ。

　それだけではない。

「わたしのシュヴァリエが一人だなんて、言ってなかったわよね？」

　同じような鎧騎士だけではない。日本の鎧武者もいる。銃を持つ者、剣や刀、槍やりを構える者、様々な国の軍人、無数の男女が現れ、遼平とアリスの間を埋めた。

　時代と国を超えた戦士の群れが、遼平と綾音の間に立ち塞がる。

　この人たち全員が魔女王アリスのシュヴァリエだというのか。

「なっ！　くっ……」

「さあ、絶望しなさい」

「くそっ」

　シュヴァリエたちが一斉に襲いかかる。

　強力な魔力に支えられた遼平にとっては、一人一人の動きはそれほど敏びん捷しようではない。

　だが、この数ではどうにもならない。

　いまのままでは。

「くっ……やっぱり……」

　遼りよう平へいの様子を見ていたアリスは、彼の動きが鈍るのを確かめ、綾あや音ねの方を向いて意外な顔をした。

「あら、思ったより諦めが早い。あなたを助けるために、命も捨てられるぐらいの顔をしていたのに」

　アリスの笑顔がないことに、綾音も気付いていた。

　彼女を見た瞬間、綾音はあの日のことを思い出していた。父は死に、母も死に近づき、弟が殺されそうになっていた。

　絶望的な状況の中で現われた魔女王アリスの姿は、その邪悪さとともに希望にも見えた。

　だからこそ、手を伸ばした。

　だがその希望は絶望にすり替わった。綾音の命を引き延ばしながら、その実、綾音の命を奪っていく。その場の死を乗り越えた代わりに、その後の生命を吸い取られる。

　どちらを選んでも、結果は死だ。

　その絶望と闘うために、遼平にすがってしまった。

（わたしは、すがってばかりだ）

　だけどいまこのときは、すがるだけにはならない。

「そう見えるとしたら、あなたは予想以上に愚かだ」

「あら、綾音。負け惜しみ？」

「負け惜しみ？　違うな」

　覚悟はもう決めていた。だけど、まだ後ひと押し、自分の気持ちを奮い立たせていなかった。

　その半端さは、綾音そのものだ。死を乗り越えながら結局は殺されていく。逆らうと決め、もっとも大事な人を巻き込んでおきながら、心を開けなかった。

　だけどもう、その半端さはかなぐり捨てなくては。

「わたしたちの戦いは、ここからだ」

　その瞬間、綾音を包む光がより激しくなる。

「遼平！」

「ええい！」

　呼びかける。遼平も気付いていたようで、応じる声には苛いら立だちがあった。

　そもそも彼は反対していた。

　だけど、このままではだめなのだ。

　一度、なにもかもをかなぐり捨てなくては、これから先にあるものは得られない。




「くそっ！　くそっ！　くそっ！」

　苛いら立だちが全ての感情に勝り、遼りよう平へいを支配する。

　それは新たな力となって遼平を支え、数に押されつつあった現状を前へと押し進めた。

　遼平は突進を再開する。

　眼前に立ちはだかった鎧よろい武者が槍やりの一撃を突き出してくる。

　心臓を狙う穂先を間一髪で躱かわし、槍の柄を摑つかみ、奪いにかかる。

　その力は圧倒的だ。奪われまいと踏ん張る鎧武者ごと持ち上げると、シュヴァリエたちの群れに投げ込む。

　思わぬ一撃を受けた彼らが、吹き飛ぶ。

　その空間に遼平は踏み込み、さらに槍を振り回して切り開いていく。

　槍にあたったものはなぎ倒し、避よけた者は放置する。

　突進を阻もうと一挙に迫られるや、槍を使って棒高跳びの要領で跳躍し、さらに前へと進む。

　槍は切り捨てられたが、遼平は拘こだわらない。

　着地と同時に周囲の敵を槍の柄で薙なぎ払い、さらに正面から迫ってきたマスケット銃と細剣を持った男を踏み台にしてさらに先へと進む。

「お前らの相手をしてる暇はないんだよ！」

　言い放ち、さらにさらに先へと進む。

　だが、魔女王のシュヴァリエたちは続いて途切れない。

　倒しても、立ち上がる。

　追い抜いても、なぜか前から現れる。

　絶望的な厚さで壁を作り、遼平と綾あや音ねの距離を埋めさせない。

「無駄な努力が好きなようね」

　アリスの声は冷たい。

　彼女が指を振ると、シュヴァリエはさらに増えていく。

　倒れた者が起き上がり、引き離された者が元の場所に戻ってくる。

　綾音と遼平との間は、距離にしてはそれほどではない。だが、現実には無限にも等しく思える。

　無駄な足あ搔がき。

　アリスはそう思っている。

　ずっと、そう思っている。

　だけど、遼平はそう思っていない。

　もちろん、綾音も思っていない。

　必死にこちらにやってこようとする遼平の姿が綾音に勇気をくれる。

　諦めるという選択肢はもうない。

「うん？」

　アリスが首を傾げた。

「綾あや音ね？　なにかした？」

　なにかがおかしいとようやく気付いたようだ。

　遼りよう平へいの進みは遅くなった。

　だけど、押し返されなくなった。

　そして、シュヴァリエたちの動きがみるみる遅くなっていく。

　アリスはこう思っているだろう。

　綾音がなにか魔法を使ったのではないか？　と……。

「いえ、あなたの魔法がわたしに通用するはずが……」

「ないと思うだろう？」

　綾音が口を開く。

　もう震えてはいない。

　魔女王アリスは、恐れるべき存在ではない。

「なに？」

「だけど、方法はある」

　魔力に燃やされながら綾音は微笑んだ。

「いま、お前はわたしの命を全て魔力に変換しようとしている。わたしはそれに逆らわない」

　逆らっても無駄だ。

　これは契約なのだ。無理強いされたわけではない。自分の命惜しさに綾音自身が承諾した契約だ。

　だから、この流れは止められない。

「わたしの命は魔力に変わる」

　だけど、加速させることはできる。

「わたしはそれを遼平に注ぎ込むのみ」

　遼平の勢いがそれを証明している。

　もはや、自分の命を長らえさせるために、使う魔力を節約するようなことはしない。惜しんだりはしない。

　惜しむ理由はない。

　魔力を惜しむことこそが、敗北に繫つながる。

　命を惜しむことこそが、魔女王を強者の立場に押し上げている。

　命を捨てた先にこそ、勝利の光はある。

「わたしは賭けに勝った」

「なんですって？」

「あそこにいるシュヴァリエたちを見て、わたしは確信した。わたしは賭けに勝った」

「だから、なにを……」

「あのシュヴァリエたちは、あなたのものではない。そうだろう？」

「…………」

「全て、あなたと契約し、そしてあなたに命を吸い尽くされてしまった魔女たちのシュヴァリエだ」

　アリスは答えない。

　その沈黙こそが答えだ。

　綾あや音ねの命が全て魔力に変わったとき、綾音も魔女王アリスの一部になるのだろう。そして遼りよう平へいもあのシュヴァリエたちの一人になる。

　シュヴァリエは、それぞれの魔女たちと契約しただけだ。本来なら魔女が死んだ時点でシュヴァリエたちは自由になるはずだ。

　そうはならない。

　それはつまり？

「魔女たちは死んではいない。全て、あなたの中にいる。魔女たちのした契約はあなたの中で生きている」

「それがなんだというの？」

「つまりは、わたしのした契約を、あなたは無効にはできないということだ」

　遼平の勢いは止まらない。

　もはや数に意味はない。ただ、時間を稼ぐだけの存在となってしまっている。

　シュヴァリエたちの動きはさらに遅く、そして弱くなっている。

「……これは、どうして？」

　アリスの表情が変化した。無表情から、呆ぼう然ぜんとして、そして驚きへ。

「は、ははは。あなたにもわからないか」

「綾音！　あなたなにを……」

「わたしの命を捧ささげているだけだよ」

　綾音は魔女王との契約によって生きながらえている。だがその契約では、生きながらえるための魔力を魔女王から供給してもらう代わりに、綾音の魂を捧げなければならない。

　捧げる魂の量に応じて、供給される魔力の量も決まる。

　命を長く保もたせるために細々と魔力を使ってきた綾音だからこそ、気付くものがあった。

　綾音の魂は魔女王を介して魔力となる。

　だが、魂と魔力は別々のものではない。性質こそ変化しているが、それは同じものだ。

　捧ささげられた綾あや音ねの魂は魔女王の魔力に変換されるが、契約によって決められた比率に従って綾音へと一部が戻っていく。

　変換比率を決めたのは、魔女王だ。

　魔法のことをなにもわかっていない綾音には、その変換比率が妥当なものなのかどうかもわからなかった。

　そんな契約にすがるしかない者ばかり、魔女王は狙う。

　そして命を魔力に換え、啜すする。

「わたしたちから魔力を啜るのは、あなたがすでに普通の生命体ではないからだ」

　綾音の言葉に、魔女王は答えない。

　ただ、冷たく鋭い視線を綾音に向けている。

「その体は意思ある魔力の塊だ。だが、自身で魔力を生み出すことができないのでしょう？　だからこうやって、わたしのようなものを見つけては不当な契約を結んで魔力を得ている」

「そうだとしても、あなたたちの多くは目的を果たした。死は誰にでも訪れるものよ。そして、この世でもっとも理不尽なもの。それを一度でも逃れることができたのだから、感謝して欲しいものね」

「そうだな。感謝している」

　綾音は微笑む。

　なぜなら、もう魔女王の視線が怖くないからだ。

「わたしも知らなかったんだが、案外わたしは強欲だったようだ。死にたくはない」

「だけど、あなたは失敗した」

「いいや、失敗していない」

　やはり、魔女王はまだ気付いていない。

　だからこそ、綾音は告げるのだ。

　彼女を動揺させるために。

「この戦いに際して、わたしは遼りよう平へいと新たな契約を結んだ。わたしが望むとき、わたしの魔力を全て遼平に捧げると。そして一度捧げれば、わたしがそれを止めることはできないと」

「そんな……」

　それがなにを意味するのか、アリスはすぐにわかっただろう。

　予想通りに、彼女は目を剝いた。

　魔女王アリスが信じられないという顔をする。

　それは予想以上で、綾音はむしろ驚いてしまった。

「あなたは、自分がなにをしたのかわかっているの？」

「命を捧ささげたと、さっきも言ったぞ」

　答えて、綾あや音ねは再び微笑んだ。

「どうせ捧げるなら、嫌な女より愛する男に捧げたいと思っただけだ」

　魔女は契約したシュヴァリエに魔力を与えることによって、その力を増し、感覚を鋭敏にさせる。魔力を魔法に変えているわけではない。魔力そのものにある生命のエネルギーによってシュヴァリエは強化される。

　では、魔女の魔力を全てシュヴァリエに注ぐということは？

　つまりそれは、魔女の命そのものをシュヴァリエに託すということだ。

「わたしの命は魔女王に吸い上げられ、魔力となる。つまりわたしの魔力とはあなたの魔力であるということだ。そして契約も生きているというのなら、わたしの契約はあなたの契約であるということでもある」

　遼りよう平へいは、魔女王の魔力全てをその体に引き受けることができるということだ。

「星を覆う魔力を手に入れたシュヴァリエとは、はたしてどれほど強いのだろうな？」

「ふざけないで！　そんなもの、いくらだって書き換えられる！」

　魔女王アリスは叫ぶ。

「そうかもしれない。あなたは魔女王だ。わたしなどよりも知識は深い。裏技というものにも精通しているだろう。だが……」

　だけど彼女は気付いていないのだ。

　白磁のような肌に皺しわが生まれ始めていることに。

　夜のような黒い髪に白いものが混ざり始めていることに。

　そこにあった圧倒的な雰囲気が、急速に萎しぼんでいっていることに。

「あなたはもう終わりだ。なぜなら……」

　アリスの焦りは消えず、綾音の微笑みも消えない。

「わたしのシュヴァリエは、もうここにいるぞ」

「っ！」

　アリスが振り返ったそこに、いた。

　遼平だ。

　薙なぎ払ったシュヴァリエたちが宙を舞っている。

　それを背景に、遼平はアリスに辿たどり着いた。

「胸だ」

「おおおおお！」

　その単語に、遼平はただ反応するだけだった。

　放った拳がアリスの胸に食い込む。触れたその瞬間にわかった。肉を打ったときの特有の抵抗がなかった。

　この体はすでに人間のものではない。

　ゼリーに包まれたような感触だが、遼りよう平へいの手はそれとは違うなにかに触れた。

　迷う暇はなく、それを摑つかみ、引き出す。

　現われたのは光の線によって綴つづられた大量の魔法陣だ。

　引きずり出された魔法陣が血の代わりに吹きだし、宙に舞う。

「魔女王と魔女たちとの契約書。それを手にしたものが次なる魔女王となる」

「知っていたのね、綾あや音ね」

　自分の胸から際限なく溢あふれてくる魔法陣を見上げながら、アリスは言った。

　その顔には、もう狼ろう狽ばいはなかった。

　恐怖も浮かんでいない。すでに自分に訪れた運命を受け入れた顔だ。

「ええ。探して探して、この方法しかないとわかって、一度は諦めた」

「諦めてしまえば良かったのに」

「だけど、諦められなかった」

　綾音を包む光は弱まらない。だが光の流れは変わった。綾音からアリスではなく、アリスから綾音へ。

　そして最後は遼平へ。

　飛びだした魔法陣もまた綾音へと流れていく。

　綾音はいま、人ではないものに変わりつつあるのかもしれない。

　魔女から魔女王へ。月に住むことができて、魔力は星を覆い、魔女たちを支配する。

　そんなことができるのは、おそらく人間ではない。

　だけど、遼平の気持ちは変わらない。

　彼女の手を握る。

　綾音も握りかえしてくれる。

「わたしは、遼平のために、生きたい」

「ふん。いまさら、そんな話を……」

　アリスが顔をしかめて吐き捨てる。

　気のせいだろうか。

　綾音の言葉を聞いたアリスが、ひどく悲しい顔をしたように思えた。

　だけど、それを確認する前にアリスは消えた。




　深いため息が開始の合図だった。

　地鳴りのような音が周囲に響く。

　それは、この世界の終わり。綾音の夢を形にした、この魔城が終わる音だ。

　ため息を吐ついたのは、綾音だった。

　その彼女はいまもなお光に包まれ、そして遼りよう平へいへとその光は流れている。

「綾あや姉ねえ」

　これから起こることがどういうことか、遼平は知っている。

　知っていて、ここまでやった。

「わたしは消える」

　綾あや音ねが呟つぶやいた。

「わたしの命、そして魔女王アリスを形成していた無数の魔女たちの命と魔力は、わたしに継承され、そして君へと注がれ続けることとなる」

「うん」

「わたしは君に全ての魔力を捧ささげた。その魔力の中には、わたしの命もある」

「うん」

「目覚めたら、わたしを起こしてくれよ」

「わかってるよ」

「わたしは白雪姫だ」

　遼平が頷うなずく。その動作の間に綾音の姿が薄くなった。

　彼女もまた偽者だった……なんてことはない。

　ここにある全てが綾音だったのだ。

　遼平と、魔女王アリスを除いた全てが綾音だったのだ。

　綾音の願望と希望と諦めが、この魔城を形作っていた。

　それが崩れていく。

　それはつまり綾音の夢が終わったということだ。

　ようやく、夢が終わる。

　そして、現実が続いていくのだ。





†






　気が付くと全身が脱力していた。

「うっ……」

　真っ暗なところから引き上げられる倦けん怠たい感かんに遼平は声を漏らす。

　瞼まぶたが重い。

（うん？）

　眠っている、のか？

　自分の状況に気付いて、遼平は瞼を開けた。

「ここは？」
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　なにかが目の前にあって、状況がよくわからない。

　柔らかい感触が頰に張り付いている。

　枕に顔をうずめているのとはまた違う感触だ。

「ううん？」

　膝をついてなにかに倒れ伏しているような、イメージとしてはソファのクッションに顔を預けているような……。

　でも、これはクッションではない。

　手探りでとっかかりを探し、起き上がる。

「綾あや姉ねえ？」

　自分がどこで寝ていたのかわかった。

　目の前には綾あや音ねがいる。

　車椅子に座る綾音の膝に頭を埋めて眠っていたのだ。

「うわっ、ごめん！」

　とても長い夢を見ていたみたいな感じだ。

　頭に靄もやがかかったようでシャンとしない。

「ああ、くそ。なにがなんだか……」

　慌てる遼平に対し、綾音は背もたれに体を預けて身じろぎもしない。

「綾あや姉ねえ？」

　寝ている？

　違う。

　呼吸が……ない？

「綾姉！」

　まさか、死んでいる？

　そう考えた瞬間、体が圧迫された気がした。

　体中の血が冷たくなる。恐怖が体を縛る。

　そうなるはずだった。

「は？」

　自分の心臓が強く高鳴ったのを感じた。

　恐怖で冷たくなったはずの体が熱い。

　指先で火花が散った。

　視界が歪ゆがむ。

　綾あや音ねの座る車椅子に、なにか別の存在が潜んでいるような感じがする。

「魔女」

　その言葉が自然に浮かんできた。

　とたんに、頭の中の靄もやがかき消え、夢だと思いかけていたものが鮮明に思い出される。

　偽りの高校生活。サバトマリナ。魔女王アリス。

「夢じゃなかったのか」

　なら、ここで死んでいる綾音は……。

「白雪姫」

　彼女が最後にいった言葉を思い出し、それから白雪姫の話を思い出す。

　あの物語は、どうやって終わった？

　毒リンゴによって死んだ白雪姫は、通りかかった王子のキスによって目覚める。

「綾姉は自分が世界一の美人だと思ってる？　それでおれは死体好きの王子様？」

　ひどい冗談だ。

　だけど……。

「綾姉……」

　彼女の頭を押さえ、上向かせる。

　いまも心臓は高鳴っている。血管は破裂寸前だ。

　だがあいにくと、緊張しているわけでも、興奮しているわけでもない。

　遼りよう平へいの中には魔女王の魔力が入っている。

　星を覆うと言われた魔力が全て、遼平の中にある。

　自分の体の中がどんなことになっているのかわからないけれど、シュヴァリエの契約が魔力に反応して全身を活性化させているのだ。

　このままだと、燃えてしまうのではないかとさえ思えてくる。

　そうならないためには……。

「……っ！」

　覚悟を決めて、顔を近づける。

　唇を合わせる。

　それが引きがねだ。

　遼りよう平へいの中に溜ため込まれた魔女王の魔力が綾あや音ねの中へと入っていく。

　魔女王の魔力には命が入っている。

　無数の魔女たちの命が。

　そして、綾音の命も入っている。

　唇越しに魔力は綾音へと注がれ、その中に混入する綾音の命、魂、そこに存在するはずの自我も戻る。

「うっ……」

　吹きかけられた息で、遼平は顔を離した。

　そのとき、唇の柔らかさを感じた。

　ゆっくりと目を開ける綾音を見ている間、緊張で胸が絞られるような気がした。

　魔女王の魔力の中には他の魔女たちの魂も存在した。それは、彼女に操られていた無数のシュヴァリエによって証明されている。

　あるいは魔女王アリスの魂自体もあの魔力の中にあったのかもしれない。

　だとしたら、これから目覚めるのは本当に綾音なのか？

　それとも別の魔女？　あるいは魔女王アリス？

「おはよう。白雪姫」

　目を開けた綾音に、遼平はなんとかその言葉を投げかけた。

　本当はもっと皮肉たっぷりに言ってやりたかったけれど、そんな余裕はなかった。

（どうなる？）

　緊張の視線で綾音の次の言葉を待つ。

「…………やあ」

　瞼まぶたを開けた綾音は遼平を見て微笑んだ。

「毒リンゴは取れたようだよ、わたしの王子様」

　だがまだ、喜べない。

　緊張しながら、遼平は用意していた問いを投げかける。

「……あんたは本当に、白雪姫か？」

「…………」

　綾あや音ねはすぐに答えなかった。

　内臓が絞られるような感覚に、遼りよう平へいの体が硬くなる。

「まいったな。応用でそんなことができるのか」

　綾音は笑みを崩さないまま、そう漏らす。

「死体好きの変態王子を愛せるのは、わたしぐらいのものだろう？」

「……綾あや姉ねえだから、できたんだよ」

　こんな嫌味を返せるのは綾音しかいない。

　泣き顔を見られたくなくて、遼平は綾音を抱きしめた。
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エピローグ




　春休みはあっという間に終わってしまった。

　新しい制服は中学生のときほどは変な気分にならなかった。

「一回着させられたからかな」

「それは嫌味か？　わたしに嫌味を言えるぐらいに慣れてしまったということか。悲しいな。飽きられる日もそう遠くない」

「そんなことあるもんか」

「ふっ、どうかな」

　家から送り出され、遼りよう平へいは車椅子のグリップに手をかけた。

　遼平も綾あや音ねも新しん風ふう館かん高校の制服を着ている。

　今日は、入学式だ。

「さあ、行こうか」

「そうだね」

　車椅子を押し、遼平は歩き出す。

　学校までは歩いて行ける。それが魅力的でこの高校を選んだ。

「実を言うと、綾あや姉ねえと通えたらいいなと思ってこの学校にしたんだ」

「知っている」

「は？」

「君なら別の高校も狙えたのにと、お母さんにちょっと恨み言を言われた」

「ごめん」

「かまわない。嬉うれしいから。それにお母さんも本気ではなかった」

「それにしても、車椅子のままなんだな」

　グリップの感覚を確かめながら遼平は尋ねた。

　アリスとの戦いに勝利し、綾音は魔女王となった。その結果として膨大な魔力を手にすることにもなった。

　綾音の壊れた体は魔力によって支えられている。

　その魔力を使えば綾音はもっと健康になれるはずだ。

　むしろ、今まで以上に健康になることもできるのではないのか？

「それは仕方ない」

　流れてくる風を心地よく受け止めて、綾音は言った。

「どうして？」

「わたしの怪我は契約とは関係がないものだし、そもそも契約がなくなったわけではないからだ」

　それは、魔城の中で事件のことを見ているからわかる。

　魔女王アリスは死にかけた綾あや音ねに対して、魔女の契約を持ちかけた。

「わたしと魔女王の契約は、わたし自身が魔女王となることで履行不可能となったに過ぎない」

「うん」

「だがわたしには、遼りよう平へいとした契約がある」

「え？」

　契約。

　それはシュヴァリエの契約ではなく、アリスと戦う前にしたあの契約のことだろう。

　魔女からシュヴァリエへと、魔力を注ぐあの契約だ。

「わたしの魔力はいまも遼平に注がれ続けている」

「……止められないのか？」

　綾音に魔力を返したことで、あの契約はもう終わったのかと思っていた。

「量の調節はできるがな。流れを止めることはできない」

「それは……」

「だが、量を調節しようとすると、自然とわたし自身に使う魔法も最小限にしないといけなくなる。おそらくこれは、遼平とわたしがシュヴァリエという契約関係にあることに関わっているのだろう。わたし自身が強い魔法を使おうとすると、それに比例して遼平に流れる魔力の量も増える。魔女王の魔力は膨大だが、とはいえ常に蛇口をいっぱいに開いておいていいものでもない」

　喋しやべっている間、綾音は楽しそうだった。

　深刻な雰囲気はどこにもない。

　それならなにも問題はないのだろうか？

「遼平自身に問題が起きるだろうしな」

「はっ!?」

　思わぬ言葉に、遼平は目を剝いた。

　まさか、問題がこっちだって言われるなんて……。

「それは、どういう」

　驚く遼平に、綾音はいじわるな笑みを浮かべている。

「発散できないエネルギーは、男には危険だ」

「うん？」

　おや？

　なにか、話の方向がおかしくないか？

　彼女の真意を確かめたくて、顔を近づける。

「まぁ、わたしにそれをぶつけてくれれば、先日のように魔力をわたしに戻すこともできるのだけど」

　悪戯いたずらっぽい笑みにこめられているものがなにか、理解してしまった。

「う、あ……」

「持て余して、他の女に向けられてもたまらない」

　一気に顔が赤くなる遼りよう平へいを見て、綾あや音ねは今度こそ声に出して笑う。

「君はもう、わたしのシュヴァリエなのだから」

　遼平は天を仰ぐ。

　このまま、してやられたままでいいのか？

　いいや、良くはない。

　なにかで仕返ししなくては。

（そうだ）

　思いついた。

「……まぁでも、あの料理だと綾あや姉ねえと二人きりになれるチャンスが減るよなぁ」

　地獄の麻マー婆ボー豆腐を思い出し、遼平はにやりとする。

「ああ、残念残念」

「遼平、お前……」

「あ、よかったら、今度はおれが料理を作ろうか？」

「そんな……！」

　いきなりだった。いきなり、綾音が顔を覆ってしまう。

　しまった、やりすぎたか。

「あ、綾姉……」

「そんな、そんな……」

「ご、ごめん！　調子に乗りすぎた」

「そんな……悪い」

「……うん？」

　あれ、なんか声が変だ。

「悪いな。食事まで遼平の世話になるなんて」

　覆っていた手を退どけると、綾音は笑っていた。

「あ、あ……」

　やられた。

「だが、遼平がそうしたいというのなら仕方がない。遼平の世話になってやることにしよう」

「うう……」

　笑う綾あや音ねに、遼りよう平へいはがっくりとうな垂れる。

　だが、そんなに気分は悪くない。

「くそぅ、今に見てろ」

「ふふ、楽しみにしているよ」

　こんなやりとりは、これからもずっと続けられるのだから。
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あとがき




　新作『魔女と魔城のサバトマリナ』をお送りします。

　雨あま木ぎシュウスケです。

　本作は「初恋の子に告白したらなんかすごいことになっちゃった」というお話です。

　初恋の相手に告白したことがある人も、これからの人も、しようと思ってできなかった人も、本作を読んでいただければその時の甘酸っぱい気持ちを思い出し、「違う、そうじゃない」と思うことでしょう（だめじゃん）。

　それはそれとして……。

　初恋というのは、世界には家族と友人以外の特別な存在がいるのだということを教えてくれるイベントです。

　もちろん初恋の感覚が常に正しいということはないし、相手までそう思ってくれるわけではないというところがまたもどかしさになったり、眠れない夜を過ごしたり、他人の一挙一動が気になってしかたなくなったりさせたりするわけですが。

　そういう意味では初恋というのは他人という世界への挑戦になるのかもしれません。恋とは現実でできる異世界転生。おお、そう考えると面白いですね。

　そんな感じで初恋の子の世界に挑戦する。それがこの『魔女と魔城のサバトマリナ』です。どうぞお楽しみくださいませ。




　素敵なイラストを描いていただいたPOKImariさんと担当さん他、この本の制作に携わってくださった皆様に感謝を。




　他社の宣伝になってしまいますが、この四月はファンタジア文庫で『クラウン・オブ・リザードマン』が、ダッシュエックス文庫で『黒騎士さんは働きたくない２』が出ます。

　なんで発売がこんなに集中してしまったのでしょう。自分のスケジュール管理能力のなさが露呈しすぎで死にたくなりますが、本作も含めどれもこれも精魂込めて作った作品ですのでどうかよろしくお願いします。




　それでは次巻でお目にかかれれば幸いです。


雨木シュウスケ
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本作品は、二〇一七年三月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







魔ま女じょと魔ま城じょうのサバトマリナ




二〇一七年五月一日発行

雨あま木ぎシュウスケ

©Syusuke Amagi 2017
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